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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　臥が妖よう覚かく醒せい







　漆しつ黒こくの海洋だった。

　蒼あおい月の光が波に砕くだけている。

　真しん珠じゆの飛沫しぶきが弾はじけ、一いつ瞬しゆん、鮮あざやかな血の色を見せて、闇やみに消える。

　どろりとした月が浮うかんでいた。磨みがき抜ぬかれた宝ほう玉ぎよくを、永い間血に漬つけていたような月である。こぼれ落ちたばかりの眼球のようでもあった。

　それは、ぬらぬらとした光を放っていた。海の色かと思えば、次の瞬間には、血の色に見える、不ぶ気き味みに濡ぬれた光だった。

　妖よう光こうである。魂たましいを狂くるわされた獣けものが、悲鳴をあげている。

　おぉぉぉぉぉぅ──

　ひぃぃぃぃぃぃ──

　嫌いやな声だ。やめてくれ、と叫さけびたくなる。しかし、やまない。塞ふさいだ耳の奥で、

　ぎぃぃ、ぎっ、ぎぃぃ、ぎっ、

　何かが軋きしむ音が響ひびいている。

　櫂かいの音だった。

　船が走っていた。

　巨大な木造船だ。三層構造で、最下層から百本近い櫂が出ている。両側で二百本だ。漕こぎ手ては六百人を下らないだろう。いずれ名のある国か、太たい守しゆの持ち船だろうが、漕ぎ手の統率はとれていないようであった。櫂の動きがばらばらなのである。ある者は上げ、ある者は下げ、隣となり同士でぶつかり合い、互たがいに互いの邪じや魔まをしている。狂ったような動きだ。

　しかし、船足は速かった。

　滑すべるように進んでいる。

　風があるわけではない。波は穏おだやかであり、そもそも、船の帆ほは降ろされている。

　だのに、動いている。いや、走っている。

　拙つたない櫂の動きに、そんな力はない。よく見れば、櫂の動きは逆だ。漕ぎ手は後進しようとしているのである。

　しかし、できない。船は前進をやめない。進む。自殺する鼠ねずみのように前へ、前へ。

　どろどろとした月が嘲あざ笑わらうように見ている。

　船の行く手に、島が現れた。月光を浴びても、暗黒に見える島だった。噴ふん火かにより生まれ、溶よう岩がんが冷えて固まった島かもしれぬ。小さくはないが、それほど大きな島でもない。やけに歪いびつな形をしている。円形に近いが、浸しん食しよくが海岸線を複雑に変えたようだ。剣けん竜りゆうの背のような山が、これも元の形がわからないほど歪ゆがめられて、聳そびえている。

　船が、止まった。

　島まで遠くはない位置だ。

　ようやく漕ぎ手達の思いが通じたのか。いいや、違ちがう。ぴたりと停止したきり、今度は、じりとも動かなくなった。

　ちゃぷ、ちゃぷ、と、静かな波の音が、船の腹を叩たたく。

　誰だれかの叫び声が響いた。

　甲かん板ぱんで、数十人の男達が海面を指差していた。軽い甲かつ冑ちゆう姿の兵士達である。

　男達は、海面に現れた、奇き妙みようなものを見ていた。

　蛇へびの頭のようなものである。猿さるの拳こぶしほどの大きさだ。ぬめぬめと濡れていた。ナメクジの肌はだを見るようであった。生理的嫌けん悪お感かんが湧わく。しかも、異常な数であった。海面をびっしりと埋うめているのだ。

　ふいに、ゆらりと伸のびた。

　子供の肘ひじくらいの長さになった。海面で揺ゆれ始めた。イソギンチャクの触しよく手しゆのように、ゆらゆらと動いた。あのように美しくはない。触手ではなく、無数のミミズが蠢うごめいているようだ。

　誰かが、耐たえ切れず、嘔おう吐とした。

　海面に吐と瀉しや物ぶつが落ちた瞬しゆん間かん、巨大なミミズの集団が、うねくりながら、首を伸ばした。先せん端たんがマストよりも高くなる。長い紐ひもに見えた。ナメクジの肉を持った紐だ。

　次の瞬間、肉にく紐ひもは雪崩なだれるように甲板を襲おそった。

　血が飛し沫ぶいた。

　男達の血だった。

　肉紐の群れに、男達の肉体は潰つぶされた。引き合う紐に五体を裂さかれ、首を飛ばした者もいる。ちぎれた肉塊に紐が群がり、さらに細かい肉片に変える。

　海面が、月の妖よう光こうではない、紛まぎれもない血に染そまった。

　──ぐえら、ぐえら、

　おぞましい哄こう笑しようが空気を震しん撼かんさせた。

　──ごあら、ごあら、

　暗黒の島が鳴動している。それも笑い声に聞こえる。

　血の饗きよう宴えんを悦たのしむ魔ま界かいの者が、どこかにいるのだ。

　天空の妖月が、猫が眼を細めるように、とろりとした光を放った。

　呼応するように、肉の紐が血と月光に濡ぬれた身をくねらせる。

　悪あく夢むの光景だった。しかし、妖異はこればかりではなかった。

　水平線から、天空の月と双ふた子ごのようによく似た妖月が、どろりと顔を出したのだ。産み落とされたばかりの卵か、眼球のような濡れた光が、さらなる恐きよう怖ふと狂気の淵ふちに魂たましいを引きずり込んでゆく。

　──げあら、げあら、

　不気味な哄笑は、いよいよ激はげしい。

　怪かい異いは、これより始まるのだ。







　第一章　妖よう魔ま王おうの心臓
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　どろりとした闇やみが垂たれ込めていた。

　じっとりと重く、剝むき出しの肌はだにまとわりついてくる。

　妙みように生温い。羊よう水すいにでも浸つかっているようだ。

　東の地平線あたりが、泥どろに血を溶とかしたように、そこだけ朱あかい。

　月が昇のぼろうとしている。呪のろわれた月が。

　アモルは、ゆるりと眼を細めた。

　まとわりつく闇が、逃にげるように軽くなった。

　明るい金色の眼だった。白目の部分が無い。虹こう彩さいだけでなく、眼球そのものが、濡ぬれた黄こう玉ぎよくのようであった。闇の中で、その眼だけが炎ほのおのように燃えている。

　東の地平線を見ていた。

　ぬるり、と月が顔を出した。

　巨大な月であった。異様に近い。肉眼で月面が見える。

　隕いん石せきの痕あとがひとつも無かった。果てし無く巨大な宝玉を見るようであった。

　永い間、血に漬つかっていたような、ぬらぬらした輝かがやきを帯びている。

　どこまでも荒あれた大地が、ひたひたと血を浸ひたしたように、朱く染そまってゆく。ひょろりと生えたリュウシランが、血の浴よく槽そうに落ちた髪かみの毛のようである。

　それが、ふいに海の底で揺ゆれる海草に見えた。

　月の色が変わっていた。透とう明めいな海の色だ。瑠る璃り色の輝きが、熱帯魚が泳ぐような南海の底に世界を染める。

　それがまた、すぐに血の海に変わる。

　妖よう月げつであった。

　月光が目まぐるしく色を変え、陽炎かげろうのように妖あやしく揺れる。

　散在する巨大な岩々が、おどろな影かげを血海に落としている。

　その岩のひとつに、アモルは立っていた。

　爪つま先さきひとつ置けるだけの岩の頂きに、右足だけを乗せている。両腕うでを胸の前で組んだまま、ゆらりともしない。筋力とバランス感覚が恐ろしく優れているらしい。ゆるやかな風が、肩まで無む造ぞう作さに伸ばした髪を、水の中のように揺らしている。

　蒼あおい海かい魔まの血を、闇に溶とかしたような髪の色だった。

　肌は、翡ひ翠すい色であった。唇くちびるも、指よりも長い爪も。悪あく霊りようを封ふうじ込めた翡翠を、死霊の彷徨さまよう霧きりの夜に見たような色である。

　不思議とおぞましくはない。瑞みず々みずしい肌だった。しなやかな筋肉が獣けもののように息づいている。腰のまわりに毛皮を巻いただけの、ほとんど全ぜん裸らに近い姿だ。右肩から幅はば広ひろの革帯を左腰にまわし、そこに重そうな剣けんを吊つるしている。

　若い、男の顔をしていた。彫ほりが深い。唇くちびるに、獲え物ものを前にした豹ひようのような笑みが浮ういている。眼が明るかった。邪じや気きが無い。物ぶつ騒そうになりそうな表情が、それのせいで、子供が悪戯いたずらを考えている時の、愉たのしそうな顔に見える。

「アモル──ゥ」

　甲かん高だかい少女の声が、彼を呼んだ。

　軽やかな羽ばたきが、天の高みから降ってくる。

　アモルは顔を上げた。

　濡ぬれたような月の光の中に、赤あか子ごほどの黒い影があった。

　翼つばさを広げて舞まい降りてくるそれは、まだ幼おさない可か憐れんな少女の顔を持っていた。

「よぉ。チコ。眼が覚めたようだな」

「宝ほう月げつが昇のぼれば、妖よう魔まの刻ときだもの」

　くの字に曲げたアモルの左腕うでに、それはふわりと降りて言った。

　愛らしい笑顔であった。金きん糸しの髪かみは天使のようだ。

　細い首。ミルク色の胸と、柔やわらかそうな腹は、食べてしまいたくなる。

　だが、華きや奢しやな腕があるはずの位置には、青光りする漆しつ黒こくの翼が肩から生えていた。膝ひざから下は、歪いびつな鳥の脚あしになっている。耳は長く、角のように伸のび、笑うと、唇からは牙きばが覗のぞく。肉にく食しよく獣じゆうの牙だ。

　人間ではない。むろん、鳥でさえも。

　妖よう魔ま──

　そう呼ばれる魔物。呪のろわれた、闇やみの落とし子である。

「つけられたな、チコ」

　金色のアモルの眼が物騒に──いや、嬉うれしそうに輝かがやいた。

　その瞬しゆん間かん、黒い風が吹ふき抜ぬけた。

　細い銀月が闇に閃ひらめく。

　黒い陽炎かげろうがアモルの背後で揺ゆれ、漆黒の獣けものが現れた。

　犬に似ていた。よじれた角が生え、爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこが生えている。

　全身に絡からみつく黒い霧きりのような殺意は、ただの獣ではありえない。

　妖魔だ。

　──喰くってやる。

　ガチガチと妖犬が牙を鳴らした。

　その唇の先から鼻へ、額へ、背中へ。朱あかい線が、つつ、と走る。

　尻しりの先まで止まらない。妖犬は不思議そうな顔をした。

　首を傾かしげた瞬間、朱い線が破れた。黄色い脂し肪ぼうと脳のう漿しようが、ピンク色の肉と一いつ緒しよに溢あふれ出た。桃ももが割れるように、妖犬の軀からだが二つに割れる。

　アモルの右手に、両もろ刃はの長剣が握にぎられていた。

　白光を放つような鋭するどい剣だ。柄つかの先では、赤子の拳こぶしほどもありそうな紅こう玉ぎよくが輝いている。

　いつの間に抜いたのか。

　あの一瞬の銀月が、剣の軌き跡せきであったのか。

　左腕のチコは、ぐらりともしていない。右腕のみの動きは、神かみ業わざ、いや、魔物の成なせる技わざか。

　妖犬の血が、自らの死体を中心に広がっている。やけに多い。

　ずぶり、と妖犬の死体が沈しずんだ。

「離はなれろ！」

　弾はじかれたチコが、上空で漆黒の翼つばさを広げた瞬間、がくん、とアモルの軀が落下した。

　岩が傾かしいだのだ。根本あたりの土が、軟なん泥でいと化していた。

「アモル！」

　チコが悲鳴をあげた。

　翡ひ翠すい色の軀が落ちる先に、巨大な口が現れていた。

　妖魔の口だ。大地が二つに割れ、土砂が滝たきのように落ちていく。腕の太さはありそうな牙が、泥どろと土の間からぞろりと見える。

　──喰ってやる！

　脳のう味み噌そを揺ゆさぶる吠ほえるような波動。

「ふ──」

　アモルの唇に笑みが浮いた。心地ここち良よい──と。

　翡翠色の翼が、アモルの背中で孔く雀じやくの羽根のように広がってゆく。

　巨大な竜りゆうの翼であった。月の光が、鱗りん粉ぷんのように弾け散る。妖あやしくも、美しい。

　ぴたり、と落下が止まった。

「残念」

　妖魔の口先で、アモルはにこりと微わ笑らった。

　──ちぃ！

　舌打ちに似た波動を放ち、妖魔の口が急速に沈む。

　アモルは、無む造ぞう作さに左腕を振ふった。

　それが、鞭むちのように伸のびるとは。

　身長の三倍の長さとなった腕は、妖魔の口の手前で五本にばらけた。

　それぞれが生き物のようにうねくり、妖魔の口に飛び込んだ。

　ぶちり。

　何かがちぎれるような音が響ひびいた。

　ぢゅる、ぢゅる、

　何かを啜すするような音がした。

　──ぎいいいいいい。

　妖魔の口が暴れた。ぴん、と伸びた翡翠色の鞭が、蛇へびの腹のように脈動している。

　アモルの顔に、無む邪じや気きな笑みが広がった。

　飢うえを満たしたばかりの、赤子の表情にも似ている。

　するり、と一本の鞭が、妖魔の口から顔を出した。

　先せん端たんが、二つに割れていた。白い米こめ粒つぶのようなものが、びっしりと生えている。全部尖とがっていた。牙きばだとわかる。

　口だ。細い舌が、血に濡ぬれている。

　するり、するり、と残る四本が妖魔の口から現れる。同じように、牙を生やしていた。

「直系妖魔の力──知らなかったのかい？」

　くふう、と微わ笑らって、アモルは言った。

　声こわ音ねは優しい。満腹の豹ひようが口を開けば、こんな声かもしれない。

　妖魔の口は、生きているのか、死んでいるのか。濃のう厚こうな血を泥のように吐はき出しながら、ずぶずぶと沈んでゆくところであった。

「細さい胞ぼうを変化させる力だよ」

　愉ゆ悦えつが漂ただよう声で、アモルは囁ささやいた。

　翡翠色の鞭の先で、細い舌がぺろりと血を舐なめた。
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　ふわり、とチコが左肩に降りた。

　その眼の前で、翡翠色の鞭が蛇へびのように絡からみ合いながら、人間の腕に戻もどってゆく。

　奇き怪かいな光景だが、チコの表情に動どう揺ようの色は無い。

　五本の指が動きを確かめるように曲げ伸のびするのを見つめ、にっこりと微わ笑らった。

「お疲つかれさま」

「まったく。身のほど知らずが多くて困るな」

　剣を鞘さやに収めながら、アモルは言った。言葉ほどには辟へき易えきしていない。どちらかと言えば、愉たのしそうだ。

「仕方ないね」

　チコが、くすくすと微笑って言う。

「アモルを食べると、永遠の命が得られるんだもの。襲おそうなと言っても無理だと思うよ」

「言わんよ」

「あら？」

「せっかくの暇ひま潰つぶしの種たねだからな」

　チコよりも無む邪じや気きな顔でアモルは笑った。妖よう魔まに襲われることを、楽しんでいるらしい。

「直系妖魔ね。アモル」

「さて」

　アモルは肩をすくめた。自分の性格が、〝血〟のせいかどうかはわからない。

　子供のような笑顔を、海のような月の光が照らした。

「第二の宝ほう月げつ──」

　チコが、酔よったように呟つぶやいた。

　遥はるか彼方かなたの地平線上に、先に昇のぼった月と双ふた子ごのような月が、ぬらりと顔を出していた。

　瑠る璃り色の輝かがやきと、濡ぬれた真しん紅くの輝きが、夜空を斑まだら模様に染そめ上げる。

　遠く近くで、妖魔の遠とお吠ぼえが響ひびいた。

「いずれ、三つ目の宝月が昇る。世界は完全な妖魔の刻ときになるな」

　ぞくぞくするような声で、アモルは言った。

　全身の細さい胞ぼうが熱い。宝月の光は、妖魔に力を与あたえる。宝の名を冠かんしたのは、妖魔だ。見かけが宝玉のように見えるせいもあるが、そればかりではない。

「三つの宝月は妖よう魔ま王おうの心臓──」

　チコが言う。

　水すい晶しよう玉だまのような眼が濡ぬれているようだ。

　妖魔は、至宝を見るような眼で宝月を見る。

　宝月は、妖魔達の王であった。

　正確に言えば、妖魔王の心臓──しかも、その影かげでしかないが……







　妖魔王──

　もはや名前さえ伝わらぬこの伝説の王は、数億年の過去から生き続けていると言う。

　わずか六十年の人の命を考えれば、脅きよう威いを通り越こして、畏い怖ふを禁じえない。妖魔でさえ、千年の寿じゆ命みようだ。

　しかし、さすがにもうその肉体は朽くち果て、ただ息づくのは心臓のみであった。

　それさえ、三つに分かれ、ひとつは海の底、ひとつは地底深く、ひとつは星の彼方かなたに眠ねむっている。──正確な場所は誰だれも知らない。

　天を巡めぐる三つの宝月は、これらの心臓から放たれる妖気が、その凄すさまじさゆえに拡散しきれず、天に凝こごったものであった。

　言わば、影かまぼろし。天の高みにまで飛ひ翔しようしたところで、何も触ふれることはできないだろう。

　だが、影とはいえ、さすがは妖魔王の心臓と言うべきか。

　本物の月のように光を放ち、妖魔に力を与あたえ、──そればかりか、時に、濃のう厚こうな妖気を放ち、浴びた者を妖魔に変えるのだ。

　ふわり、とチコが翼つばさを広げ、また閉じた。

　少女の身体からだに腕は無く、肩から黒い翼が生えていた。この翼と、ねじれた鳥の脚あしさえなければ、そのまま人間として通用する。

　チコに限らず、全すべての妖魔が、元は人間か、獣けものか、あるいは蟲か植物であったものだ。宝月の妖気を浴びるまでは、それぞれの特性に応じて生活していた者達である。

　それが、宝月の妖気を浴びて、妖魔にされた。

　犠ぎ牲せい者しやと呼んでもいい。

　もっとも、妖魔と化した者に、己おのれを犠牲者だと哀あわれむ心は無い。肉体の変へん容ようは、当然のことながら、精神にも作用するからだ。妖魔に変化した瞬しゆん間かん、それまでの記き憶おくは失われ、欲望の欲するままに殺さつ戮りくと破は壊かいを繰くり広げる、魔物の性さがが全身を支配する。

　昨日までの肉親を殺し、狂きよう喜きする妖魔達。

　それを悲劇と知る記憶も、己れが妖魔となった身の不運を嘆なげく心もすでに無い。

　残された人間達だけが、いつかは自分も妖魔に変えられるかもしれない恐きよう怖ふと、日々、妖魔の餌えさにされるかもしれない不安に戦慄おののきつつ、心の底から願うのだ。

　宝月さえ、──いや、それを生み出した妖魔王の心臓さえ存在しなければ、と。







「どこにあるのやら……」

　宝月を見つめ、アモルは呟いた。

「妖よう魔ま王おうの心臓？」

　チコが、小首を傾かしげて訊きいた。

「ああ」

「変なの」

「何が？」

「直系妖魔は妖魔王の心臓から生まれるわけでしょ？」

「そう言われているな」

「当然どこにあるか知っているんじゃないの？」

「知らんよ」

「知らない？」

「気がついた時は、どこかの荒こう野やさ。なぜか直系妖魔の自覚はあったが、心臓の場所を知らんのは、他の妖魔とご同様さ」

　直系妖魔は、妖魔王の心臓から生まれる。宝月の妖気を浴びて変化した妖魔達と違ちがい、その血肉は完全に妖魔王と同じだ。食べれば、永遠の命が得られると信じられる由ゆ縁えんだが、実際のところ、直系妖魔を食しよくすのに成功した妖魔はおらず、本当に永遠の命が得られるかどうかは、定かではない。

　それはともかく、アモルには生まれた時の記き憶おくが無かった。変化した妖魔達が変化前の記憶を持たないように、気がついた時には直系妖魔として存在していた。

　極地のような闇やみの中で、襲おそってきた妖魔を引き裂さいた時の記憶が最も古い。全身に青みどろ色の血を浴びながら、闇やみに浮うかぶ三つの宝月を見つめた覚えがある。

「お父さんに会いたい？」

　チコが訊いた。

「お父さん？」

　耳慣れない言葉に、アモルはきょとんとした。

「妖魔王は、直系妖魔の親になるわけでしょ？」

「ああ、なるほど。それなら、お母さんかもしれないぜ」

　妖魔王の性別は不明だ。心臓のみとなれば、性別があることさえも疑問だ。

「チコは、お母さんに会いたいよ」

　ぽつり、とチコが呟いた。

　妖魔の事ではない。変化した妖魔に繁はん殖しよく力は無い。チコが言うのは、人間であった時の母親だろう。むろん、覚えているはずはない。ただ、思し慕ぼの情だけを、奇き跡せきのように残しているのだ。この少女は。

〝なりそこない〟と妖魔仲間からは呼ばれるが、そのせいかどうか、他の妖魔のように直系妖魔の血肉に狂くるわない。

　アモルは腕を伸ばし、チコの髪かみをくしゃくしゃと撫なでた。

　子猫のように眼を細め、チコは小さく微わ笑らった。

「ひとつだけ、噂うわさを聞いたよ」

「噂？」

「妖魔王の心臓の噂──」

「────」

　チコの髪に置いたアモルの手が、ぴく、と動きを止めた。

「聞きたい？」

　チコが、くすりと微笑った。

「聞きたいな」

　アモルは苦笑を浮かべ、チコの髪を、今度はゆっくりと撫でた。

「どんな噂なんだ？」

「見つかったって噂。でも、まだ誰もその眼で見てはいない」

「ほう？」

「東の海にね、つい最近、浮ふ上じようした島があるの。これが凄すごい妖よう気きを放っていて、魚は死に、海の水は冷たくなり、──で、只ただ事ごとじゃないって、昔の文ぶん献けんを調べた者がいて……」

「文献？」

　アモルは口をはさんだ。

「妖魔は文字を使わないぜ」

「人間達の噂だもん」

「────」

「気に入らない？」

「いいや。妙みようなところに情報網もうを持っているものだと思ってな。──で？」

「うん。人間達が調べたらね、その島に妖魔王の心臓が眠ねむってるって書いてあったんだって」

「…………」

「それで、何人も島に向かったんだけど」

「誰も戻もどって来なかった？」

「あたり」

　チコは頷うなずいた。

「殺されたのか？」

「うん。でも、それは妖魔王の心臓にではないみたい。島のまわりにね、何かいるらしいの」

「何か？」

「心臓の守護者だって、人間は言っている」

「どんなものだ？」

「長いもの。蛇へびみたいに、紐ひもみたいに、長くて細いもの。たくさんいるみたい」

「妖魔か？」

「わからない」

「島へ上陸できた者はいるのか？」

「いないと思う。いたとしても、外部に連れん絡らくできた者はいないよ。島の様子は噂になっていなかったもん。だから──」

「本当に心臓があるのかわからないということだな」

「うん」

　ふうむ、とアモルは鼻を鳴らした。

　興きよう味み深ぶかい話であった。たとえ半信半疑の噂話でも、伝説の彼方かなたに消え、気の遠くなるほどの永きに渡って沈ちん黙もくを保ち続けていた妖魔王の心臓が、現実という世界に浮上してきた初めての例ではなかろうか。

「噓うそか真まことか」

　アモルは呟いた。呟いた途と端たん、確かめてみたくなった。

「東の海か……」

　金色の眼を、東に向けた。

　そこに、ついに三つ目の宝月が、ぬらりと濡ぬれた顔を現していた。血の色と、海の色の光が、来い、と誘さそっているようだ。

　来るがよい。わしの正体、確かめてみせよ──と。

「ふふん」

　アモルの唇に、とろりと血が溢あふれるような笑みが浮いた。

「行くの？」

　チコが訊いた。

「行く」

　アモルは頷うなずいた。

　翡ひ翠すい色の竜りゆうの翼つばさが、アモルの背中で大きく広がった。濡ぬれたような翼の皮が、光のしずくを散らし、宝ほう珠じゆのような輝かがやきを放つ。

　チコが眩まぶしそうに眼を細めた。

「守護者が直系妖よう魔まだって認識してくれればいいね」

　そうすれば、無事に心臓まで辿たどり着けるだろうと、チコは言った。

「蹴け散ちらしてやるさ」

　アモルは、にっ、と笑った。

　無む邪じや気きな笑みだ。障害があることを、愉たのしんでいるのかもしれない。

　ふわり、と浮いた。翡翠色の翼が、ゆるやかに動いていた。三つの宝月から放たれる妖光の中を、音も無く浮上してゆく。まとわりつく妖光が翡翠色の軀からだを包み、遠目に、燐りん光こうを放つ魔鳥が天に昇のぼっていくようだ。

　高らかな妖魔の咆ほう哮こう。翡翠の魔鳥が直系妖魔だと知った声か。

　しかし、天空を翔かける妖魔は現れず、翡翠の魔鳥は嘲ちよう笑しようするように巨大な翼を動かした。弾はじかれたように東に向かう。
















　翡翠色の影かげが地平線の彼方かなたに消えた時、やけに不ぶ気き味みな哄こう笑しようがひとつ、天空の彼方で谺こだました。
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　潮しおの香かおりが風に渦うずを巻いていた。

　絶え間無い波の音が遠く近くに響ひびく。

　港みなと街まちであった。人々の雑多な声に混じり、学者面づらした声が流れてくる。

「──かくして、妖よう魔ま王おうはその軀からだを失い、心臓のみとなり、その心臓さえも三つに分かれて、ひとつは海の底、ひとつは地の底、ひとつは星の彼方に消え去った。しかし、その妖よう気きは凄すさまじく、天空に瘴しよう気きを凝こごらせ、三つの宝ほう月げつを生み出した……。さて、諸君」

　埠ふ頭とうの近くで、男は集まった群衆に声をかけた。いずれの城の使者か。炎えん黄おう色に染そめられた文ぶん官かん服ふく姿の男だった。

　取り囲む人垣は、港みなと街まちだけあって、雑多な人間達である。

　極ごく彩さい色しきの派手な民族衣い装しようの隊商。妖よう艶えんな娼しよう婦ふ。旅人の懐ふところを狙ねらう界かい隈わいに住む子供ら。それらに倍する船ふな乗のり姿。やけにきつい視線の男はどこかの国の間かん者じやであろうか。乞食。喰くいはぐれたらしい薄うす汚よごれた傭よう兵へい崩くずれ。

　ざっと百人近く集まっているだろう。文官の声に熱がこもった。

「諸君も聞いたことがあるだろう。四旬前に浮上した島の話を。我が国の調査で、島には妖よう魔ま王おうの心臓が眠ねむると判明した。妖魔王の心臓──天に三つの宝月を生み、妖魔に力を与あたえる源みなもとだ。もし、これがなくなれば……」

　ざわり、と群衆が動く。恐きよう怖ふからだ。魔ま除よけの印いんを結ぶ者もいる。

「案ずることはない。今は昼間。妖魔はいない。──よいか。心臓がなくなれば、宝月は砕くだけ、妖魔は力を失う。破は壊かいしたいと思わないか？」

　人々は、互たがいに青い顔を見合わせた。妖魔への絶対的な恐怖がそうさせるのである。

　妖魔達が、かつては同じように恐怖に震ふるえていた人間や獣けものであったという事実は、何の助けにもならない。ひと度妖魔と化せば、それはもう心の底まで恐おそろしい魔物だ。

　この時代──

　地上は妖魔がはびこり、人間は妖魔の影かげに脅おびえて暮くらすような、暗黒の時代にあった。

　それでも、旺おう盛せいな適応力と言おうか。幾いくつもの王国が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの歴史を繰くり広げ、頭のすげ替かえを気にも止めぬ人民は、逞たくましく日常を送っている。

　しかし、未だ剣けんと槍やりが主流の武器は、妖魔の魔力を前にあまりにも非ひ力りきで、人々は、いつかは餌えさにされるかもしれない恐怖に、慢まん性せい的に鬱うつ屈くつした気分にあった。

「いつまでも、怯おびえて逃にげるだけでいいのか？」

　文官は言った。

「妖魔と戦おうという剛ごうの者ものはいないのか？　心臓を破壊しに行く勇気のある者は。──むろん、危険はある。ありすぎるだろう。だが、妖魔が力を失えば、次に来るのは人間の時代だ。歴史に名を残す英雄になりたくないか。勇者よ！」

　文官は両腕を広げた。

「人類のために闘たたかってくれ。報ほう酬しゆうは望むままに与えよう。成功の暁あかつきには、我が城の衛士長として迎むかえたい。我が城は──見たまえ。船にはためくジェルディグリの紋もん章しようを！」

　ひときわ高く叫さけび、文官は手を挙げた。

　帆はん船せんが文官の背後に繫けい留りゆうされていた。

　標準より遥はるかに大きい木造船は、鋭えい利りな衝しよう角かくから一目で軍船であると知れた。船体は二階層に及および、船室部分と二百本にも及ぶ櫂かいを備えた下層から構成されている。マストは六本まで数えることができた。

　そのメインマストの頂点に翻ひるがえる旗。灰はい色いろがかった蒼あお地じに、瑠る璃り色で描かれた蛇へび喰くい鳥どりの姿。蛇を引き裂さいて喰くう、鱗うろこをもった猛もう禽きんであった。

　どよめきが群衆に湧わいた。

　ジェルディグリの紋章──

　最強最大の海軍を持つと言う、海かい王おう国こくの印しるしであった。

　五大大陸のひとつ、中でも巨大なジェノム大陸の半ばを占しめ、豊富な海産資源と数十ヶ国を数える属ぞつ国こくからの献けん上じよう品ひんにより、国力と財源は世界屈くつ指しである。

　そこの衛士長、財宝は望むまま。

　黄金色の夢ゆめが、群衆の脳から妖よう魔まに対する恐きよう怖ふを忘れさせた。冷静に考えれば、最強の海軍を持つ国が、傭よう兵へいを募つのるとは不自然極まりないものを。

「おれが行く」

「おれもだ」

「いや、おれこそが」

　次々と名乗りがあがった。

　屈強な男達であった。鍛きたえ抜ぬかれた筋肉が全身を鎧よろい、胸や肩が厚く盛もり上がっている。いずれも双そう眸ぼうは鋭するどく、噎むせ返るほどの闘とう気きが全身から溢あふれんばかりだ。

　だが、文官は掌てのひらを前に右手をあげた。

「慌あわてないで。まずは腕試しだ」

　男達の闘気が殺気に変わった。文官はたじろがなかった。

「それなりの腕が無ければ足手まといなのでね。少なくとも、うちの兵士どもより腕がたたなければ、公こう募ぼした意味が無い」

　男達は荒あらい息を吐はいた。

「いいだろう。で、どうするんだ？　てめえが相手をしてくれるのか」

　真っ先に名乗りをあげた男が口を開いた。鼻が平たく潰つぶれ、顎あごが発達している。格かく闘とう士しのようだ。文官はゆるりと手をあげた。

「こちらが」

　文官の背後に、うずくまるように坐っていた男が、のそりと立ち上がった。

　男達が、いや、群衆までが思わず後あと退じさった。

　巨体であった。群衆の中の誰だれよりも、頭ひとつはでかい。眉まゆはおろか、頭部に一本の髪かみも無いのが異様である。腰帯ひとつの半はん裸らの軀からだは、全すべての筋肉が極限まで鍛え抜かれ、僧そう帽ぼう筋きん、大胸筋、広こう背はい筋の線が、荒あら々あらしいながらも、巨きよ匠しようの描いた芸術品のようである。

「ジェルディグリの一級闘士、ダンジブ」

　誇ほこらし気に文官が紹しよう介かいした。

「武器は好きなのを選びたまえ。ダンジブは同じ物で相手をする」

「す、素手だ」

　格闘士が言った。言いながら、走った。始めの合あい図ずはまだない。聞いている余よ裕ゆうは無かった。格闘士の本能が、ダンジブの力量を捉とらえていた。まともに向かって敵かなう相手ではない。勝つには奇き襲しゆうしかなかった。間ま合あいを詰つめ、急所を狙ねらう。

　格闘士の蹴けりが、ダンジブの下腹部を襲おそった。

　無む造ぞう作さに動いた巨人の手が、会かい心しんの蹴りを止めた。狼ろう狽ばいしながら脚あしを引き、引くと同時に右拳こぶしを放った。岩を殴なぐったような感かん触しよくは、巨人の顎を殴った衝しよう撃げきだった。

　ダンジブの目が、嘲ちよう笑しようの色を浮うかべた。

　はっとなって身を引こうとした刹せつ那な、凄すさまじい衝撃をこめかみに受けて格闘士は悶もん絶ぜつした。ダンジブの回し蹴げりだった。格闘士の下半身が痙けい攣れんし、すぐに動かなくなった。

　悲鳴混じりの歓かん声せいがあがった。ダンジブは右手をあげて応こたえた。

　闘技場と同じだ。観衆は血なまぐさい刺し激げきに飢うえている。

　二番目の男が動いた。手には鋭えい利りなナイフ。腰にため、ダンジブの腹を狙う。

　ダンジブの足が上がった。男は顔前に出現した足を避さけることができなかった。ぐしゃり、と顔が潰つぶれ、衝撃で頸けい骨こつが折れた。倒たおれた時には、すでに息絶えていた。

　最後の男は剣を選んだ。ダンジブも剣をとる。一いち合ごう目めにして剣を弾はじかれ、心臓を貫つらぬかれて男は即そく死しした。

　さすがに、群衆が声をなくした。三人が屠ほふられるのに、僅わずか一ラナと経過していない。畏おそるべき技わざであり、力であった。

「これでは使えんな」

　文官はやり過ぎだ、と巨人に囁ささやいた。しかし、考えてみれば、ダンジブに殺される程度では、妖よう魔まに通用するものではない。ダンジブの力が妖魔を凌しのぐというのであれば別だが、決してそんなことはない。その旨むねを告げるべく、文官は愛あい想そうのいい笑いを群衆に向けた。

「この三人には気の毒だったが、所しよ詮せんはこの程度の者であったということだ。欲しいのは、妖魔を相手にしてもひけをとらぬ勇者だ。腕に覚えの──」

「やらせてもらおうか」

　すらりとした姿が、文官の口上を遮さえぎって群衆の前に現れた。

　一いつ瞬しゆん絶句した文官が、すぐに失望の苦笑を浮かべた。

　その体格に対してだ。

　全身をマントで覆おおい、顔までもフードで隠かくしているため、筋肉のつき具合は判わからない。だが、身長は巨人の胸くらいまでしかなく、幅はばにいたっては半分もなかった。巨人が標準値を遥かに上うわ回まわり過ぎているせいもあるが。しかも、声からすれば、かなり若いようだ。二十にもいってないだろう。

　群衆がざわついた。屈くつ強きような格闘士でさえも敵かなわなかったものが、こんな小こ僧ぞうに何ができる。囁く声が皆そう言った。

　若者は動じなかった。表情は窺うかがえないが、巨人に比べれば、遥かに華きや奢しやな身体からだは震ふるえてさえもいない。後こう悔かいと恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしているのでなければ。

「本気でやるのかね？」

　文官が尋たずねた。嘲ちよう弄ろうの響ひびきが含ふくまれていた。若者は無言で頷うなずいた。

「得え物ものは？　何でやるね？」

　さらなる問いに、若者はマントの内から手を出した。

　革手袋に覆われた手は、相当に太い鞭むちを握にぎっていた。

　ダンジブは武器を手にしなかった。素手でも余る。嘲笑を浮かべた目がそう言っていた。

「参る」

　若者が言った。言うと同時に、風が鳴った。肉を叩たたく音がそれに重なった。

　ダンジブは右手を押おさえた。重ねた指の間から滴したたる血。若者は不動のまま。いつ鞭を放ち、いつ戻もどしたのか。

　風が鳴る。黒い影かげが疾はしる。それが鞭か。肉眼では捉とらえられない。捉えたと思った瞬間、複雑にしなった鞭が、別の角度から襲おそう。

　ダンジブの巨きよ軀くが数条に裂さけ、血に染そまった。

　もしかしたら、若者が勝つのか？　下げ克こく上じようの興こう奮ふんが群衆に満ちた時、

　風を叩く音が響き、がくんと鞭が止まった。ダンジブの右手に握にぎられていた。

「やってくれたな」

　べっと唾つばを吐はいてダンジブは言った。

「鞭など、捕つかまえてしまえば、それまでよ」

　ぐい、と引いた。若者の身体が泳いだ。力では敵かなわない。引き寄せられていく。

　若者が引き裂さかれる！　展開されるであろう無残な光景に群衆が悲鳴をあげた時、

「うお！」

　ダンジブの喉のどからも太い悲鳴が迸ほとばしった。

　手の皮ひ膚ふが裂けていた。握っていた鞭が地に落ちる。

「鞭は一本とは言っていない」

　すかさず、ダンジブから離はなれた若者が言った。左手に握る黒い鞭。

「そして、二本とは限らない」

　右手が動いた。黒い鞭が蛇のようにしなり、網あみが広がるように十本に分ぶん離りした。

　太い一本に見えていた鞭は、実は十本の鞭を重ねてあったのだ。一本一本が生き物のようにくねり、ダンジブの首に、足に、手にと巻きついた。

　ダンジブはバランスを崩くずした。そこへ、左手の鞭が襲った。同じく十本に分かれて。

　群衆が歓かん声せいをあげた。

「そ、それまで」

　文官が叫さけんだ。

　ダンジブを襲った鞭は、巨体を二重三重に縛しばりあげ、投と網あみにかかった魚同然にしたのである。ナイフでも取り出せば、子供でも殺せる状態だ。

「それまでだ」

　文官はもう一度言った。若者は鞭を弛ゆるめなかった。

「先の三人のために、制止しなかったが？」

「その暇ひまは無かった。殺したいのか？」

「…………」

　逡巡。群衆が、ごくりと唾を吞のむ。が、若者は無言で腕を振ふるった。するり、と鞭が解けた。二十本の鞭が再び二本の鞭に戻り、若者の手に吸い込まれるように戻った。

「参加を認めよう。船に乗ってくれ」

　文官が言った。

　ぜいぜいと喘あえぐダンジブを見下ろし、若者はふいと船に足を向けた。

「名前は？」

　文官が後ろ姿に問うた。すでに桟さん橋ばしに足をかけていた若者は、

「……ウノ」

　静かな声で答えた。

　文官が何かの書類に書き留め、群衆に目を戻した。次は、と問いたげである。

　すでにダンジブは立ち上がっていた。憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうだった。油断があったとはいえ、若わか造ぞうごときにやられたのは屈くつ辱じよくであったのだろう。ぎらついた双そう眸ぼうは、血を見ねば済むまい。次に挑ちよう戦せんする者は、何者であれ、命いのち懸がけだ。

「やらせてもらおうか」

　ウノと同じ台詞せりふが群衆の中に生じた。

　ゆらりと現れた姿に、ダンジブの凶きよう眼がんが殺気を放った。

　ウノと同じいでたちの、顔も軀からだも隠かくした者であった。
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　青味を帯びた黒いマントが足首までも覆おおっていた。深く被かぶったフードは影かげの中に顔を没ぼつし、何者であるかを完全に隠かくしている。

　正体不明の二人目に、文官は困こん惑わくしながらも、得え物ものを訊たずねた。

「素手」

　そいつは平然と答えた。

　構えるでもなく、ダンジブに対たい峙じしたのは、明らかに挑ちよう発はつだ。

　闘とう士しの矜きよう持じが炎ほのおとなって全身を巡めぐった。べきべきとダンジブの筋肉に力が漲みなぎった。殺気が群衆の顔を叩たたいた。潮しお風かぜが血なまぐさいのは、先に屠ほふられた三人のせいばかりではない。

　吼ほえた。凶きよう獣じゆうさながら、ダンジブはそいつに仕し掛かけた。

　巨きよ樹じゆさながらの右腕が黒い颶ぐ風ふうと化した。ぷん、と空気がきな臭くさい。摩ま擦さつだ。

　剛腕が空気を裂き、そいつの顔を狙ねらった。岩に匹ひつ敵てきする拳こぶしは頭ず蓋がい骨こつとて粉ふん砕さいする。

　吹き抜けた風が、そいつの背後にいた群衆をよろめかした。

　躱かわされたのだ。するり、とそいつがダンジブの懐ふところに入った。退しりぞく方向に躱したのではない。密着する方向へ動いた。

「ひ！」

　ダンジブが悲鳴をあげた。

　肉にく迫はくした、そいつの眼──フードの影で光った眼を、ダンジブは見た。

　その瞬しゆん間かん、す、と伸のびたそいつの掌しよう底ていがダンジブの鳩尾みぞおちで炸さく裂れつした。

「げふっ！」

　咳せき込こむように血を吐はいて、巨体が飛んだ。腹をくの字に曲げた姿で桟さん橋ばしまで吹っ飛び、衝しよう撃げき音おんを響ひびかせて横転した。ごろりと顔が力無く横を向き、開いた口からごぼごぼと、どす黒い血が溢あふれた。腹部が掌てのひらの形に陥かん没ぼつしている。内臓破は裂れつ。即そく死しだ。

　ふわり、と巨体をマントが覆った。

　腹への一いち撃げきを喰くらいながら、ダンジブが最後に伸ばした五指がそいつのマントを摑つかんでいた。それが巨体を覆ったのだ。死者を悼いたむように。

「制止は無かったなぁ」

　くすくすと、そいつは子供のように微わ笑らった。殺したことを毛ほども感じていないらしい。白はく日じつに晒さらした凛り々りしい顔に、邪じや気きの無い笑みを浮かべている。

　露あらわになった軀からだは、巨体ではないが、鍛きたえ抜ぬいた肉体だった。野や獣じゆうよりもしなやかな筋肉である。右肩から革帯を左腰にまわし、重そうな長剣を吊つるしていた。柄つかに嵌はめ込まれた宝石が、真しん紅くの光を放っている。

　そいつはダンジブの軀からマントを取り、肩にはおった。
















「さ、参加を認める」

　文官が嗄しわがれた声で言った。

「名前は？」

「アモル」

　にやりと微わ笑らって、そいつは答えた。

　精せい悼かんな肌はだの色であった。よく陽に焼けている。無む造ぞう作さに伸ばした髪かみは艶つややかな漆しつ黒こくであり、涼すずしい光を宿した双そう眸ぼうは夜の闇やみ色いろであった。

　肌と眼の色こそ違え、それは、紛まぎれもなく直系妖よう魔まアモルの顔だった。
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　暗い部へ屋やであった。

　窓は無く、入口から見て右手側の壁かべに燭しよく台だいがひとつだけ在あり、そこで蠟ろう燭そくが燃えている。

　小さな炎ほのおだった。

　どこかに換かん気き孔こうがあるらしく、時おり炎ほのおが揺ゆれ、床ゆか板いたの汚よごれや壁の木目が、濃のう淡たんを変える光の中に浮うかんでは、また闇やみの中に溶とけ込んだりする。

　あまり広い部屋ではない。十人位が雑ざ魚こ寝ねできる程度の広さに、調度の類たぐいは何もない。

　魚が腐くさったような、強きよう烈れつな潮しおの匂においが部屋の中に染しみ込んでいる。

　汗と糞ふん尿にようの匂いも混じっているようであった。少しくらい洗っても、落ちない匂いだ。

　頑がん丈じような扉とびらを見るまでもなく、奴ど隷れい部屋か、囚しゆう人じんの監かん禁きん室しつであると知れた。

　間ま違ちがっても、客を通す部屋ではない。

　アモルが通されたのは、そういう部屋であった。

　ウノも一いつ緒しよである。

　その部屋には、三人の先客がいた。左手側の壁に二十二、三の若者、正面の壁際に熊くまのような男、入口のある壁の隅すみに小こ柄がらな男が坐すわっていた。

　互たがいの隙すきを窺うかがうような、緊きん迫ぱくした空気が部屋には満ちている。

「自じ己こ紹しよう介かいが必要かな？」

　入口で、アモルは声をかけた。

　集団脱だつ走そうを防ぐためか、入口は極きよく端たんに狭せまい。アモルは腰の剣を鞘さやごと抜ぬいて、左手に持った。

「剣士か？」

　二十二、三の若者が、アモルの剣に目を走らせた。

　褐かつ色しよくの肌はだに、淡あわい金きん髪ぱつの男であった。瞳ひとみは黒い。値ね踏ぶみするような目の奥で、針の先ほどの光がちらついている。もう少し強ければ、目を合わせただけで咬かみついてきそうな狂きよう犬けんを連想するかもしれない。ぎりぎりの光であった。

「そんなところだ」

　薄うすく笑みを浮かべ、アモルは答えた。

「ふん。名は？」

　男が訊きく。

「アモル」

「おれはジャダ。そっちは？」

「ウノ」

　アモルの脇わきで、ウノが答えた。船内に入っても、まだフードを被かぶったままである。

「華きや奢しやだな。役に立つのか？」

「…………」

　ウノは答えない。

「ふん。──まあ、いいか。坐れよ。立っていられると、鬱うつ陶とうしいぜ」

「汚きたない部屋だな」

　燭しよく台だいの下に足を運びながら、アモルは言った。

「実績を見せれば、替かえてくれるとさ」

　アモルの動きを目で追いながら、ジャダが言った。

「実績？」

　床板に直に腰を降ろしながら、アモルは訊いた。ウノが、アモルの左隣どなりに腰を降ろす。

「妖よう魔まを倒たおせば、ということさ。──何がおかしい？」

「人間に、妖魔が倒せるのかと思ってね」

「他ひ人と事ごとのように言うじゃねえか。──おい、何を笑ってるんだ？」

「いや。そう、他人事ではなかったな。忘れていたよ」

「奇き妙みようだな。妖魔と闘たたかうために雇やとわれたんだろうが」

「妖魔に興きよう味みはない」

「じゃあなんだ？」

「妖魔王の心臓──」

　ふっ、と蠟ろう燭そくの火が消えそうな声で、アモルは言った。

「興味があるのは、それだけさ」

「同じことじゃねえか。心臓を破は壊かいするためには、妖魔と闘わなければならないぜ」

「どうかな。そうはなるまい」

「────？」

「──アモル」

　小さな声がアモルの名を呼んだ。少女の声であった。

「出てもいい？」

　空気の裏側から聞こえてくるような声である。姿は見えない。訝いぶかし気な目がアモルに集中した。

「かまわんよ。妖魔の刻ときには早いが、部屋が暗いから動けるだろう」

「うん」

　アモルの左肩に、ふいに瘤こぶのようなものが生じた。

　注目の中、マントを押おし退のけるようにして現れたのは、天使にも似た少女の顔であった。絹きぬ糸いとのような金の髪が、さらりと流れる。

　黒い翼つばさがマントをはねのけた。誰もが抱だき締しめたくなるような赤あか子ごの肢し体たいに、漆しつ黒こくの翼つばさは禍まが々まがしい呪のろいの成なせる業わざとしか思えなかった。

　それにしても、これまでどこに隠かくれていたのか。アモルの軀からだを覆おおうマントに、少女の顔が現れるその寸前まで、不自然な脹ふくらみは無かったのである。遡さかのぼれば、ダンジブとの闘たたかいの時に、このマントは一度アモルの軀から離はなれている。その際、アモルの軀のどこにも、また、マントの側にも、少女の姿は見られなかった。

「妖魔──」

　ざわ、と部屋の空気が動いた。

　ふわりとチコが翼を広げ、アモルの肩から膝ひざの上に降りた。

　あどけない笑みを、硬こう直ちよくした空気が迎むかえた。

「なんのつもりだ？」

　ジャダが言った。

「なんのつもり、とは？」

　アモルが訊きく。

「妖魔王の心臓を破は壊かいする旅に、妖魔を連れていく気かよ？」

「いけないのかな？」

「当たり前だ。敵じゃねえか」

「さて。──妖魔には、犬や人間のような忠誠心が無いからな」

「何が言いたい？」

「妖魔王の心臓が狙ねらわれたからといって、守ろうとする妖魔はいないだろうな」

「────」

「チコは、敵にはならんよ」

　少女の髪に指を絡からめながら、アモルは言った。

「それとも──」

　アモルは、猫のように眼を細めた。

「怖こわいのかい？」

「なに」

「こんな小さな妖魔が怖いようなら、帰った方がいいぜ」

「てめえ──」

　ジャダの目が鋭するどいものになった。す、と右手が懐ふところに潜もぐった。隠かくし武器があるらしい。

　アモルは胡坐あぐらをかいたままだ。床ゆかに置いた剣に、手を触ふれようともしない。

　ジャダが音をたてて息を吸った。

　右手が霞かすんだ。

「やめておけ」

　太い声が制とめた。

　一いつ瞬しゆん出かけたジャダの右手が懐に戻った。

　不平そうに目をやる先に、熊くまのような男が腰を降ろしていた。

　身長はそれほどでもないが、横に巨きな軀からだであった。全身が、熊のような剛ごう毛もうに覆おおわれている。顔まで、そうだ。伸のばし放題の髪かみが額にも生え、頰ほおから顎あごにかけては髭ひげがのさばっている。人相のほとんどを隠かくし、年齢までも定かではないが、落ち着いた声からすれば、五十代に近いかもしれない。

　炯けいと輝かがやく鋼はがねのような双そう眸ぼうが威い圧あつ的だった。

「なんでえ。とめるのかよ」

　ジャダは鼻はな白じろんだ。

「妖よう魔ま王おうに会うまでは、戦力を減らさぬのが賢けん明めいだからな」

　諭さとすように言い、熊男は鋭い視線をアモルに向けた。

「物ぶつ騒そうなペットだ。妖魔は人肉を喰う。我々を餌えさにでもするつもりか？」

「お望みとあればな」

「襲おそってくれば、殺すぞ」

　低い声で、熊男は言った。脅おどすような声ではなかったが、チコの毛が逆立った。

「ほう」

　チコの頭に手を乗せ、アモルは感心したような声をあげた。

「妖魔を脅おどかすとはな。試しに襲わせてみようかと思ったが、嫌いやがりそうだ」

　アモルの手の下で、チコが猫のように啼ないた。

「襲わせたことがあるのか？」

　熊男が訊きいた。

「いや」

「これからも良識を期待したいものだ。お互いのためにな」

　鋼の双眸がぎらりと光り、チコがふーっと牙きばを剝むいた。強敵に対たい峙じした猫の威い嚇かく行動に似ている。怯おびえるからこそ、威嚇するのだ。

「留意しておこう」

　チコを抑おさえ、アモルは言った。微び笑しようを含ふくんだ声であった。留意するという言葉が、言う通りになどしないよ、と聞こえる。明らかに、トラブルを楽しんでいるようだ。

　熊男は、探るように目を細めた。

「興きよう味み深ぶかい男だな」

「そうかい？」

　嬉き々きとアモルが言う。

　ちっ、とジャダが舌を鳴らした。ゆっくりと出した右手に、武器は握にぎられていなかった。

「やらんのか？」

　アモルが眼を向けた。

「今はな。出航前に問題を起こすと、船から降ろされるだろうしな」

　殺意を押し殺すような声で、ジャダが言った。

「なるほど。それは困るな」

「ちっとも困ってねえ顔だぜ。──言っとくがな。てめえが、おれを侮ぶ辱じよくしたってこたぁ忘れないぜ」

　チコを怖こわがるようじゃ、帰った方がいい。アモルの言葉を、ジャダは許す気はなかった。

「楽しみだな」

「ほざきやがる」

　ジャダは、もう一度、舌を鳴らした。

「──やはり、人の肉を食べるのか？」

　別の声が問うた。ウノであった。フードの奥から窺うかがうようにチコを見ている。

「信じられんな。こんなに可愛かわいいのに──」

　チコは、アモルの膝ひざの上で毛け繕づくろいを始めていた。小さな舌で、漆しつ黒こくの羽根を丹たん念ねんに舐なめている。

　その口くち許もとに、ウノは手を出した。皮手袋に覆われた掌てのひらに、フタリシズカの実が乗っていた。眼球くらいの大きさの果実は、果汁が少ない分保存が効きき、旅の食しよく糧りように持つ者も多い。

　チコが鼻を鳴らした。匂においを嗅かぎ、口にくわえた。すぐに咀そ嚼しやく音おんが響き始めた。

　ほう、とウノは吐と息いきを洩もらした。

「少なくとも、雑食ではあるわけだな」

　たとえ幼おさな子ごでも、妖魔の口許に手を近づけるのは相当の勇気がいる。

「ばれたか。実は草食妖魔だ」

「へえ」

　アモルの言葉に、ウノは再び手を伸ばした。

　チコは、あどけない顔で唇を舐めていた。口のまわりについた果実のかけらを、猫のような舌で取ろうとしている。

「触さわってもいいか？」

　少し躊躇ためらった後、ウノは金色の少女の髪に手を置いた。そっと撫なでると、チコは気持ち良さそうに眼を細めた。

「おねえちゃん、いい匂におい」

　はっ、とウノが手を引いた。

「てめえ、女か！」

　ジャダと熊男、そして、もう一人の傭よう兵へいが、驚きよう愕がくの声をあげた。

　小さな舌うちを洩もらし、ウノは立ち上がった。

　黒い影かげが部屋を横切った。

　ウノを掠かすめ、正面の壁かべで、影かげが実体となった。

　ぴたりと蛙かえるのように壁に張りついたものは、人間の容姿を持っていた。一応は。

　容よう貌ぼうは蛙に似ていた。横に潰つぶれ、口が大きい。薄うすい髪がぺたりと頭部にある。小こ柄がらな身体つきは人間であったが、指が異様に長かった。

　その指で、壁に張りついているのだ。引っ掛けているのではない。粘ねん液えきでも分ぶん泌ぴつしているのか、壁に密着させた指はずるりとも動かない。足も同じで、異様に長い裸足はだしの指が壁に身体を固定している。

　部屋の隅すみにいた、最後の傭兵であった。名はゲイグ。

　ゲイグは、右手と両足の指だけで壁に張りついていた。左手はマントを握にぎっている。ウノのマントだ。

　全員の目がウノに集中した。
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「五人……か」

　不満げな声が流れた。

　豪ごう奢しやな調度が揃そろっている部へ屋やだった。時おり、波に軋きしむ音がする。船長室であった。

　クッションのある椅い子すに座し、頑がん丈じような机に投げられた書類に目を落としているのは、この船の船長である。口を開いたのは、彼であった。

　潮しおに嬲なぶられ、強きよう烈れつな陽に焼けた顔は、齢としよりも遥はるかに老けて見えたが、──実際は四十代前半だ──黒皮の服に包まれた肉体は、まだ若者の張りを持っていた。

　鋭するどい眼光に、机を挟はさんで前に立った黄色い服の文ぶん官かんは、媚こびるように笑った。

「ダンジブを手玉にとった連中ですからね。ひとりで、百人の兵士に匹ひつ敵てきしますよ。殊ことにひとりは一いち撃げきでダンジブを殺してくれたほどですから」

「妖よう魔ま相手には、どうだか」

　船長は懐かい疑ぎ的だった。

「通用すると信じるしかありませんな」

「嫌いやな言い方だ」

　船長は鼻を鳴らした。文官の顔に狐きつねのような表情が浮ういた。

「報告は欠かさないで下さい」

「後続のためにか？」

「言げん及きゆうは避さけましょう」

　文官は、机の上に広げられた皺しわだらけの紙片に手を置いた。数枚の紙には、恐きよう怖ふの生々しい震ふるえる筆ひつ跡せきで、次のように記されていた。

　──紐ひもだ　肉の紐が襲おそってくる

　──島のまわりは　無数の紐だ

　──巨大な　蛸たこ……

　支し離り滅めつ裂れつな内容に、船長は眉まゆをひそめた。

「蛸に似た妖魔がいるということか？」

「わかりません。明らかにしてくれることを祈いのっていますよ」

「…………」

　他ひ人と事ごとのような文官の言い方に、船長は不ふ機き嫌げんに口を噤つぐんだ。視線を逸そらした先に、書類に記されたアモル以下五名の特とく徴ちようが目に入った。身体的特徴と、ダンジブを倒たおした時に使った技わざが簡単に記載されていた。身元に関しては、無記入に等しかった。

「素す性じようの判わからぬ者ものどもを」

　吐はきすてるような船長の呟つぶやきに、文官は唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「兵士どもが役に立てば、傭よう兵へいを求める必要はなかったんですがね。……御ぎよすのは大変かと存じますが、留意点はひとつ。心臓を破は壊かいさせないことです」

「────」

　傭兵を募つのった時とは正反対の言葉に、船長は嫌けん悪おの眼まな差ざしで沈ちん黙もくした。

　文官はゆっくりと肩をすくめ、

「出発は？」

「十ラナ後に出る」

「御武運を」

　慇いん懃ぎんに礼をし、部屋を辞した。

　重い扉とびらが閉まる音を耳にしながら、船長は書類に目を落とし続けた。

　身元を確認しないということは、知る必要がないということだ。消しよう耗もう品ひん扱あつかいということか。それとも、この船ごと帰ることを期待していないということか。

　言い知れぬ悪意を感じ、船長は書類を握りしめた。

　掌の中の皺しわった書類の、ウノに関する記載事項にいたっては、身体的特とく徴ちようさえも空白であった。
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　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中に、ウノの肢し体たいが露あらわになった。

　しなやかな鞭むちのような肢体だった。脂し肪ぼうがつき始める前の歳としである。十七か、八だ。

　妖よう艶えんさはまだ薄いが、裾すその短い服から覗のぞく太ふと腿ももはぞくりとするほどに艶なまめかしい。弾はじけそうな肉である。濡ぬれたような黒い鞭むちが、両の脇わき腰ごしにあった。

　歳とし相応のあどけなさの残る美び貌ぼうに、少しきつめの印象を受けるのは、髪かみ型がたのせいだろう。長い赤毛を編あみ込むように後ろでまとめてあげている。おろせば相当に色っぽいはずだ。

「こいつぁ驚おどろいた」

　ジャダが口くち笛ぶえを吹ふいて言った。

「別べつ嬪ぴんじゃねえか」

「…………」

　ウノは無言で肩をすくめた。褐かつ色しよくの瞳ひとみに怯おびえの色は無い。どこの誰とも知れぬ男どもに囲まれていながら、たいした度胸であった。もっとも、そのくらいでなくては、女の身で妖よう魔ま退たい治じの旅に参加しようとは考えないであろう。

「マントを返してもらおうか」

　口を開いた。男の言葉であった。少し掠かすれた少年のような声であるが、女と思えば、不思議と魅み力りよく的に聴きこえる。

「まあ、そう言うなって」

　ジャダがにやにやと笑いながら、手を振ふった。

「せっかくの綺き麗れいな身体を隠かくしちまうのはもったいねえや。そのまんまの方が、こっちは楽しいぜ」

「生あい憎にく、あなた方を楽しませるために参加したのではない」

　冷たい口く調ちようである。今度はジャダが肩をすくめた。

「とがるなよ。こっちは仲良くしたいんだぜ」

「仲良く──？」

「男と女としてさ」

「その気は無い」

　ウノは一いつ蹴しゆうした。ジャダは頭を搔かいた。

「こういう事は言いたかねえんだがよ」

「なんだ？」
















「ばらしてもいいのかい？」

「なに？」

「軍船てな、確か女によ人にん禁制じゃなかったかな。女とばれりゃ、船から降ろされるぜ」

「────」

　ウノの眼が細くなった。

「へへ。困るみてえだな。──安心しな。言わないでいてやるぜ」

「その代わりに、仲良くしよう、か？」

「話が早え」

　ぱきりとジャダが指を鳴らした。子供のような仕し種ぐさだ。険けんのある顔が、ひょいと歳相応に若く見えた。

　ウノの唇くちびるに、微かすかだが笑みが浮ういた。苦笑ではない。男に媚こびる笑みでもない。若い娘むすめが浮かべるとは思えないような、物ぶつ騒そうな笑みであった。

「ばらせばいい」

　平然と言い放った。

「なんだと？」

「かまわない、と言ったのだ」

「おいおい──」

「ただし、わたしが船を降ろされれば、あなたの楽しみも失くなるがな」

「う──」

　ジャダは言葉に詰つまった。

　告げ口されたくなければ、おれの女になれ。要するに、ジャダはそう言った訳である。それには、ウノが船に乗っていなければならない。ウノが欲しいなら、ジャダは本気で告げ口するわけにはいかなかった。

「脅きよう迫はくにはならないな」

　ウノが言った。

　ジャダは肩をすくめた。ウノの言う通りである。

「負け。負け。たいしたねえちゃんだ」

　あっさりと白旗をあげた。悪党かと思えば、子供のように柔じゆう軟なんな反はん応のうを見せる男であった。

「おい、カエル野郎。返してやんな」

「……ゲイグ、だ」

　蛙を踏ふみ潰つぶしたような声で言い、ゲイグがウノのマントを投げた。

「悪かった。悪かった。──おい、ねえちゃん」

「なんだ？」

　床ゆかに落ちたマントと、男達の位置関係を見ながら、ウノは応じた。

「気に入ったぜ。──いずれ、な」

　ウノは無言で肩をすくめた。

「航海は長えからな」

　誰に言うともなく、ジャダは呟つぶやいた。

　冷たい沈ちん黙もくを保ったまま、ウノはマントを拾った。刺し激げき的な肢し体たいを隠かくし、誰からも離はなれた位置に腰を降ろした。

「──女」

　太い声がした。熊くま男おとこであった。

「なぜ、こんな旅に参加した？」

「言う必要があるのか？」

　硬かたい声で、ウノが応じた。

「ないな。──だが、聞け。この先、狙ねらわれるだけだぞ。おれもそうだが、ここにいる連中は、どう見ても、聖人の集まりではないからな。女が欲しくなれば、力ずくでも、と平気で考える輩やからだ」

「……船を降りろ、と言っているのか」

　ウノが、瞬まばたきもせずに、熊男を見つめた。

「そうだ。金が欲しいなら地道に稼かせげ。あえて危険な旅に出る必要はあるまい？」

「…………」

　ウノは唇を閉ざした。降りる気は無い。無言で意い思しを伝えた。

　熊男は、ゆるりと肩をすくめた。

「あたら若い命を──」

　嘆たん息そく混じりに呟いた。

　くく、と含ふくみ笑いが洩もれた。ぎくりと、四つの視線が声の方へ動いた。燭しよく台だいの下で、アモルが微わ笑らっていた。

「人情派だな」

　揶揄からかうような口調は、熊男に向けられていた。

「若い娘むすめが命を落とすのは、忍しのびないと思っただけだ」

「死ぬと快まったわけでもあるまい？」

「敵は妖よう魔ま王おうだ。心臓のみとはいえ、生きて帰れる保証は、皆かい無むに等しい」

「ふむ」

「それに、女の敵は、妖魔だけではない」

「けっ」

　ジャダが唾つばを吐はいた。熊男の言葉が含む意味を察したのだ。

「心配してくれたことは感謝する」

　ウノが言った。

「だが、わたしにも事情がある。お節せつ介かいは無用だ。自分の身は自分で守れるしな」

　ウノの手が、腰の鞭むちに動いた。ダンジブを捕ほ縛ばくした腕は男に劣おとるものではない。

　熊男は、ゆるく首を振ふった。

「人間相手ならば可能だろう。だが、妖魔にどこまで通用するか。敵は、火か炎えんや氷結も操あやつる魔ま物もの──しかも、その王だぞ」

「では、あなたの腕ならば通用するのか？」

　ウノが訊きいた。

「…………」

「生きて帰れる保証は皆無だと言ったな。それで、どうして、あなたは降りないのか？」

「────」

　熊男は黙もくした。

　ウノも黙だまった。

　沈黙が部屋の空気を凍こおらせた。

　銅ど羅らの音が、うわんうわんと響ひびきながら耳に届とどいた。出航の報しらせだ。

「……ひとつだけ言っておこう」

　最後に、とばかりに、熊男が口を開いた。

「ジェルディグリの遠えん征せいは、今回が五度目だそうだ」

　それだけ言い、熊男はまた口を閉ざした。

　意味が判わからず、ジャダとゲイグ、ウノが顔を見合わせた。答えを求めるように熊男を見つめるが、重い口は開こうとしなかった。

「四度失敗しているということさ」

　微わ笑らいを含んだ声で、アモルが答えた。

「帰って来た者は誰もいないと聞いているぜ」

　チコの喉のどをくすぐりながら、アモルは言った。

　傭よう兵へい達が、そうなのか、と質ただすように熊男を見つめた。

　熊男は否定しなかった。何も言わなかったが、引き返すならこれが最後だぞ、という意味で今の言葉を告げたのだと傭兵達は理解した。

　命が惜おしければ、帰れ、と。今なら、甲かん板ぱんから海に飛び込めばそれで済む。

「てめえは、どうして帰らない？」

　ウノと同じ問いを、ジャダが放った。

「おれは、──成功報ほう酬しゆうに目が眩くらんでおる」

　今度は熊男も応じたが、真ま面じ目めな声が何故か噓うそだと聞こえた。

「おたく──名前は？」

　アモルが訊たずねた。

「熊男と呼べばいい」

　冗じよう談だんを言っているとは思えない口調で、熊男は言った。

「どのみち死出の旅路だ。名乗り合う必要もあるまい」

　徹てつ底ていした悲劇主義者なのかもしれない。

　傭兵達は、陰いん気きな気分に陥おちいった。

　チコの喉をくすぐりながら、やけに楽しそうなアモルの様子が不安を誘さそう。

　がらがらと、鎖くさりを引きずる振しん動どうが、壁かべと床ゆかに伝わった。

　錨いかりが上がってゆくのだ。

　ぎい、と船が揺ゆれた。

　死し出での旅路──

　不ふ吉きつな予見を打ち消すように、傭兵達は小さく首を振った。

　ゆるゆると船が動いてゆく。下層の船奴ど隷れい達が櫂かいを漕こぎ始めていた。







　第二章　妖よう竜りゆうの海







　　　　１




　絶え間無い波の音が、船にあたる時だけリズムを崩くずす。

　砕くだける波の音に、嬲るような音が続き、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの中で、たぷたぷと水を揺ゆらすような、何故かしら美う味まそうな音が響ひびき、それもすぐに、遠く近くの潮しお騒さいに消される。

　少しばかり、風が出ているようだった。

　波の音と嗚お咽えつのような風の音に、船の軋きしむ耳みみ触ざわりな音が不協和音のように重なっている。

　壁かべに備えつけられた燭しよく台だいで、蠟ろう燭そくの炎ほのおが不気味に揺れ、乱れた炎が、壁や床や天井に悪あく夢むのような影かげを踊おどらせた。

　──嵐あらしが来るかも……

　ぼんやりと影の動きを目で追いながら、ウノは低く呟つぶやいた。

　影のひとつが大きく揺れた。

　はっ、とウノは身を起こした。起こしきれなかった。乱暴な力で床ゆかに押おし倒たおされた。したたかに後頭部を打ち、ウノは首を振ふりながら目を開けた。

　顔のすぐ近くに、薄うす笑わらいを浮うかべたジャダの顔があった。

　声をあげる前に強ごう引いんに唇くちびるを奪うばわれた。歯を割ろうとする舌の動きに、ウノは嫌けん悪おで身み震ぶるいしながら、胸むな元もとからナイフを抜ぬいた。

　振り上げた腕が、粘ねばつく感かん触しよくに押さえられた。ゲイグの手だった。手首が捩ねじられ、ナイフが落ちた。

「ちっ」

　鮮せん血けつを滴したたらせて、ジャダの唇が離はなれた。

　朱あかい唇で、ウノは薄く笑った。口への侵しん入にゆうを許したジャダの舌を、ウノは思い切り嚙かんだのである。

「しびれを切らしたというわけか」

「そうさ。六日も我が慢まんしたんだぜ」

　ジャダは口を拭ぬぐった。

　港を出て、六日目であった。

　妖よう魔ま王おうの心臓が眠ねむるという島までは、順風で十日。

　およそ、半分が過ぎたわけである。

「このまま我慢してくれると思っていたが」

　ジャダの身体の下で、ウノは水のように冷たく言った。

「いつ妖魔に会って死ぬかもしれねえからな。思い残すことのねえようにしようと思ってな。──な、そんな味気ねえ男言葉なんぞやめて、合意しろよ」

「ごめんだ」

「やっぱりな」

　ジャダは懐ふところに手を入れた。

　取り出したものは、柳やなぎを削けずって造った長楊よう枝じだった。

　無む造ぞう作さにウノの首筋に突つき立てた。

「────！」

　ウノの目が大きく見開いた。そのまま閉じない。

　ジャダがにやりと頷うなずき、ゲイグに合あい図ずした。ゲイグの手が離はなれる。だが、ウノの手は戻もどらなかった。頭上に振ふり上げたままだ。

「動けないだろ？　こいつが運動神経を麻ま痺ひさせているのさ」

　ジャダはにやにやと微わ笑らった。

　首筋に刺さした楊枝。たったそれだけのものが、ウノの自由を奪うばっているのだ。

　人間の身体には、無数のツボがある。血液や神経の流れの節目にあたるもので、適当な刺し激げきは血けつ行こうを促うながし、病やまいを癒いやすことになるが、中には脳髄や脊せき髄ずいに直結するような危険なツボも存在し、これに針などで刺激を与あたえると、全身麻痺や昏こん倒とうの障害が現れる。

「位置と効力を覚えるのに苦労したが──」

　ウノの服に手をかけながら、ジャダは言った。

「役に立つんだな、これが」

　ほどもなく、蠟ろう燭そくの火明かりに、若い肢し体たいが露あらわになった。操そう鞭べん術じゆつを会え得とくするために鍛きたえ抜ぬいた艶つややかな肉は、押せば弾はじけそうな弾だん力りよくと張りを持っていた。仰ぎよう臥がしても、少年の胸のように広がってしまわない、果肉の詰つまったような双そう丘きゆうが、火明かりを照り返して、濡ぬれたように輝かがやいている。

　ひゅう、とジャダが口くち笛ぶえを吹いた。

「たまんねえぜ」

　黒い目に、ぎらつくような獣じゆう欲よくが現れた。

　ウノは目をそらした。眼球は動いた。壁際を這はった視線が、横臥した熊男を認めた。

　鼾いびきをかいていた。眠っているのだ。だが、熊男が鼾をかいたことは、これまで聞いたことがなかった。鼾をかくまでの、深い眠りをしない男なのである。

　それが、鼾をかいている。異お常かしかった。

「薬をよ、盛もったのさ。食事にな」

　ジャダが囁ささやいた。ウノの目がジャダに戻った。

「邪じや魔まをされちゃ、かなわねえ」

　──卑ひ劣れつな。

　ウノの目が、侮ぶ蔑べつの光を放った。

「そう言いなさんな。愉たのしませてやるからよ」

　ジャダはウノの白い胸に手を伸のばした。

　ぞくり、とウノの背筋が震ふるえた。

「感覚は消しちゃあいねえ。感じられるぜ」

　ジャダの手の中で、ウノの乳ち首くびは固く尖とがった。

　与あたえられる刺し激げきに、意思とは関わりなく肉体が反はん応のうしようとしていた。

　自由なら、唇くちびるを嚙かんだだろう。それよりも、暴あばれている。悔くやしかった。胸の奥が黒く濡ぬれてゆく。絶望の色だと、ウノは知った。

　ジャダの目が、ウノの顔に動いた。獣けもののような目に、動どう揺ようの色が走った。手の動きが止まった。

　透とう明めいなものが、ウノの目から溢あふれていた。涙であった。

「な、なんだよ。おめえ……」

　ジャダはうろたえた。平気で人を殺せそうな目が、歳とし相応の若者の目になった。

「そんなに嫌いやだってえのか」

　ウノの涙に手を伸ばした。

　その動きが、ぎくりと止まった。

　眼前に少女の顔があった。

　青白い燐りん光こうを放つ眼が、正面からジャダを睨にらんでいた。

「こ、この──」

　ジャダは腕を振ふるった。

　拳こぶしを避けて、少女の顔が浮いた。漆しつ黒こくの翼つばさが見える。小妖よう魔まチコだ。身を翻ひるがえし、部屋の隅すみへ舞まってゆく。

「待ちやがれ！」

　ジャダの右手が迸ほとばしった。

　空を裂さいた長楊よう枝じがチコを狙ねらった。

　チン、と軽い音がし、楊枝が床ゆかに落ちた。

　鞘さやに収まったままの剣が、チコと楊枝の間に生じていた。柄つかに嵌はめ込まれた宝石が、真しん紅くの光を放っている。

「う……！」

　ジャダの双そう眸ぼうが、闇やみ色いろの眼とぶつかった。

　壁に背を預あずけ、片かた膝ひざを立てて坐るアモルが、剣を握にぎって冷笑を浮かべていた。チコがふわりとその肩に止まった。

「てめえ──」

「そこらへんでやめてもらおうか。子供には刺し激げきが強すぎる」

「知ったことかよ」

　ウノの裸ら体たいから身を起こし、ジャダは懐ふところに手を入れた。

「興こう奮ふんした妖よう魔まは怖こわいぜ」

　アモルは唇の端を上げた。

「血を見たくてたまらなくなる」

　バッ。と、黒い翼が空気を叩たたいた。

　アモルの肩から離れたチコが、ジャダとゲイグを襲おそった。

「うっ！」

「────！」

　妖魔に対する潜せん在ざい的な恐きよう怖ふが、ジャダとゲイグを仰のけ反ぞらせた。空中で身を翻ひるがえしたチコはウノに向かった。唇がジャダの楊枝をくわえ、抜いた。

　ウノの身体に自由が戻った。右腕で床を叩き、転がるように男達から離れた。

「残念。逃にげられた」

　声をあげて、アモルは笑った。

　ジャダとゲイグの双そう眸ぼうが殺気を放った。

　その間を掠かすめるようにチコが飛び、びくんとふたりの腰が引けた。

「それで妖魔王が倒せるつもりかい」

　肩に戻ったチコを撫なで、アモルはまた笑った。

「てめえが脅おどかしやがるからだろうが」

　ジャダが吐はき捨てるように言った。

「なにが血を見たくなる、だ。草食妖魔だと言ってやがったくせに」

「噓うそさ」

　どちらが？　草食が？　血を欲しがることが？

　確かめる前に、ジャダの右手が動いた。

　三本の楊よう枝じがアモルの軀に突つき刺ささった。首筋と、鎖さ骨こつ近くと、左胸に。ウノが小さく悲鳴をあげた。ばさばさと、チコが宙に舞まう。

「動けまい！　こいつを打ち込めば、心臓が破は裂れつするぜ」

　もう一本、懐ふところから楊枝を出して、ジャダが言った。

「最初から、てめえは気にくわなかったんだ」

　血の息を吐はくような声であった。

「やめ──」

　制止しようとウノが叫さけんだ瞬しゆん間かん、ひょい、とアモルの右手があがった。

　ジャダの顔がこわばった。運動機能は麻ま痺ひさせたのだ。動けるはずがない。

　アモルは、平然と楊枝を抜いた。

「ばかな。てめえ──」

「効かないな」

　ジャダの足元に楊枝が投げられた。

　乾かわいた音をたてて落ちたそれを、ジャダは信じられぬ目で見つめた。

　ちきり、と耳の奥まで響ひびく小さな音に、ジャダはぎくりと顔を上げた。

　アモルが立ち上がっていた。鞘さやを握にぎった左手の親指が、剣の柄つかを少しだけ押し上げている。小さな音は、剣が鞘から浮いた音だった。

　──おれを、殺す気か……？

　ジャダはごくりと息を吞のんだ。

　ぴしん、と空気が鳴った。

　アモルの眼が、音の方向に動いた。

　服を身につけたウノが、鞭むちを抜いていた。床ゆかを叩たたいたのである。

「なんの真ま似ねだ？」

　アモルが訊きいた。

「血を見たくないだけだ」

　小さく首を振ふって、ウノは言った。

「────」

　アモルの眼が細くなった。

　ジャダは、戸と惑まどいの表情を浮かべた。ウノへの行こう為いを考えれば、見殺しにされたとしてもおかしくない。

　アモルは肩をすくめ、剣の握にぎりに手を伸ばした。

　ジャダとウノが緊きん張ちようする前で、鞘から浮いていた剣は澄すんだ音をたてて元に戻った。

「気が失せた」

　柄の先せん端たんを包むようにして剣を鞘に押し込んだアモルは、左腕をくの字に曲げて言った。チコがその上に降りる。

　その足で、扉とびらに向かった。流れるような移動に誰もが啞あ然ぜんとし、気がつくと、アモルの姿は扉の向こうに消えていた。重い扉が、音もなく開き、閉まった。

　ウノが、少し逡しゆん巡じゆんした後で、アモルの後を追った。

「──化ばけ物ものめ」

　ウノまで消えた部屋の中で、ジャダが呻うめくように言った。

　ゲイグが、のろりと顔をあげた。

「薬……効かなかった、ようだな」

　ちら、とアモルの食器を見やり、ぼそぼそと言った。熊男を眠らせた薬は、当然のことながら、アモルの食事にも入れられたのである。

「…………」

　ジャダは何も言わなかった。床に落ちた楊枝を見つめる目の色は、ぞわりとするような光を帯びていた。




　　　　２




「なんだ？」

　甲かん板ぱんの端はしで、アモルは口を開いた。

「礼を言いに来た」

　ウノが言った。

　細い肩に軽くマントをかけただけで、フードは被かぶっていない。あどけない美び貌ぼうを夕陽が朱あかく染そめている。

「礼？」

「助けてくれただろう？」

「邪じや魔まをしたのはチコさ。おれは何もしていない」

　アモルの言葉に、ウノは小さな妖よう魔まの姿を求めた。

　どこにもいない。怪け訝げんそうにウノは首を傾かしげた。

　ひょい、とアモルの指が伸のびた。

　はっとなって、ウノが頭に手をやった時には、編あみ上げた髪かみの房ふさは背中に落ち、ふわり、と広がっていた。炎ほのおのような赤い毛が、風になびく。

　アモルの指が、ウノの髪からピンをはずしていた。

「何をする？」

「その方がいいぜ」

　アモルは言った。

　生まれたばかりの美神のように、ウノの姿は夕陽の中で輝かがやいた。

「返して」

「なぜだい？　もう隠す必要も無いと思うが」

　ここで女とばれても、海の真ん中では、船から追い出されることはないだろう。

　ウノは首を振ふった。

「闘たたかうのに、邪じや魔まになる」

「人殺しもできないくせに？」

　アモルの唇くちびるに、嘲ちよう笑しようの色が浮ういた。

　ウノの頰ほおに、朱しゆの色が湧わいた。それを見て、アモルはくくと喉のどを鳴らした。

「熊男が帰れと言うのももっともだな。少しばかり気が強くて、腕はたつかもしれないが、おたくは普ふ通つうの女だ。傭よう兵へいには逆立ちしてもなれそうにない。──なあ、教えろよ」

「なにを──？」

「普通の女が、こんな危険な旅に参加する訳をさ」

「あなたには、関係がない」

　風が、赤い髪を揺ゆらす。ウノは髪を押さえた。

「──ピンを返して」

「いやだよ」

　指に挟はさんだピンを玩もてあそびながら、アモルは子供のように笑った。

　悪戯いたずらっ子のようだ。ウノは困こん惑わくした。第一印象と違ちがう。ずっと冷れい酷こくな男だと思っていた。あっさりとダンジブを殺したせいか。平然とジャダを殺そうとしたせいか。

　なんて無む邪じや気きに笑うのだろう。

「理由を言えよ。そうしたら、返してやるぜ」

　好こう奇き心に溢あふれたアモルの顔を見つめ、

「兄を探している」

　ウノは吐と息いきを洩もらすように言った。

「兄？」

「たったひとりの肉親だ。いなくなったら、生きていけない」

「ふうん。妖よう魔ま王おうの島にいるのか？」

「わからない。……だけど、あの島が浮上したというのと同じ頃ころ、同じ海域で行方ゆくえ知れずになった船があって、それに乗っていた」

「行方知れず？」

「どこの港にもつかなかった。それで、島の浮上に巻き込まれたのだろうという話になった」

「生存者は？」

「見つかっていない。──兄は、たぶん、島にいるのだ。船が沈しずめば、島を目指すしかないのだから」

「生きていればな」

　冷やかな指し摘てきに、ウノは氷を飲のみ込んだような顔をした。

「……酷ひどいことを言う」

「事実さ」

「黙だまれ」

　ウノの腕が踊おどるように上がった。

　黒い鞭むちが、ひゅん、と音をたてて、アモルを襲おそった。

　首を傾かたむけるだけで躱かわし、アモルは間合いを詰つめた。ウノが鞭を戻そうとした時には、不敵な笑みを浮かべたアモルの顔が眼前にあった。

「いかんな。この腕では。妖よう魔まに遭そう遇ぐうしたら、すぐに餌え食じきだ」

　笑いながら、アモルは風になびくウノの髪に指を絡からめた。しなやかな感かん触しよくを愉たのしむように指で玩もてあそぶ。

「なれなれしく触さわるな」

　ウノは左手で髪を押さえ、半歩退さがった。

「──理由は言ったぞ。ピンを返せ」

　アモルはピンを差し出した。ウノが手を伸ばす。触ふれる前に、アモルの指が跳はねた。細いピンが、きらきらと小さく光りながら、波間に落ちていった。

「何をする！」

「闘たたかうのに邪じや魔まだと言ったな」

　おもちゃを前にした猫のような眼で、アモルは言った。

「闘わなければ、必要ないわけだ」

「どういう意味だ？」

「おれが妖魔から護まもってやろう」

「な……に？」

「気に入った」

　アモルはまた指を伸ばし、ウノの髪に触れた。

　ウノは探るような目でアモルを見つめた。

「見返りは、わたしの身体か？」

「くれると言うなら、喜んでもらう」

「あげない、と言ったら？」

「まあ、仕方ないな」

　アモルはあっさりと指を放した。拍ひよう子し抜ぬけするくらい、諦あきらめがよかった。

　ウノは、微かすかに力を抜ぬいた。

「……変わった男だな」

「そうかい？」

　アモルは笑った。機き嫌げんが良くて、何を言われても苦にはならない、という顔だった。

　ウノは、小さく肩をすくめた。手にした鞭むちに気づき、軽くまとめた。アモルの視線を感じ、腰に戻す手が強こわ張ばった。何を意識しているのだ。わたしは──

　ァァ──

　と、子猫のような声がした。

　アモルのマントの陰かげで、チコが啼ないていた。いつの間に？　今までいなかったのに。

　水すい晶しよう玉だまのような眼が、眩まぶしそうに細められている。

　妖よう魔まは陽光を嫌きらうから、夕陽が眩しいのだろう。陽光に対する耐たい性せいは、妖魔によって異なるが、夕陽の光でも毒だという妖魔もいる。チコは、その部類かもしれなかった。

　水平線に目をやり、ウノはマントの襟えりを留め、フードを被かぶった。怪け訝げんそうなアモルに気づき、

「じきに月が昇のぼるぞ」

　と、言った。我れながら、つっけんどんな言い方だと、ウノは思った。

「それが？」

「吞のん気きだな。宝ほう月げつの光には、人や獣けものを妖魔にする毒が含ふくまれている。肌はだを露ろ出しゆつしてたら、あっという間だ」

「ああそうか」

　失念してた、とアモルは言った。

　何故か、ウノは腹がたった。

「忘れるなんて。妖魔になってもいいのか」

「毒の妖気が放たれるのは、数年に一度だろう？」

「前の時から一年経過した。後はもういつになるか、わからないじゃないか。フードを被れってば。用心してし過ぎるなんてないんだから」

「何を怒おこってるんだ？」

「怒ってない」

「怒ってるぜ」

「…………」

　ウノは、胸に手を当てた。少し、鼓こ動どうが速い。頰ほおが朱あかいのも意識した。

「怒ってなんかいない」

　ぽつり、と呟つぶやいた。

「……ちょっと、心配してるだけだ」

「へえ」

　アモルは、嬉うれしそうに笑った。

「おれを？」

「う、うるさい。ちょっとだけだ」

　ウノはぷいと横を向いた。

　アモルは腕を伸ばした。ウノのフードに手をかけ、首の後ろに落とした。ウノの目が大きくなる。
















「大だい丈じよう夫ぶさ」

　アモルは言った。

「今日は毒の妖気は降らない」

「でも……」

「おれにはわかるのさ。まあ、勘かんみたいなものだが。はずれたことはないぜ」

「ほんとに？」

「ああ。だから、心配する必要は無いのさ」

　漆しつ黒こくの髪かみを潮しお風かぜに揺ゆらし、彫ほりの深い獣けもののような顔を、畏おそれ気もなく晒さらしたまま、アモルは不敵に笑った。

　どきん、と心臓を躍おどらしかけ、ウノは小さく首を振ふった。

「信じる……わ」

　囁ささやくように言った。

「おねえちゃん」

　少女の声に、ウノは顔をあげた。

　チコが、アモルの腕にとまっていた。

　太陽は最後の光を消していた。妖よう魔まの天下が始まろうとしている。もう影かげに隠かくれる必要はない。

「さっきはありがとう、おちびさん」

　ジャダ達に襲おそわれた時の礼を言い、ウノは腕を差し延のべた。チコが、小鳥のような仕し種ぐさで、アモルの腕からウノの二の腕に移った。思いがけない軽さに、ウノは微笑ほほえみ、少女の髪を撫なでた。

「人間になつくとは思わなかったな」

　甘あまえるように眼を細めたチコを見て、アモルは少しばかり驚おどろいたように呟つぶやいた。

「妖魔らしくない仔こね」

「〝なりそこない〟だからな」

「〝なりそこない〟？」

「変化が完全じゃないのさ。まだ母親の胎たい内ないにいる時に、宝月の妖よう気きを浴びたらしい」

「お母さんの方は？」

「立派な妖魔になったさ。今いま頃ごろ、どこかで獣でも襲おそっているだろう」

「この仔を放ったままで？」

「妖魔に変化すれば、それまでの記き憶おくは失われる。子供がいたことも、自分が母親だったことも、もう覚えてはいないさ。それに──」

「それに？」

「妖魔には、母性本能が無い。変化すれば、生せい殖しよく能力も失われるからな。──こいつの母親は、人間の時に受胎していたから、こいつを生むことができたわけだが……。異物のように腹から出していたからな。子供とは思っていなかったろう。子育てを期待する方が間ま違ちがっているな」

「かわいそうな話ね」

「妖魔は己おのれがかわいそうだとは思っていないさ」

「…………」

　ウノは、チコの頰ほおをそっと撫なでた。

「人間なら、生後五ケ月ぐらいね。……もしかして、あなたの子供？」

「どこからの発想だ？」

　わずかだが、啞あ然ぜんとした響ひびきを聞き、ウノはくすりと微わ笑らった。

「子供がいてもおかしくないかなと思って」

「そう見えるのか」

「見えないわ」

　ぺろりと舌を出してから、ウノは声を出して笑った。初めて見せる、歳とし相応の娘むすめらしい笑いであった。

「ウノというのは男の名前だな」

　ふと、アモルは気がついた。

「本当は、なんて名だ？」

「……ウーナ」

「その方が似合っているぜ」

「褒ほめ言葉？」

「まあね」

「ありがとう。……ウノというのは、兄の名なの」

　静かな声で、ウノ──ウーナは言った。

「ジェルディグリの反はん応のうが見たくてね。兄の名を使ってみたわ」

「ほう？」

「行方ゆくえ知れずになった船は、ジェルディグリの船だった。海域の調査だと人を募つのって出ていったわ。……今回の遠えん征せいで、妖よう魔ま王おうの心臓を破は壊かいすると傭よう兵へいを募ったようにね」

「ふむ」

「やはり報ほう酬しゆうが破格だったわ」

「胡う散さん臭くさい話だ」

　アモルは唇の片端をあげた。

「兄もそう言ったわ。わたしもね。……でも、兄は金を欲しがった。多分、わたしのために──」

　ウーナの目が暗く翳かげった。

「こんな時代に、親の庇ひ護ごを失った兄妹が生きていくのは、容易なことじゃなかった。盗ぬすみもやったし、汚きたない仕事にも手を染そめた。暗くら闇やみの底のような生活で、それでも、おまえだけはきれいでいろ、と兄はわたしに言い続けた。人殺しと娼しよう婦ふの道だけは選んじゃいけない。いつか、金を貯ためて、おまえを幸せにするから。それが、兄の口くち癖ぐせだった。──だから、危険を知りながらも、ジェルディグリの船に乗っていった……」

　ウーナの肩が震ふるえた。

「報酬はどうした？」

「──十分の一を前金でもらったわ」

　ふっ、と息を吐いて、ウーナは答えた。

「一年は遊べる額だった」

「兄など探すのはやめて、遊んで暮くらしておればよいものを」

「お金なんて」

　ウーナは首を振った。

「兄さんがいなかったら、意味はないわ」

「ふうん」

「ずっと二人だけで、お互たがいが半身のように生きてきたから。兄妹ってそういうものよ」

　わからん、と言う代わりに、アモルは口を噤つぐんだ。

「アモル……」

　ウーナは、そっと口を開いた。名を呼ぶのは初めてのような気がした。

「兄弟はいるの？」

「いや」

「親は？」

「いるとも言えるし、いないとも言えるな」

「────？」

「こいつから生まれた、という話はある。が、事実かどうかは知らず、おれは、そいつを見たこともない」

「そいつだなんて、お母さんのことでしょ」

「さて」

　アモルは肩をすくめた。

　妖魔王の心臓と直系妖魔に、人間の親子関係は当てはまらないだろう。

「会いたい？」

　ウーナが言い、アモルはもう一度肩をすくめた。

　妖魔王の心臓に会いたいか。いや、心臓を探したいかどうか。

　当然だ。心臓を求めて、ここまで来たのである。

　しかし、それは思し慕ぼの情とは無む縁えんである。見つかれば、おもしろいから、というくらいにしか考えていない。宝探しをする子供の心境であった。

　ふい、とアモルは風の吹いてくる方向へ顔を向けた。

　ウーナが硬こう直ちよくした。アモルの唇に浮いた笑みが、凄せい絶ぜつなものに変わっていたのだ。

「妖魔の匂においがする」

「妖魔の……？」

　風が鳴いた。

　ウーナの長い髪かみを巻き上げ、アモルの漆しつ黒こくの髪を逆立てた。

　波が激はげしくなり、船が大きく揺ゆれた。

　闇やみの彼方かなたで、蒼あお白じろい稲いな妻ずまが閃ひらめいた。
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　いつの間にか、暗雲が天を覆おおっていた。

　泥どろのような闇やみが、深海の重圧を加え、さらに重く、息苦しくさせる。

　宝ほう月げつが、水平線の上に昇のぼっていた。渦うず巻まく雲に、わずかさえも隠かくされていない。どろりとした妖よう光こうを放っている。

　妖魔王の心臓は、天体の法則にさえ従わない。

　暗雲が青白い燐りん光こうを放ち、海まで貫つらぬく稲いな妻ずまを生んだ。

　一本、二本、三本……

「近づいてくるわ！」

　ウーナが悲鳴をあげた。

「妖魔の魔力だ」

　アモルは剣を抜ぬいた。マストに近づき、薙ないだ。

　気軽に振ふるったようであったが、それだけで、ぴしり、とマストに亀き裂れつが走った。

　ウーナが目を瞠みはった。

　マストの太さは、両腕うでで抱かかえきることができないものだった。直径は、剣の長さを超こえるだろう。手軽に斬きれるものでは、断じてない。

　だが、マストは、ずるりとずれた。張られた帆ほごと倒たおれ、船の縁ふちに激げき突とつした。ぶちぶちと、帆を張る太ふと綱づながちぎれ、甲かん板ぱんで蛇へびのように暴れる。

　船ふな縁べりで弾はずんだマストは、船を大きく揺ゆらして波に没ぼつした。

　続いて二本が海に沈しずんだ。

　四本目にかかろうとした時、

「貴様！　なんの真ま似ねだ！」

　ジェルディグリの兵士の、非難と阻そ止しの声が甲板に溢あふれた。

　胸から腹を甲かつ冑ちゆうで覆おおった数名の兵士が、アモルを包囲した。いずれも、手には剣、もしくは槍やりを握にぎっている。

　この船には、三百名からの兵士が乗っていた。わずか五人の傭よう兵へいよりも、彼らの方が主力部隊であり、傭兵ごときははなから馬鹿にしている。

「雷かみなりが近づいているんだがね」

　アモルは涼すずしい眼で包囲を見つめた。

「それがどうした！」

「マストに落ちるぜ。あれは妖よう魔まの稲妻だ」

「出で鱈たら目めを言うな。この下げ郎ろう──！」

「そうかい」

　闇やみ色いろの眼が物ぶつ騒そうに燃えた。

　竜たつ巻まきが生じた。血ち飛沫しぶきが渦うずを巻いた。七つの首が渦の中にあった。彗すい星せいのようだ。ただし、尾おは朱しゆ色いろだ。血風を引いている。

　ごとん、ごとん、ごとん、と甲板に落ちた。ぽかりと開いた口は、何が起きたかを理解していないようである。首を失った胴どう体たいが、これでもか、という量の鮮せん血けつを噴ふき出し、血煙の中をぐらりと倒たおれた。

　ウーナは色を失った。

「な、なぜ……殺したの？」

「おれを下郎と呼んだ」

　剣についた血ち糊のりを飛ばし、アモルは冷たく言い放った。

　ウーナは絶句した。

　それだけで人が殺せるのか……

　空気を裂さく音が響ひびいた。

　アモルの剣が動いた。

　キン、と甲かん高だかい金属音が響き、弾はじかれた短剣が床ゆかに刺ささった。

　甲板の端はしに、黒い革服に包まれた船長の姿があった。

　短剣を投げたのは、彼であった。怒いかりが真しん紅くのオーラとなって、船長の全身からゆらめいている。

「ほう」

　アモルの眼が、愉たのしそうに輝かがやいた。

「やるのかい？」

　すでに右手の剣は、雄弁に胸の前にあがりつつある。

「傭よう兵へいが。わしの船での勝手は許さん」

「どう許さない？」

「────」

　船長の両手に奇き術じゆつのように三本の短剣が現れた。

　喜き悦えつの光がアモルの眼に浮ういた。獲え物ものは手て応ごたえがあるほど好ましい。妖よう魔まの性さがだ。

　背後にカッと閃ひらめいた雷らい光こうが、アモルの姿を影かげに変え、その眼光だけを妖あやしく残した。

　船長の両手が肩の上にあがった。

　夢む遊ゆう病者のような動きだ。

　それが、消えた。腕の動きが肉眼の動態視力を超えたのだ。

　金属音が八度響いた。

　肉眼では捉とらえられぬはずの短剣が、全すべてアモルの剣に弾はじかれたのである。

　だが、船長の唇には笑みが浮いた。

　それが、一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。

　アモルの左手を見たのである。

　八本の短剣が捉えられていた。

「八本の短剣を投げ、その影にさらに八本の短剣を投げるとはな。いい腕だ」

　短剣の数を見せ、これを投げる。投げる手を見せず、先の短剣の影に同数の短剣を潜ひそませて投げる。先の短剣を弾いた敵は油断し、影の短剣に餌え食じきにされるのだ。この時、短剣が影からずれれば終わりだ。敵に気づかれてしまうからである。

　計十六本の表と影の短剣に、ずれはなかった。

　達たつ人じん域いきの船長の腕であった。

　では、それを防いだアモルの腕は──。いや、反射神経は──

　左手に捉えられた短剣は、指と指の間にそれぞれ二本ずつあった。

　身体の急所を襲おそった短剣を、二本ずつ同時に捉えていったのだ。同じ急所を二本が襲ったわけではあるまい。首と心臓、脾ひ臓ぞうと眉み間けん──飛来時が一致したものを捉えていったのである。

「むう……」

　船長の唇から、呻うめくような声が洩れた。

　アモルの左手が、夢遊病者のように上がっていったのだ。自分と同じ動きに、船長はこめかみを震ふるわせた。

　──こいつ。まさか、わしの技わざを……？

　凄すさまじい轟ごう音おんと閃せん光こうが邪じや魔まをした。

　雷かみなりが落ちたのだ。

　青白い残光が満ちる網もう膜まくに、真しん紅くの光が揺れた。マストが燃えていた。炎ほのおの弾ける音を、ようやく鼓こ膜まくが認めた。

　悲鳴があがった。甲板上の船員と兵士が叫んでいた。

　青白い亀き裂れつが走った。別のマストが閃光に包まれた。二つに割れて倒れ、逃にげ遅おくれた船員達を潰つぶした。血と脳のう漿しようが、飛び散る火の粉こに混ざった。帆ほが真紅に燃える中、轟音が炸さく裂れつし、残るマストが瞬しゆん時じに炎えん柱ちゆうと化した。

「消せ！　消すんだ──！」

　船長の叫び声を嘲あざ笑わらうように、舐なめるような炎ほのおが甲板に広がっていく。

「言わんこっちゃない」

　くっくっ、と喉のどを鳴らしてアモルは微わ笑らった。

「放っておいていいの？」

　ウーナは責める口調を押さえて言った。非難の響きを感じたアモルが、どんな反応を示すかが恐おそろしい。

「船を救う義理は無いさ」

　アモルは左手の短剣に眼を落とし、軽いひと振ふりで海へ捨てた。鞘さやに左手を添そえ、剣を収める。抜いた時には船を護まもる気もあったはずだが、今は完全に傍ぼう観かん気分でいる。気まぐれとしか言いようがない。

　ドォォォォン──

　海が爆ばく流りゆうを天に噴ふき上げた。

　巨大な水柱が渦うずを巻き、頂点が砕くだけた。赤あかん坊ぼうの頭のような飛沫しぶきが散り、甲板に落ちて潰れた。炎にぶつかり、蒸発音を響かせる。

　グエエエエエエ──！

　嫌いやな悲鳴に、ウーナは耳を押さえた。

　水柱の頭に、首が生えていた。

　おぞましい妖魔の首が。

　いや、いっそ、この世ならぬ化ばけ物ものの首であれば、救われたかもしれぬ。だが、到とう底ていひと抱かかえにはできそうもない巨大な首は、恐おそろしく歪ゆがめられてはいたが、疑いようもない人間の面おも影かげを残していた。

　鼻と口は、横に広がり、異様に突き出していた。耳まで裂さけた赤黒い上うわ顎あごと下顎に、びっしりと生えた歯。そのどれもが刺とげのような鋭するどい牙きばだ。粘ねばつく唾だ液えきを糸引き、汚けがらわしく濡ぬれた青黒い舌がねちょねちょと蠢うごめいている。鰐わにの口に似ていなくもない。

　だが、顔の前面に揃そろった双そう眸ぼうは、人間の知性を宿した眼だ。血に狂くるった知性だとしても。狭せまい額。海草がまとわりついたような、べっとりと濡れた髪かみもまた、人間のそれだ。

　水が砕けた。

　首の下を覆おおっていた水の鎧よろいが、滝たきのように砕けて落ちた。

　現れたそれは、どこまでも巨大な竜りゆうの軀だった。

　漆しつ黒こくの、水に濡ぬれた鱗うろこが青白い燐りん光こうを放った。帯電しているのだ。小蛇のような稲いな妻ずまが、妖竜の軀を這はっている。

　船が暴れた。

　無数の荒あら波なみが、帆はん船せんを翻ほん弄ろうした。暴風が船を襲おそった。何人かが飛ばされ、海中に没ぼつした。

　雲が流れ、捩ねじくれた竜たつ巻まきが空と海を貫つらぬいた。一本だけではない。六本ほどもある。六本の竜巻が、のたくるようにぶつかっては、弾はじかれた独こ楽まのように離はなれた。

　ひとつが崩くずれた。漆黒の影かげがのたうち、現れたのは先の妖魔と不気味に同じ姿だった。

　帯電していない。空気を裂く風が、白い渦うずのようになって漆黒の妖よう竜りゆうを覆おおっている。

　軀の割には小さな人間の眼が、船を見下ろして嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「に、二匹も……」

　ウーナは船ふな縁べりにしがみついて震ふるえた。

「いいや、三匹だ」

　アモルの嬉うれしそうな声。

　海が割れた。漆黒の妖竜が現れた。嫌けん悪おを催もよおすその姿は、朧おぼろに霞かすんでいた。暗雲が妖竜の軀を霧きりのように覆っているのだ。

「雷らい竜りゆう、風ふう竜、雲うん竜──」

　風に翻ほん弄ろうされながら、チコが叫んだ。

「雷かみなりと風と雲を操あやつる妖魔か。──雲竜が最もたやすそうだな」

「ちがーう。雲竜の雲と霧きりに包まれると、身体が固められちゃう」

「厄やつ介かいだな」

　アモルは舌打ちした。

「ウーナ、船室に戻ってろ」

「無理よ。これじゃ、動けないわ！」

　木の葉のように揺れ動く船体は、手を離せば、どこへ飛ばされるか判わからない。荒あれ狂くるう波に没ぼつすれば、間ま違ちがいなく溺おぼれ死ぬ。

　アモルはマントをはずした。

　ウーナの頭から被かぶせ、首で留めた。白い頰ほおに軽く触ふれ、立ち上がった。

「て、てめえ──！　なんで動ける！」

　ジャダの叫び声に、アモルは首を巡めぐらせた。

　少し離れたところで、ジャダが船縁にしがみついていた。すぐ近くで、ゲイグが甲板に手足の指を密着させ、張りついている。

　甲板の騒さわぎに船室から出てきたのだろう。

「さて。なんでかな？」

　吞のん気きな笑みを浮かべ、アモルは平然と歩き始めた。

　津つ波なみが船を持ち上げては、海の底へ突つき落とす。

　ジャダとゲイグは息を吞んだ。人間の動ける限界を超こえている。

　黒い翼つばさを上下させ、チコがアモルの後に続いた。

　舳へ先さきで、アモルは足を止めた。

　妖よう竜りゆうの首が動いた。

　潰つぶれたような鼻がひくついた。

「おれの匂においがわかるか？」

　アモルは、にっ、と笑って言った。

　言葉の意味は、直系妖魔だと認めたか、である。

　喰くえば永遠の命が得られる金の林檎りんごだ。

　グエエエエエ──

　雷竜が啼ないた。理解したようだ。くわっと開いた口から、ぼたぼたと涎よだれが落ちた。

　小蛇のような雷らい光こうが、ぱりぱりと闇やみに這はっていく。

　アモルは剣を抜き、投げた。妖竜の、その頭上に向かって。

　球体のような雷が、闇に生まれた。

　雷らい竜の頭上で旋せん回かいする剣が、稲いな妻ずまのエネルギーを吸収して帯電したのだ。

　剣の切っ先が下を向いた。

　エネルギーを帯びたまま、雷竜の頭部へ落ちた。

　閃せん光こうが爆ばく発はつした。天地を貫つらぬく稲いな光びかりが雷竜を吞のんで轟とどろき、断だん末まつ魔まの悲鳴が炸さく裂れつした。

　逆旋回し、剣がアモルの手に戻った。

　風が爆発した。アモルは剣で甲板を貫つらぬき、飛ばされるのを防いだ。

　船が飛んだ。遥はるかに吹き飛ばされて着水し、海上を滑すべった。激しく揺れて船体が安定した時、黒煙のような暗雲が船を包んでいた。

「身体が！　身体が硬かたくなる──！」

　視界が塞ふさがれた中で、誰かの悲鳴が響いた。

「このままだと、石の船ができるな」

　肌に張りついた薄うすい石の膜まくを、指で弾はじきながら、アモルは吞のん気きに呟つぶやいた。

「石像つきのね」

　チコが身み震ぶるいして、石片を飛ばした。こちらも相当に神経が太い。アモルに対する全ぜん幅ぷくの信しん頼らいもある。

　アモルはにやりと微わ笑らい、剣を収めた。チコが、どうするの、と首を傾かしげた。
















「ちょっと、遊んでやる」

　片目を瞑つぶって笑ったアモルの軀が、ゆるりと色素を変えた。

　漆しつ黒こくの蓬ほう髪はつが濃のう藍らん色に、褐かつ色しよくの肌はだが翡ひ翠すい色に。そして、闇やみ色の瞳ひとみは金色の光に変じた。

　妖よう魔まの姿に戻ったのである。

　暗雲に人間達の目が塞ふさがれていると確認してからだったが、死体にまでは気がまわらなかった。

　すぐ近くで、死体のように伏ふしていた船長が、これを目もく撃げきしたのである。

　──奴やつは、……奴は、人間じゃない。

　船長は戦慄おののきながら思考した。

　嫌けん悪おと恐きよう怖ふ、悪意に満ちた思念。

　アモルは、音に反はん応のうするように金色の視線を向けた。

　何なに気げなく。だが、純血の妖魔ならではの魔界の瘴しよう気きが、制限なしで放出されていた。

　その瞬しゆん間かん、船長の心は恐怖のハンマーに粉ふん砕さいされた。







　暗黒の奔ほん流りゆうにウーナは震ふるえた。

　何も見えない。

　船ふな縁べりにしがみついた手が痛かった。気のせいか、骨が硬かたくなってきているようだ。アモルの被かぶせてくれたマントが、ごわごわと重くなりつつあるのを感じた。

「アモル……」

　ふ、と呟つぶやいた時、ウーナは見た。

　黒煙のような闇に、金色の光が燃えたのを。

　鬼おに火びのような、二つの黄おう玉ぎよく石せきのような──

　嘲ちよう笑しようを帯びたその光に、なぜか心が疼うずいた時、光がのたくるように上じよう昇しようした。

　暗雲に意識が落ちる刹せつ那な、ウーナは幻げん覚かくの虜とりこになった。

　巨大な翡翠色の竜りゆうが、二匹の黒竜に挑いどむ幻覚の。
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「……い。──おい」

　肩を揺ゆさぶられ、ウーナは目を覚ました。

　すぐ近くに、顔を覗のぞき込むジャダの顔があった。

　ウーナは跳はね起きた。右手が腰の鞭むちに伸のびる。

　ジャダは苦笑を浮うかべた。

「朝っぱらから、そんな気分にならねえよ。安心しな」

「朝……？」

　夢ゆめを見ているような声で、ウーナは繰くり返した。

　眩まばゆい陽光が世界を満たしていた。空は透とう明めいな蒼あおい水すい晶しよう球きゆうであり、海はどこまでも静かな広がりだ。紺こん碧ぺきの波に、白い泡あわ飛沫しぶきが真しん珠じゆのように飛び散っている。風はほとんどなく、雲もまた見えない。鳥のような解放感が全身を満たす。

　だが、甲かん板ぱんは無残に陥かん没ぼつし、焦こげたマストが流木のように転がっていた。

　残ざん骸がいの陰に転がるのは、無数の死体だ。

　いずれもまともな姿を留めていない。黒焦げ、肉の潰つぶれたもの、半ば化石と化したものもある。

　ウーナは眉まゆをひそめた。

　肉の焼けた匂においと、血の匂いが鼻奥を刺さした。

　のったりと、小さな姿が近づいてくるのが見えた。

　ゲイグだった。

「当分、沈ちん没ぼつの危険は、ないようだ」

　無感動に報告した。見回ってきたのだろう。

「生き残りの数は？」

　ジャダが訊きいた。

「我々を、除けば、十人程度、奴ど隷れいは、数えては、こなかった」

「数えても、意味ねえよ。……ちっ。全ぜん滅めつに等しいな」

「…………」

　ゲイグは、無言で同意した。

「アモルは、……どこにいる？」

　ジャダとゲイグの会話に、ウーナは口をはさんだ。

　感情の薄うすいゲイグの目が、ウーナに動いた。

「舳へ先さきに、いた」

　ウーナは視線を彷徨さまよわせた。折り重なるマストの向こうに、動いている影かげが見えた。アモルであるかどうかはこの距きよ離りではわからない。

　ウーナは立ち上がった。よろけた身体をジャダが支えた。払はらいのけようとしたウーナは、ジャダの顔を見て力を抜ぬいた。陽光の下で見る男の顔は、不思議と邪よこしまな表情が抜けていた。

「……ありがとう」

　礼を言うと、ジャダの唇くちびるに微かすかな笑みが浮いた。

「いいさ。──行けよ」

　軽く押おされた。ウーナはマストの残骸に足をかけ、乗り越こえた。

　後ろ姿が隠かくれたところで、ジャダは肩をすくめた。

「あんな化ばけ物ものみてえな男のどこがいいんだか……」

「化物……」

　ゲイグが繰くり返した。

「薬は効きかねえ。〝ハリ〟も通用しねえ。──おれは、こう見えても、〝ハリ〟師でな。医術じゃなく、殺人技わざとして修得したもんだがよ。狙ねらったツボは外したことがねえ。楊よう枝じ一本で、相手の心臓を止めることも、破は裂れつさせることも思いのままよ。それが、通用しねえ。つまり──」

「つまり？」

「奴やつには、ツボがねえってことよ。少なくとも、おれの知っている位置にはねえんだ。それだけじゃねえ。運動能力とか、反射神経とか……人間離ばなれし過ぎてるぜ、奴ぁ」

「…………」

　ゲイグは口をつぐんだ。少しして、

「寝ね込こみを、襲おそわない、ところだろう」

　口を開いた。それが、最初の言葉──どこがいいのか？　という問いに対する答えだと知って、ジャダは顔をしかめた。

「厭いや味みかよ。てめえものったんだぜ」

「返す言葉、も無い」

　とぼけたゲイグの答えである。

　ジャダは呆あきれた。

「……おめえ、存外に脳天気な性格なんじゃねえのか」

「…………」

ゲイグは無言で、肯こう定ていも否定もしなかった。意志表示をしないところのある男だった。

　ジャダは肩をすくめた。焼け焦こげた甲かん板ぱんに目を走らせ、

「なあ……」

　口を開いた。ゲイグが顔をあげる。

「妖よう魔まを倒たおしたのは、やはり奴なのか？」

「…………」

「一匹を倒すのは見たが、その後が判わからねえ。何があった？」

「…………」

　ゲイグは首を振ふった。わからない、という意味らしい。

　ジャダは小さく舌を鳴らした。

　状じよう況きようからすれば、アモルに救われたのは間ま違ちがいあるまい。三匹の妖魔のうち、残り二匹を倒すところは見ていないが、今現在妖魔の姿は無い。

「恩義は感じねえからな、おれはよ」

　唾つばを吐はき捨て、ジャダは呟つぶやいた。

　不思議と憎にく々にくしい響ひびきがなかった。

　ゲイグは蛙かえるのような目を細め、ジャダの顔を見上げた。







　ウーナは、舳へ先さきでうずくまるアモルを見つけた。

　どこか怪け我がでもしたのか、と見れば、めりめりと甲板を剝はがし、手に触ふれた残ざん骸がいを海に投げ捨てている。ウーナは首を傾かしげた。わざと足音をたてて、近づいた。へたに忍しのんでいって、振ふり向きざまに斬きられてはかなわない。そのくらいのことはやりそうな相手だ。

　アモルの横に立った。

「まったくの素人しろうとというわけじゃないな」

　手を休めずに、アモルが口を開いた。

　背後を迂う回かいしたウーナが、アモルの左手側に立ったことを言っていた。剣を使おうと思った場合、左手側の敵に対しては、右手側の敵よりも余分な動きをしなければならない。

　ウーナは唇に笑みを浮かべた。

「このくらいはね。……可か憐れんな姫ひめ君ぎみでなくて、残念？」

「刺とげのある花の方が面おも白しろいさ」

「そう。──ところで、何をしてるの？」

「チコが、いなくなった」

「あの仔こが？」

　ウーナは視線を浮かせ、少女の顔を持った小妖よう魔まの姿を求めた。

　すぐに愚ぐ行こうを悟さとった。妖魔が光に晒さらされるような場所にいるわけがないし、いればアモルが見つけているだろう。甲板を剝がしているのは、そのためだ。

「──いた」

　アモルの声に、ウーナはその手元を覗のぞき込んだ。

　甲板と、船室の天てん井じよう裏の隙すき間まに、チコは猫のように身を丸めていた。金色の糸のような髪かみが少女の額にほつれている。顔に血の気はなく、眼は閉じたきりだ。

「マントを」

　アモルは手を出し、ウーナから受け取ったマントでチコを包んだ。

「……生きてる？」

　ウーナは不安を口にした。陽光を浴び、命を落とす妖魔もいる。

「妖魔の刻ときになれば、目覚めるだろう。眠っているだけだ」

「よかったわ……」

　ウーナはほうと息を吐はいた。アモルの腕に抱かれたマントの包みから、アモルの顔に眼を向けた。

「なんだ？」

「優しい顔もするのね」

「おれが？」

「とても優しい眼で、その仔を見ていたわ」

「ふむ……。まあ、相あい棒ぼうだからな」

　アモルは鼻の頭を搔かいた。

　ウーナはくすりと微わ笑らった。

　信じられないほど残ざん忍にんかと思えば、子供のように素直なところがある。

　魅ひかれ始めているのかもしれない、とウーナは思った。

「お礼を言うわ」

「ん？」

「妖魔と会って生きていられるなんて、噓うそみたい。よく見えなかったけど、あなたのお蔭かげなんでしょう？」

「礼はいらんよ」

「なぜ？」

「この先、言い続けになるだろうからな」

　ぬけぬけとアモルは言った。

　この先、現れるであろう妖魔は、全て倒たおすという豪ごう語ごだ。

「凄すごい自信ね」

　ウーナは呆あきれた。呆れたが、それが信じられた。

　偽いつわりとは思えない重みが、アモルの言葉にはあったのである。

　──この男は何者だろう。

　凄すご腕うでの傭よう兵へいというだけでは片づかない底の知れない強さ、存在感。

　ふと芽生えた疑問を、ウーナは掌てのひらに珠たまを転がすように反はん芻すうした。
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　半はん壊かいした壁かべから、ガラス質の光が部へ屋やに入り込んでいた。

　朝の冷えた空気が、光を硬こう質しつに見せているようだ。

　波に反射した光が、木目を見せる壁と天井に、鱗うろこのような斑はん点てんを描えがいている。

　光の乱らん舞ぶを、しかし、男達は見てはいないようであった。

　十名にも満たぬ甲かつ冑ちゆう姿の兵士達は、暗い目で部屋の片かた隅すみに集まっていた。

　元はそれなりに整えられた部屋であったのだろうか。今や全ての調度品は壊こわれ、無残な成れの果てを床ゆかに晒さらしている。気分が暗くなるのも無理はあるまい。

「帰るべきだ……」

　ひとりが呟つぶやいた。暗あん澹たんたる声こわ音ねだった。

　誰だれも答えなかった。

「ただの一度、妖魔に遭そう遇ぐうしただけでこの有り様だ。このまま島に向かったところで、何ができる。戻もどった方がいい」

　男は、もう一度口を開いた。

「……王命に反する」

　別の兵士が答えた。

「死ねと言うのか」

「それが命令であれば、我々は従わなければならない……。どうしても、と言うのであれば、船長に相談してからだ。今回の遠えん征せいでは、船長の命令に従うよう言われている」

「あの状態の船長にか？」

「…………」

　別の兵士は沈ちん黙もくした。

「決けつをとろう」

　男は言った。

「議論していても始まらん。島へ進むにしろ、港に戻るにしろ、妖よう魔まの刻ときが訪おとずれる前に距きよ離りを稼かせぎたい。奴ど隷れいどもが無事だったおかげで移動は可能だが、帆はん走そうに較くらべれば、船ふな足あしはかなり落ちるからな。……さあ、手をあげてくれ。まずは進むに賛成の者からだ」

　男の言葉が終わり、訪れた静せい寂じやくの中、部屋の外で巨おおきな影かげが動いた。

　軋きしむような廊ろう下かを音も無く動き、充じゆう分ぶんに部屋から離れた位置で、影は動きを止めた。

「戻る……か」

　太い声が、影から洩もれた。







「熊くま男おとこ……さん」

　ウーナの声に、全員の視線が船室に続く扉とびらに集中した。

　アモル、ウーナ、ジャダ、ゲイグ。四人の傭よう兵へいは、申し合わせたわけではないが、お互たがいに近いところに集まっていた。どちらかと言えば、ジャダとゲイグがアモル達の近くに来たのである。これだけ壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けると、集まっている方が幾いくらかでも安心できるからだ。

　熊男は、扉の前で、寝ね過すごしたという顔で甲板に視線を巡めぐらせた。アモル達の視線に気づき、

「何があった？」

　太い声で訊きいた。

　特に驚おどろいたようではない。この程度で、啞あ然ぜんとするような神経は持ち合わせてはいないらしい。

「見て判わからねえか。妖よう魔まに襲おそわれたのよ」

　ジャダが怒おこったように言った。語調がきついのは、ウーナを手に入れようと、食事に薬を混ぜた気まずさからだろう。

「妖魔に？」

　承知の上か、何も知らぬのか。熊男は平然と問うた。

「蛇へびみてえな、でけえ奴やつが三匹も現れてな。──このざまよ」

「よく生き残れたものだ」

　なんの感かん慨がいも含ふくまない声は、死んで当然のような言い方であった。

　もう一度甲板を這はった視線も、感情はおろか思考も読めないような鋼はがねの色である。

　その目が、すうっと細くなった。

　甲板の端はしに、うずくまる影かげがあった。

　猿さるのように背を丸めている老人の姿だった。

　白い糸のような髪かみが風に乱れている。虚うつろに開いた唇くちびるからは濁にごった涎よだれがたらたらと垂れていた。

　この船に、確か老人は乗っていないはずだった。

「軟なん弱じやくだよな」

　ジャダが罵った。

「妖魔を見たショックでいかれやがった」

「────」

　熊男の目の奥で、ゆらりと光が動いた。

　げっそりと頰ほおのこけた見るも無残な老人の顔。

　それは、船長の面おも影かげを持っていた。

「あの状態の船長……か」

　熊男は低く呟つぶやいた。

「なんだ？」

「いや……。ところで、この船は戻るようだぞ」

「戻るって、港へか？」

「そのようだ」

「まあ、当然だわな。この状態じゃあ、よ」

「困った。戻ると言っているぞ」

　揶や揄ゆするような声が流れた。ジャダの目が、声の方へ動いた。

「どうする？」

　くすくすと子供のように微わ笑らいながら、アモルがウーナの髪かみに手を伸ばしていた。

「行くに決まっているわ」

　髪を摑つかんでウーナは逃にげた。

「船が戻るのなら、小こ舟ぶねを探す。……ここまで来て、引き返す気はないわ」

「小舟は無さそうだな。いかだでも作るか」

　からかうような口く調ちようで、アモルの指はウーナの髪を追った。

「おめえら。島に行く気なのかよ」

　ジャダが言った。ウーナはきっぱりと頷うなずいた。

「行くわ」

　揺ゆるぎようのない意思を含ふくんだ声であった。ジャダの目が、アモルに動いた。

「おれは、用よう心じん棒ぼうになったのでな」

　つまりは、行くというわけだ。

「おぬし……」

　熊男が口を開いた。

「おぬしの目的は、なんだ？」

　太い声に、アモルの眼はウーナから熊男へ動いた。

　熊男の乾かん燥そうした鋼はがねのような双そう眸ぼうが、凄すさまじい光を放っていた。

「金を欲しがっているようには見えぬ。──何が、望みだ？」

「妖よう魔ま王おうの心臓を破は壊かいすること」

　チコが聞いたなら、眼を剝むきそうなことをアモルは言った。

　妖魔王の心臓から生まれた直系妖魔がどうして、と。

「どうした？　なにを怪け訝げんそうな顔をしている。それがこの旅の目的ではないか」

　アモルは、熊男に向かって言った。

「やはり、金が欲しいのか？」

　熊男が問うた。

「そんなものいらんよ」

「名声か？」

「興きよう味み無い」

「まさかとは思うが──」

「おお、なんだ？」

「人類愛のためか？」

　熊男の言葉は、なんの冗じよう談だんかと思えた。傍そばで聞いていたジャダが、酢すを吞のみ込んだような顔をする。

　人類愛？　アモルのどこにそんなものがあるというのか。

　くっ、くっ、とアモルは喉のどを鳴らした。

「いや、愉ゆ快かいだ。来た甲か斐いがある。──おれの目的は、暇ひま潰つぶしよ」

「暇潰し？」

「妖魔王を相手にな。きっと、どんな強敵を相手にするよりも愉たのしめるだろう」

「ばかな。命が惜おしくないのか？」

「なぜ？」

「敵かなうわけないではないか。殺されるだけだぞ」

「やってみなければわかるまい。それに、そのくらいでこそというものだ」

「────」

　熊男は絶句した。アモルの神経は理解の範はん疇ちゆうを超こえている。

「おや？」

　アモルの眼が愉しそうに光った。

「どうやら、いかだを作る手間は省はぶけそうだぞ」

　言葉の意味するところに気づいたからか。声に含まれた残ざん酷こくな愉ゆ悦えつの響ひびきのためか。

　戦せん慄りつの視線がアモルに集中した。

　ウーナが、小さな悲鳴を吞み込んだ。アモルの視線を追ったらしい。

　アモルは微わ笑らった。

「気づいたか？　この船、いつから動いていたのかな」

　波よりも濃こい航こう跡せきが、船の遥はるか後方にまで伸びていた。
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　大理石の床ゆかに、灰はい色いろがかった蒼あおい豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが、海を思わせるように敷しきつめられていた。

　瑠る璃り色の蛇へび喰くい鳥どりが一面に乱らん舞ぶし、ことに美しい図ず柄がらの上に、尊大な老人がクッションに身を預あずけるように軀を投げ出している。

　ジェルディグリの王であった。

　飽ほう食しよくと怠たい慢まんが生んだ、弛ゆるんだ肉の塊かたまりであった。

　肌はだには醜みにくく老人斑はんが浮うき、豚ぶたのような顔には生理的な嫌けん悪おが湧わくほどの脂あぶらが浮いていた。口は絶えずくちゃくちゃと何かを食はみ、涎よだれが唇くちびるの端はしから落ちている。

　一国の王とは思えぬ肥ひ満まん体たいだが、肉の奥に埋うもれた双そう眸ぼうが、見る者に寒気をおこさせる嫌いやな光を宿していた。他人の命を虫けらほどにも思っていない者の目だ。

　国王の前にうずくまるように拝礼している文ぶん官かんは、へつらった笑みを浮かべていたが、国王の視線は文官の隣となりにあった。

　ごみのような老ろう婆ばが、座していた。埃ほこりにまみれた黒い長ちよう衣いをまとい、塩に漬つかったようなひなびた皺しわくちゃの顔を晒さらしている。国王の冷れい酷こくな眼光を恐おそれてもいないようだが、虚うつろに開いた両眼は白く濁にごり、視力を持たないのは明らかだった。

　黒衣の端はしから猿のような両手を出し、巨大な水すい晶しよう球きゆうを抱かかえ込んでいる。

「その老婆が、そうか？」

　口に頰ほお張ばった食物のために、くぐもった声で国王は言った。

「は……」

　文官は頭を下げた。

「遠くにいる者の姿を映す、占うらない婆ばばあでございます。名は、オーリンと申しまして……」

「紹しよう介かいなどどうでもよいわ。遠くを映すと言ったな。ならば映してみせよ。島へ向かった船の姿だ」

　国王は、冷たい目を巨大な水晶球に注そそいだ。

「…………」

　老婆、オーリンの手が動いた。水晶球を床に置き、左手をゆるりと球に乗せた。
















　濁にごった目が半眼に閉じられ、水晶球は月光に似た透明な光を強め、老婆の顔に不ぶ気き味みな陰いん影えいを刻きざんだ。

　光の中に朧おぼろな影かげが揺ゆれた。

　国王と文官が身を乗り出した。

　そして、いつの間に部屋に入ってきたのか、白衣に身を包んだ老人も水晶球を注視した。

　白衣の胸に刺し繡しゆうされた象しよう形けい文字が老人の高貴な職を示している。祭さい司しであった。

　祭司は左手に古びた書物を抱えていた。

　異様な書物であった。何か生き物の皮をなめしたもので、黴かび色いろに変色している。数百年、あるいは、数千年の昔のものかもしれない。黒ずんだ表紙には、見たこともない奇き怪かいな文字がのたくった蛇へびのように描かれていた。

　オーリンの顔が動いた。祭司の方へ。いや、祭司が持つ書物へ。

　盲めしいた目が探るように細くなった。

　水晶球から影が消えた。

「どうした？」

　苛いら立だった声で国王は叫さけんだ。

　オーリンは国王に顔を向けた。皺しわだらけの顔に責めるような表情が浮うき、その顔はもう一度奇き書しよへ動いた。

　目が見えているのではないかと思える動きに、国王も文官も、祭司も眉まゆをひそめた。

　オーリンは目を閉じた。奇書から顔をそむけると、ゆっくりと首を横に振ふった。悪い空気を払はらおうとするかのように。親が子供の愚おろかな行こう為いを嘆なげくように。

　だが、何を言うでもなく、ひとつ息を吐つき、再び水晶球に念を凝こらした。

　水晶球に影が揺ゆれ、国王達はオーリンの行こう為いを盲目者の無意味な仕し種ぐさと解釈し、ゆるゆると形を整え始めた影に集中した。

　影は傷だらけの船と化した。

「おお……」

　国王の口から興こう奮ふんした声が漏もれた。

　ふいに、水晶球の光は緑石色に変じ、大理石の部屋はどこまでも続く海原うなばらの幻げん影えいに包まれた。

　波の音が響ひびき、巨大な船が海原を進む。

　口から食物を落とし、国王は驚きよう愕がくの視線を水晶球に向けた。

　水晶球の映像はすでに存在しなかった。

　遠方を映す老ろう婆ばの力──

　それは、水晶球に投とう影えいするだけのものではなかった。

　実物大の幻げん影えいを、その場に生じさせるほどの力であったのだ。







　風は無い。

　帆ほは失われ、櫂かいはまだ動かしていない。

　だが、船は翼つばさを開いた鳥のごとく、海面を滑すべっていた。

　絶え間ない波の揺ゆれと、どこまでもなめらかな眠ねむりを誘う茫ぼう漠ばくたる海洋が、船の動きを気づかせなかった。船の進みも緩ゆるやかであったのかもしれない。

　それが今や、凄すさまじい速度のあまり、甲かん板ぱんに散らばる残ざん骸がいの屑くずが宙に巻き上がる。

　ウーナは長い髪かみを押おさえた。

「か、海流？」

「違ちがうようだな」

　アモルは木切れのひとつを拾い、投げた。

　一いつ瞬しゆん、海中に没ぼつしたそれは、浮かび上がって後方へ流れた。すぐに視界から消えた。

　落ちた位置を動かなかったのだ。船の動きに従わない。動いているのは、船だけだ。海流ではなかった。

「妖よう魔まの魔力なのね」

「らしいな」

「でも、妖魔の刻ときじゃないわ」

「相当な力の持ち主ぬしだってことさ。強い妖魔なら、陽光とてものともしない」

　アモルはくすくすと微わ笑らい、好敵手を見つけた者のように眼を輝かがやかせた。

「見ろ」

　指の先を追ったウーナの心臓が、どきんと跳はねた。

　ぬめるような海原に、幻影のように、蜃しん気き楼ろうのように浮かぶ影かげがあった。

　島である。

　ただの島ではないと、一目で察しえた。

　醜みにくい瘤こぶだらけの岩が、石化した竜りゆうの首のように乱立する、歪ゆがんだ円形の島だった。

　形状は問題ではない。ただの島ではないと思わせるのは、その雰ふん囲い気きだ。

　島からの霧きりのように漂ただよう妖気が、遠く離はなれていてなお、背筋を冷たく痺しびれさせる。皮ひ膚ふが爛ただれるような錯さつ覚かくに、海の色までが膿うんだように赤く見えるではないか。

「れ、例の島……？」

「そのようだな」

「十日かかるはずじゃ……」

　ウーナは、声が震ふるえるのを意識した。

　怖こわいのだ。あれほど行きたがっていた島が、悪あく夢むの塊かたまりに見える。

　目の前が暗い。陽光は満ちているはずなのに。

　不気味な妖島が、闇やみに浮かぶ幽ゆう鬼きのように見える。血も凍こおるような妖気が、島から漂ただよっている。

　逃にげなければ、逃げなければ。逃げなければ。

　──喰くわれてしまう。

　がしり、と肩を抱かれ、ウーナは目を瞬まばたいた。

「ひぃぃぃぃぃ」

　ぞくりとするような悲鳴が溢あふれ、水音が続いた。

　ひとつ、ふたつ、三つ……七つ。

　甲板に、甲かつ冑ちゆうと剣が落ちていた。

　身につけていた者はいない。兵士達はどこへ消えたのか。

　水の音がしたが、では、あれが……

　海面に、七つの首が浮いていた。兵士達の首だった。

　船室から甲板に出てきた彼らは、無防備に島の妖気に晒さらされたのか。海に飛び込んだのは、逃げたかったからか。──逃げられるはずがないものを。

　七つの顔が、悲痛に歪ゆがんだ。

　船から離れなかったのだ。

　小さな木切れは呪じゆ縛ばくから解放された。だが、人間は無理だったのか。

　船に戯たわむれる魚のように、七つの顔が同じ速度で海面を滑すべった。開いた口を水の塊が塞ふさぐ。窒ちつ息そくの苦痛は、しかし、長くなかった。

　顔が没ぼつした。

　次の瞬しゆん間かん、それらが宙に浮いた。

　海水を滴したたらせ、甲板よりも高い位置に。

　ぽかりと開いた口からだらだらと溢あふれる水。それは、血水であった。

　七つの首の、下に繫つながる肉体が無かった。

　人間の肉体は。

　淫みだらにピンク色の蛇へびの胴どう体たい。いや、蛇と錯さつ覚かくする太い肉の紐ひもが、首を乗せて海中から伸びていた。

　ナメクジのような肌はだに、髪かみの毛のような海草が、べっとりと濡ぬれて張りついている。ぬらぬらとした肉肌は、ぬめる舌のようにも、蛸たこの足のようにも見える。

「な……に？　これ……」

　ウーナは震ふるえた。アモルの手が、肩を抱いているのも気づかない。

　海面が割れた。

　首を乗せていない肉の紐ひもが現れた。七本の肉にく紐ひもが持つ首を、のたくりながら襲おそった。

　オレンジが潰つぶれるような音。赤く濁にごった汁しるが飛んだ。肉紐の先せん端たんから、泥どろを捏こねるような音が響いた。どこにも口らしきものは見えず、それだのに、明らかに響く咀そ嚼しやく音おん。熟じゆくした肉の破片が、蛇のような、触しよく手しゆのような肉紐のどこかに消えていく。

　血に塗まみれた肉紐が離れた。

　海面に浮かぶ、七つの首無し死体。流した血ごと船に従うおぞましいシチューに、肉紐は頭から潜もぐった。また伸びる。脂あぶらののった腹が裂さけ、溢あふれた腸ちようが肉紐に縞しま模様を描いた。

　肉紐の数は三十か、四十か。腐ふ乱らん死体に蠢うごめく蛭ひるのように、あるいは、うじゃうじゃと暴あばれるミミズの塊かたまりのように、それらより遥はるかに太く巨大な肉の触手が、からみ、のたくる。

　悪あく夢むのようだ。血けつ臭しゆうが渦うずを巻き、肉片が散る。指が飛ぶ。噓うそのように潰つぶれていない眼球が飛ぶ。神経の糸を引いた腕が。心臓が。胃が。それらに群がる肉の触しよく手しゆ。女の腿ももを叩たたくような肉のぶつかる音が、血色の波の音と、ぐちょぐちょと粘ねばつく音に重なる。

　ウーナは吐はいた。

　堪たまらなかった。吐と瀉しや物ぶつに黄色に濁にごった胃液が混ざった。吐く物が失なくなっても、嘔おう吐とが止まらない。全身が痙けい攣れんした。

　首筋に冷たいものが触ふれ、それがアモルの指だと知る前に、ウーナの意識は闇やみに吞のまれた。

「海の色が薄うすれたな」

　ウーナを左肩に乗せ、アモルは冷やかな観察者の声こわ音ねで言った。

　熊男の目が、ジャダの目が、ゲイグの目が、肉紐の生える海面に落ちた。

　鮮あざやかな朱しゆ色いろが、湖こ面めんのような碧みどりに戻りつつある。

　流れた血は肉紐に吸われてしまったのか。散乱した肉塊もすでにほとんどが無い。

　ゆらゆらと蠢く肉紐が、次はおまえ達だ、と言っているようである。

「生あい憎にくと、喰くわれる気はない」

　平然とアモルは答えた。肉紐に対して。

「ど、どうするんだ？」

　ジャダが訊たずねた。

「聞かん方がいいぜ」

「なに？」

　ジャダの声は、アモルの背中で弾はじけた。

　左肩にウーナ、右腕にマントに包んだチコを抱いたまま、アモルはゆっくりと甲かん板ぱんを移動していった。

　ほぼ中央で足を止めた。床ゆかが破れていた。深い亀き裂れつも生々しく、奈な落らくの底に通じるような陥かん没ぼつが、ぽかりと開いている。

　冷やかにそれを見つめ、アモルの眼は肉紐に浮いた。

　海面から空に伸のびる紐は、不気味に揺らめいている。

　アモルは唇くちびるを嚙かんだ。

　ぷつりと血の玉が浮いた。

　舌で舐なめ、口に溜たまった唾つばごと床ゆかに吐はいた。

　血臭。

　弾はじかれたように肉紐が動いた。

　先せん端たんが甲かん板ぱんに伸のびた。飄ひよう々ひよう然ぜんと立ったアモルの胸を、先端が貫つらぬこうとした刹せつ那な、ふいとアモルの軀が後方に流れた。

　風に圧される薄はく葉ようのごとく、肉紐の伸びる速度と同じスピードで退さがっていく。いつ甲板を蹴けったのか。その軀が陥没の上空を移動した途と端たん、後を追っていた肉紐が向きを変えた。

　垂直に──

　ぐちゃり、と肉の潰つぶれる音がした。

　陥没の底で、音は何度も響いた。

　ぐちゃ、ぐちゃ、ぐちゃ──

　爆ばく発はつするような血の匂においが、陥没から溢あふれた。

「な、何を……何をやった？」

　ジャダは、喉のどがひりつくのを感じた。

　そうだ、訊きかなくても、判わかっていた。

　船ふな底ぞこに何があったか。いや、誰だれがいたか、知っていた。

　船ふな奴ど隷れい達だ。連中は逃とう亡ぼうを防ぐため、薬をうたれ、意思を奪うばわれていた。船が妖よう竜りゆうに襲おそわれた後も、変わらず船底に坐っていたはずだ。

　その頭上を肉紐が襲ったのだ。

　ぼんやりと坐る奴隷達の脳を、頭ず蓋がい骨こつごと潰つぶしたに違ちがいない。あるいは、顔を抉えぐり、胸を舐なめ、腹に潜もぐったか。最初の襲しゆう撃げきを免まぬがれた者は、しかし、逃にげようとはしない。意思を奪われた紙のような表情で坐り続ける。すぐ隣となりで僚りよう友ゆうの首がちぎれ、血ち飛沫しぶきが顔を濡ぬらそうと、そのままだ。薬にとろけた脳は何も理解しない。舌舐めずりするように、肉紐が生き残りの奴隷に向かう。

　悲ひ惨さんな光景が目に浮かんだ。

「……奴隷を囮おとりにしたのか、てめえは──」

「責めているのか？」

　ジャダの前に足を運びながら、アモルは首を傾かしげた。

「あたりまえじゃねえか。なんて真ま似ねをしやがる」

「はて、何が悪い？　あれは、物だろう？」

「物──？」

「意思が無い。──薬で人形に変えたのだろう？　どのように使っても、構わないように。なぜ怒られるのかな？」

「────」

「人間とは変なものだな」

　くすくすとアモルは微わ笑らった。

　その無む邪じや気きな笑顔を見つめながら、ジャダは違い和わ感かんに捉とらえられていた。

　何かが違う。この男はいったい──

「バケモノ！」

　命知らずな罵ば声せいが響ひびいた。ジャダは硬こう直ちよくした。どこの馬ば鹿かだ。彼ですら、直接には言ったことがないというに。

　焼け焦こげたマストの残ざん骸がい近くに、狂きよう気きに憔しよう悴すいした船長の姿があった。

　それは、恐おそろしく衰すい弱じやくしていた。心臓麻ま痺ひ寸前かもしれぬ。

　蜘く蛛もの糸のような髪かみが風に乱れている。すでに死者のようだ。

　餓が鬼きのようにうずくまり、枯こ渇かつしたミイラのような腕を身体の前で交差し、べたりと甲板に手をついている。そうしなければ、身体がくずおれてしまうのだ。全身の肉と水分が奪いつくされたような身には、坐っているのもきついはずだ。

　だが、血の糸の絡からみ合った眼球は、異様にぎらついていた。

　死者の目ではない。凄せい絶ぜつな狂気を孕はらんだ眼光であった。

　その目が、アモルを凝ぎよう視ししている。

　アモルの眼が、愉ゆ悦えつの光を帯びた。獲え物ものを見つけた魔物のように。

「お、おい。待て」

　ジャダの声は、船長に向けて足を踏ふみ出したアモルの背中で、再び虚むなしく弾はじけた。
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「あれが、船長であったものか」

　大理石の部屋には、狂きよう人じんと化した船長の姿が映し出されていた。

　呟つぶやいたのは、国王であるが、驚おどろいたというよりも、汚けがらわしいものを見たという声は、この男の気質と性根を現すものだ。

「御ぎよ意い」

　文官は追従した。

「何やら、恐おそろしい目に遭ったと見えます。……ですが、それよりも、船のまわりにいる紐ひものようなものが私は気にかかりますが」

「妖よう魔ま王おうの心臓を守しゆ護ごするものか？」

「おそらくは……。先の遠えん征せいで、島のまわりには無数の紐がいる、と伝えられましたが、どうやらこれのことで」

　──紐だ　肉の紐が襲おそってくる

　──島のまわりは　無数の紐だ

　文官は伝書文の内容を思い浮かべた。

　あれには、他に、

　──巨大な　蛸たこ……

　と記されていた。船長は、蛸に似た妖魔がいるのか、と言っていたが……

「こいつも失敗のようだな」

　国王の言葉が、文官の思考を中断した。冷れい酷こくな声であった。

　こいつも、とは今回の遠征のことである。三百人からの兵士と同じ数ほどの船員が犠ぎ牲せいになっているのを、毛ほども気にかけていないのだ。

　文官は目を伏ふせ、さすがに浮かびかけた非難の感情を隠かくした。

「なんだ、どうした！」

　国王の責める声に、文官ははっと顔をあげた。それが自らにかけられたものではなく、占うらない婆ばばあのオーリンに向けられたものだとすぐに理解した。

　海が消えていた。船もない。

　部屋は大理石のそれに戻っていた。

　オーリンは皺しわだらけの指で、目め頭がしらを押さえていた。水晶球は透とう明めいな球になり、影かげのひとつも映していない。

「まさか、こちらが見えるはずが……」

　嗄しわがれた小声を、文官だけが聞いた。

　意味を問おうと開きかけた口を、

「どうした！　早く映せ」

　国王の癇かん癪しやくが閉ざした。

　オーリンは皺に埋うもれた唇くちびるを嚙かみ、ゆるりと水すい晶しよう球きゆうに細い手を伸ばした。

　濁にごった両眼が水晶球に落ちると同時に、再び遠い潮しお騒さいが部屋に満ち始めた。







「バケモノめぇ」

　船長は、もう一度言った。アモルに向けて。

　それが何を招まねくのかを、狂くるった脳は理解できぬのか。

　アモルは足を止めていた。船長までは、まだ距きよ離りがある。むろん、剣の届とどく距離ではない。気が変わったのか。視線があさってにあった。船長にではなく、背後の空に向いている。

「何を見てる？」

　ジャダが訊きいた。

「何も見えんな」

　アモルは呟つぶやいた。人を喰くった答えだ。不可解な顔で、ジャダは視線を追った。

　水晶球のような透とう明めいな光を帯びた蒼そう空きゆうには、いかなる影かげも存在しない。

「視線を感じたような気がしたが──」

　アモルは眼を細めたが、すぐに興きよう味みを失くしたように肩をすくめた。

「まあ、いいさ。……おや。だいぶ近づいたな」

　妖よう島とうまでの距離は、百オーマに縮まろうとしていた。暗黒の島が、視界に迫せまる。

　アモルは、甲かん板ぱんに眼を落とした。陥かん没ぼつに潜もぐった肉にく紐ひもの腹が、びくびくと震ふるえていた。

「──船長」

　アモルの声に、ぴくんと狂人の目が動いた。

「おれを、どうしたい？」

　静かな問いを理解したかどうか。船長の手にナイフが生まれた。

　狂くるった脳の操あやつる手は、正常時の倍のスピードで動いた。影にもならぬ。

　すい、とアモルの脚あしが上がり、弧こを描えがいて降りた。

　この後の数すう瞬しゆん。ひとつの時間に全すべてが集中して生じた。

　光の軌き跡せきが逆を辿たどる。

　肉紐が甲板を破った。船底の奴ど隷れいを全ぜん滅めつさせ、新たな餌え食じきを求めて甲板に出現したのだ。

　肉紐が船長の胸をえぐる。その直前、アモルの足先に弾はじかれた船長のナイフが、光の軌跡を描いて船長の喉のどを貫つらぬいた。

　船を襲おそう衝しよう撃げき。ついに妖島に船が激げき突とつ。

　甲板にいたアモル達が、船から撥はね飛ばされて海中に沈しずむ。

　肉紐に貫かれていた船長の身体だけが、海上に揺ゆれる肉紐の先せん端たんにモズの速はや贄にえのように残ったが、それはじきに別の肉紐の群れが襲って細切れの肉片に変えた。朱あかい飛沫しぶきが海面に散る。

　苦痛はなかっただろう。喉を貫いたナイフで即そく死ししていたはずだ。

　狂った脳では、逃にげのびることは叶かなわない。それならば、先に楽にさせてやろうという心が、アモルの中にあったのかもしれぬ。むろん、定さだかではない。妖よう魔まの心など判わからない。ただ、船長を発狂させてしまったのは、アモルの本意ではなかったはずである。

　アモル達は、海に沈んだまま、波を透すかして不気味に揺ゆれ動く肉紐の群れを眺めた。

　果たして、こちらに気づくであろうか。

　誰もが、そう考えていた。

　海中のすぐ近くに、蛸たこの足のような肉紐の腹があるが、襲しゆう撃げきの意志を示そうとしない。どうやら、獲え物ものを察知する機能は先端にしかないようであった。

　先端は船を巻き、海上に揺れている。そして、その根は──

　一瞬、アモルの眼が金色に光った。

　四十数本の肉紐は、妖島から生えていた。

　根元は島の内部だろう。蟲が喰くったような穴あなが、暗い岩いわ肌はだに無数にある。肉紐が貫いた穴に違いなかった。

　何かが、妖島の内奥から肉紐を伸ばし、血ち肉にくの饗きよう宴えんをしているのだ。

　アモルの唇に、ふてぶてしいまでの不敵な笑みが浮いた。
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　不気味に荒こう涼りようとした島であった。

　冷えた溶よう岩がんが島の全土を覆おおっている。黒こつ褐かつ色しよくの岩肌に、草木の類は何も無い。

　生き物の姿もまた存在しなかった。

　ぽつり、ぽつり、と石像のような岩が散在している。海水と潮風に浸食された奇怪な形状は、悪夢に潜ひそむ妖よう獣じゆうか、グロテスクな妖魔としか見えない。それも、断だん末まつ魔まにのたうち、苦しみもだえる姿だ。

　遠く近くに聞こえる風の音が、その者どものあげる悲鳴のようだ。

　強烈な潮しおの匂においに、腐ふ臭しゆうが混じっている。

　岩が、腐ふ敗はいした肉のように、ぬらついている。

　これは、浮上した島であった。永い間の海水のぬめりが、こびりついているのかもしれない。いいや、それだけでは説明がつかぬ。足の底で、岩の感かん触しよくが、ふいに内臓を踏ふんでいるような感触に変わるのは何故か。

　強きよう烈れつな腐臭は海水の匂いではない。空気そのものが腐食している匂いだ。

　おぞましい冷気が、歯の根を合わなくさせる。

　この海域は、温暖なはずであるのに。

「い、嫌いやな感じだ」

　ジャダが、戦慄おののくように言った。

　幸いに、肉にく紐ひもに気づかれることなく、島に上陸できたのはいいが、この島は決して安住の地ではなかった。島の全土を覆おおう妖気が、じわじわと全身を冒おかそうとしているようだ。

　剝むき出しの肌はだが爛ただれるような錯さつ覚かく。内臓が恐きよう怖ふに潰つぶれるような幻げん痛つう。嫌な感覚が、間断無く襲おそう。ジャダだけではなく、ゲイグも、熊男も震ふるえていた。

　この状じよう況きようで、なお揶揄からかおうと口を開きかけたアモルが、ふと腕に視線を落とした。

　腕の中で、チコが身動みじろぎしたのである。

　ァァァァァァァ──

　猫のような、赤あか子ごのような啼なき声が空気を震わせた。妖魔の刻ときには間があるが、目覚めたらしい。だが、その声は。

　アア！　アアア──！

　悲鳴だった。悪魔の哄こう笑しようのように高く、狂くるったように絶えないそれには、疑いようもない怯おびえが毒素のように混じっていた。

「チコ？」

　アモルは、腕に力を込めた。

　小さな身体からだが、アモルの腕の中で憑つかれたように暴あばれた。

「いやあぁぁ！　嫌ァァァァアアアア！」

　全身全ぜん霊れいをかけた拒きよ絶ぜつが、アモルの眼に幻まぼろしのような影かげを浮かべた。

　懸け念ねんの影か。しかし、それはすぐに、したたかな笑みに変わった。

　敏びん感かんな小妖魔が感じ、怯える何かを、期待するような笑みであった。







　腹にあたる硬かたい感かん触しよくを、ウーナはなんだろうと思った。

　薄うすく目を開けると、逞たくましく発達した男の腰と脚が見えた、どうしてこんなものが見えるのか。男の腰には、獣革の鞘さやが吊つるされ、重く実戦的な剣が収まっていた。握にぎりに象ぞう嵌がんされた紅こう玉ぎよくが、ぬめるような光を放っている。どこかで見た剣であった。誰の剣であったろう。霞かすみがかったような頭で、ぼんやりと考えた時、

「気がついたか？」

　低い声がかけられた。

　身を起こしかけ、手に触ふれるものが男の背中と知った。ウーナは首を捩ねじった。肩越しにアモルの顔が見えた。どきり、と心臓が躍おどった。アモルの肩に担かつがれていたのだ。

「降ろして」

　ウーナは言った。羞しゆう恥ちからか。きつい言い方になった。

「いやだ、と言ったら？」

「からかうのはよして」

「せっかくの感触だのになぁ」

　アモルは未練がましい。

「ど、どこに触さわってるの。──降ろさないと、暴れるわよ」

「うーむ」

「……な、なによ」

「楽しみを後にとっておくべきか。美お味いしいものは先に食べるべきか」

「こ──」

　ウーナは呆あきれた。

「この状じよう況きようで、何を考えているの」

　右手を上げ、ぶんと振ふった。

「はは」

　声をあげて笑い、アモルは身を屈かがめた。

　ウーナの足が地面に触れた。弾はじかれたように、ウーナはアモルから離はなれた。息が荒あらい。頰ほおが紅こう潮ちようしているのを意識した。

「……おれ達のした事とどこが違ちがうんだよ」

　娘むすめらしい仕し種ぐさで頰に手をあてたウーナに目をやり、ジャダが小さく舌うちした。

　ゲイグが、軽く肩をすくめる。

　ぶつぶつとぼやき、

「おい、これからどうすんだよ」

　ジャダは、アモルに声をかけた。

「紐ひもの本体を探すさ」

「探して、どうするんだ？」

「相手次第だな」

「────？」

「強けりゃ、遊び相手になる。弱い奴やつを苛いじめてもつまらんからなぁ」

「遊びって、おめえ──。あの化ばけ物ものと？」

　茫ぼう然ぜんとするジャダを尻しり目めに、アモルはくすくすと笑った。

　お馴な染じみの、無む邪じや気きな笑顔だった。

　相手が強敵であればあるほど、この男は、本当に幼おさない表情を見せて喜ぶ。

「なんて奴だ」

　ジャダは呟つぶやいた。だが──

　──だが、こいつなら、やるかもしれねえ。

　そう考えた。ならば。

「なあ、おれと取引しねえか？」

　ジャダは言った。

「取引？」

「あの化物を殪たおし、妖よう魔ま王おうの心臓を見つけたら、おれに寄こさねえか？」

「心臓を？」

　アモルはゆっくりと眼を細めた。

　ジャダはにやりと笑って頷うなずいた。

「おおよ。寄こすと約やく束そくしてもらいてえ」

「何をするつもりだ？」

「売るのよ」

「────」

　さすがのアモルが絶句した。

「考えてもみろよ。宝ほう月げつが妖魔王の心臓だってえなら、実体もあの通りのはずだぜ。つまり、宝石だってわけよ。まず値がつけられねえくれえのな。どんな宝石商だって、涎よだれを流して金を積むだろうぜ。この世にゃ、好こう事ず家かどもが多いからねぇ。だがよ、ちっとやそっとの金じゃ、売る気はねえ。大たい枚まいをふっかけてやる。宝石商に払はらえねえようだったら、どこぞの国の王に持ち込んでもいい。一生遊んでも使い切れねえ金をせしめるのよ。──どうだい？　売った金は山分け。悪い話じゃねえと思うがな」

　始めからそのつもりであったのだろう。にやにや笑いながら言ってのけ、ジャダは探るように視線を動かした。

　ゲイグは変わらずに無感動な表情である。肚はらは探れないが、肯こう定ていも否定も避ける男だから、反対はしないだろう。ウーナはどうでもよいような表情だ。女にしては欲の無いことだとジャダは思ったが、彼女の目的が金ではなく、兄を探すことだとは知らない。

　アモルは──

「愉たのしいことを考えるものだ」

　くっくっ、と喉のどを鳴らして笑った。

「賛成だな？」

「どうかな。反対者が約一名いるようだぜ」

「なに？」

　ジャダの目が背後に流れた。

　少し離れた位置に熊男が立っていた。感情も意思も読めない鋼はがねのような目が、鈍にぶい光を放っている。

「反対、だってえのか？」

「売られてもらっては、困るのでな」

　熊男はゆっくりと口を開いた。鋼の視線をアモルに向ける。

「売るのに同意なのか？　おぬしを敵にまわしたくないんだがな」

「理由を言えよ」

　アモルはくっくっと笑い続けた。

「面おも白しろい方につくぜ」

「────」

「てめえ──！」

「いいだろう」

　気色ばんだジャダを、熊男は制した。

「おれの話が気に入るかどうか。──おれは、ある国の間かん者じやでな」

「ほう？」

「ジェルディグリの馬鹿どもの陰いん謀ぼうを阻そ止ししに来た者よ」

「陰謀の阻止？」

「ついでに言うなら、陰謀の横取りにな」

　熊男は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて微わ笑らった。やけに陰いん惨さんな微わ笑らいだった。

「ふふん──」

　アモルは軽く微笑った。

「陰謀とは？」

「妖魔王の心臓だ。──ジェルディグリの馬鹿が何を考えているか知っているか？　海域の安全？　人類の平和？　ふん。我等を誘さそった言葉の全すべてが口からのでまかせだ。そもそも、この島が浮上したのは何故だと思う？　連中はな、触ふれてはならんことに手を出したのよ」

「何をやった？」

「血を撒まいた。この海域にな。──禁断の古こ文もん書じよ、ジェルディグリに伝わる魔道の書を紐ひも解といたらしい。詳くわしい内容は知らんが、星が巡めぐり、時の満みちる果て、深き海底に封ふう印いんされた妖あやかしが甦よみがえる、そんなことが書かれているそうだ」

「妖かし──妖魔王か」

　アモルは唇の端をあげた。

「連中はそう考えた。おそらく、古文書の内容はもっと具体的なのだろう。時と場所と、血を撒くことを教えるほどにな。──かくして、大量の血に反はん応のうして、島は浮上。悲劇は蓋ふたを開けて溢あふれ出したというわけだ」

「血を、……血を撒いたのはいつ？」

　ウーナが口を開いた。褐かつ色しよくの瞳ひとみが、震ふるえながら熊男を見つめていた。熊男は目を細めた。

「炎えん天てんの月、臨りんの旬じゆん、第七の日──島が浮上したという日だ」

「誰が、血を撒いたの？　──どの船が？」

　ウーナはさらに問う。

「ジェルディグリが交こう易えきに使っている商船のひとつだと聞く。……魔道の書を解読した者は、何が招まねかれるか知っていたのかもしれん。乗員のほとんどは、下級兵士、下級船員、奴ど隷れい、港で雇やとわれた乞こ食じき、浮ふ浪ろう者しや、ならず者もの──ジェルディグリにしてみれば、糞くそとも思わぬ屑くずどもだ。始めから生いけ贄にえと考えていたとしても、おれは驚おどろかん。事実、誰も戻ってはこなかった。島の浮上に巻き込まれたと上層部は考えているらしいが、あの化ばけ物ものにやられたのであろうな」

「兄さんが──」

　ウーナはごくりと唾つばを吞のんだ。

「兄さんが乗っていた船だわ」

「…………」

　静かに、熊男の両目から鋼はがねの光が消えた。

「……探しに、きたのか？」

「そうよ」

「諦あきらめろ」

　重い声で熊男は言った。ウーナの声を断たち切るようであった。ウーナは息を吞んだ。

「あの化物を前にして助かった者はおるまい。我々の場合は、……奇き跡せきに等しいのだ」

　わずかに言い澱よどみ、熊男はちらりとアモルに目を向けた。奴隷を囮おとりにしてきたから、とはさすがに言えなかった。アモルが皮肉な笑みを浮かべる。熊男は、ウーナに目を戻もどした。

「即そく死しであったと信じろ」

「いやよ。死体を見つけるまで、生きていると信じるわ。……探し続けるわ」

「見つからねば？」

　ウーナは首を振ふった。それでも探すと言うのだろう。

「それもよかろう」

　熊男は溜ためた息を吐はいた。疲つかれたような仕し種ぐさだった。

「ひとつ、判わかんねえんだがよ──」

　ジャダが、そろりとウーナを見やり、熊男に目を向けて口を開いた。

「そうまでして欲しがる妖よう魔ま王おうの心臓に、何が隠かくされてやがる？」

「知らんな」

　熊男は鋼の声で答えた。

「とぼけなさんな。たかが宝石の奪だつ取しゆに軍まで動くわけがねえ。ひとつの国、いいや、てめえの国まで入れりゃ、ふたつの国が動いてやがるんだ。妖魔王の心臓が欲しいのだ、と聞くだけで、はいそうですか、と納なつ得とくできるかよ」

「────」

「何が狙ねらいだ？」

　ジャダの口く調ちようが凄すご味みを帯びた。右手は懐ふところに潜もぐり込んでいる。返答次第では、必殺の楊よう枝じが急所に飛ぶだろう。

　熊男はジャダに身体の正面を向けた。

　争う気なのか、どうか。彼の力は、まだ傭よう兵へい達の間でも明らかではない。熊のような肉体から想像される通り、単純な力ちから技わざだけの男なのか。

　ジャダの目が探るように光った。剛ごう毛もうに覆おおわれた顔は表情が読めない。

「妖よう力りよくだ」

　ふいに熊男が言った。

「なに？」

　一いつ瞬しゆん、ジャダの殺意が動どう揺ようした。その顔面に熊男の手が伸びた。

　掌がジャダの視界に広がった。顔も軀も黒い毛に覆おおわれた中で、そこだけ一本の毛も無く、異様に白い。

「う──」

　ジャダの顔に虚こ空くうが生まれた。脳裏を白い空間が占しめた。

「動くな」

　太い声が空気を震ふるわせた。ジャダに向けた言葉ではない。

　跳ちよう躍やくしかけたゲイグが石像と化した。膝ひざを屈かがめたまま、両腕を曲げたまま。顔は最初の表情を維い持じしたまま動かない。脈をとれば、停止していると知れるだろう。呼吸さえもだ。

　それは、等しく熊男の声を聞いたウーナも同じだった。兄の事を思い巡めぐらしていたのだろう、悲痛な表情のまま凍こおりついた。風に流れていたほつれ毛も動かない。髪かみの毛もまた、熊男の声を聞いたのだ。

　おそらくは、風さえも。波の音さえも。

　可か聴ちよう範はん囲い内にいた全てが、一いつ瞬しゆんで動きを止めた。何という力か。

「余計な詮せん索さくはしない方が身のためだ」

　剛毛に覆われた唇が、ゆるりと笑みを浮かべた。

「見事な催さい眠みん術じゆつだ」

　揶や揄ゆする声が、熊男の背筋を凍らせた。鋼はがねの視線が、涼すずしい顔とぶつかった。

　アモルが平然と立っていた。ゆるやかな胸の呼吸は呪じゆ縛ばくされてはいない。

　熊男の目に一瞬殺気が生まれ、消えた。ゆっくりと肩をすくめると、

「おぬしには、効きかぬと思っていたよ」

　腕を降ろした。

　ウーナが瞼まぶたを動かした。凍りついた時が溶とけたように、ゲイグが跳躍した。空中で首を捻ひねる。なぜ跳躍したのか記き憶おくが無いのだ。

　呆ほうけたようなジャダの顔に、殺意が戻った。続きの殺意だ。熊男の行こう為いと空白の時間は記憶に残っていない。

「妖よう力りよくってな、何だ？」

　質問も続きだ。

「想像を絶するものと聞いている」

　熊男は、ちらりとアモルに視線を走らせた後で、観念したように答えた。

「間ま違ちがいなく、恐きよう怖ふと破は滅めつに繫つながる魔まの力だとな。──三つに分かたれ、海の底、地の底、天空の彼方かなたに封ふうじられてなお宝ほう月げつを顕けん現げんさせ、妖魔に力を与あたえる心臓だ。秘められた妖力がどれほどのものか。おれごときでは、わからぬよ」

「利用できるのかよ」

　熊男の言葉を反はん芻すうし、ジャダは吐はき捨てるように言った。

「おれの関知するところではない」

「いい加減なもんだ」

「間かん者じやなど、そんなものよ。王の命令に従うだけだ。──ただ、想像するならば、心臓だけになろうと、妖魔王は妖魔王だ。妖魔どもの支配者よ。なれば、これを握にぎる者は、妖魔どもを支配できるのではないかな」

「人間が妖魔を……」

　ごくり、とジャダは喉のどを鳴らした。

　人間は、妖魔の餌えさであった。

　妖魔から見れば、人間も、他の獣けものも区別がない。飢うえを満たす獲え物ものか、殺さつ戮りくの欲望を満たす対象としか捉えていない。

　彼ひ我がの差があり過ぎるのだ。悪魔の叡えい智ちと超ちよう絶ぜつたる魔力。気の遠くなるほどの寿じゆ命みよう。これに匹ひつ敵てきするいかなる生物も存在せず、世界は妖魔の影かげに脅おびえるしかなかった。

　ただ、幸いにも、妖魔には支配欲が無かった。妖魔が人間界に君くん臨りんしたという話は、過去一度も無い。虫けらを見るように、支配するほどの価値も見出していないのかもしれぬが、妖魔間でも、遭そう遇ぐうが殺戮か無関心で終わるのだから、妖魔王はいざ知らず、これは妖魔達の唯ゆい一いつの美点であるかもしれぬ。

　さらに、多くの妖魔が昼の光に眠ねむるため、人間達は妖魔の刻ときさえ無事に過ごせば、決して妖魔と共存できないわけではなかった。それでも、その存在は脅きよう威いであり、恐きよう怖ふの対象でしかなく、両者の遭遇は殺戮者と獲物のそれであったが。

　その妖魔を支配する。

　ジャダでなくとも、人間ならば誰であれ、唾つばが音をたてて蒸発するような恐怖と、沼ぬまの底から浮上するようなどす黒い欲望を覚えるであろう。

「それが、できるのか……」

　ジャダは唾を吞のんだ。

「知らん」

「なんだ、てめえ──」

「利用できるのか、と先に言ったな」

　子供をあやすように熊男は言を継ついだ。

「果たして、人間が妖魔を操あやつりきれるものか、どうか。だが……」

「だが、なんでえ？」

「可能ならば、世界の覇は者しやになれるだろう……」

　内容に相応ふさわしくない何気ない口く調ちようのまま、熊男は唇を閉じた。どこまでも意思の読めない鋼はがねの双そう眸ぼうは変わらず、熊男自身に覇者になる気があるのかどうか窺うかがい知ることはできなかった。その無表情が、静かにアモルに向いた。

「おれの話はこれまでだ。さあ、どちらにつく？」

　熊男が言い、ジャダの視線が、ゲイグのそれが、ウーナの褐かつ色しよくの目がアモルに集中した。

　すでに、この集団の主導権はアモルにあった。ただ好き勝手に振ふる舞まう無責任な男に、全員が従おうとしているのだ。

　アモルが強要したのではない。おそらく、生物に根ざした生存本能が、強者に尾おを垂れているのだろう。逆らえば、殺される、と思っているわけではないが、この男の意向を無視して、事を進められるとは誰も思わなかった。

　あるいは、この命いのち懸がけの状じよう況きようにあって、最も生存確率の高い道を選せん択たくしているのかもしれぬ。ここまで生き残れたのがアモルのおかげであると、誰も信じて疑わない。意向に反して別行動をとることは、そのまま死を意味した。

「面おも白しろいことを考える」

　アモルは愉たのしそうに微わ笑らった。

「おれには、考えつかんな」

「ならば──」

　おれにつけ、と言いかけた熊男は、奇き妙みような顔で口を閉じた。

　遠い振しん動どうが足の裏を刺し激げきしたのだ。

　どこかで地じ震しんがおきたような、岩が崩くずれたようなむず痒がゆい感かん触しよくだ。微かすかな揺ゆれが、食虫植物の隠いん花かのように全身を包んだ。不ふ吉きつな感覚が波のように高まる。

「答えは、生き残ってからにしよう」

　アモルは、右腕に抱いたチコを、左腕に移した。

　ウーナが悲鳴をあげた。

　べっとりと血に濡ぬれたアモルの左手を見たのだ。

　腰の剣が、鋭するどい刃はを少しだけ覗のぞかせていた。それにも、どろりと濃こい血が絡からみ、鞘さやを朱あけに染そめている。

　血は、アモルの左手首から溢あふれていた。左手首が骨の見えるまでに破れ、裂さけた動脈から夥おびただしい量の血が手を濡ぬらし、黒こつ褐かつ色しよくの地面に落ちて、どす黒い血ち溜だまりを生んでいた。

　相当に前から流れていたはずだ。貧血をおこしても不思議ではない出血である。

　アモルの顔色は変わっていない。

　微かな揺れが、疑いようもない地鳴りに変わった。

「おぬし、──おぬしは、まさか……」

　熊男の声が震ふるえた。

「おれの話を聞いて、──奴やつが血を好むと知って……わざと──」

「──ふふ」

　アモルは微わ笑らった。それが、激はげしい哄こう笑しようになった。

　傭よう兵へい達は恐きよう怖ふに青冷め、呼応するかのように、島は耐たえがたいまでに鳴動した。
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「間かん者じやだとぉ」

　国王は豚ぶたのような唇くちびるの奥で、ぎりぎりと歯を鳴らした。

　大理石の部へ屋やはオーリンの力でもって、再び遥か彼方かなたの映像を結んでいた。音声さえも、リアルタイムで聞こえるのだ。

「どこの国のだ？　あそこまでこちらの情報を摑つかんでいるとは」

「禁断の書のことも知っておるようですな」

　国王の興こう奮ふんとは逆に冷静な声は、祭さい司しのものだった。白衣の老祭司は、腕の中に抱かかえた古びた書物に目を落としていた。
















　視線を感じた。

　目をあげると、オーリンの虚うつろな両眼が書物に注そそがれていた。

　祭司に気づかれたことを悟って、オーリンはすぐに目をそらしたが、書物の存在がひどく気になるようであった。占うらない婆ばばあの能力が何かを感じるらしい。祭司はそれが何かを確かめるべきであった。だが、彼は尊大な態度で鼻を鳴らしただけだった。

「すぐに調べろ。我が国に情報の漏ろう洩えい者しやがおらば、即そつ刻こくに首をはねてくれる！」

　国王の切れる寸前の声が、部屋（今は妖よう島とうを映しているが）に満ちた。

　文ぶん官かんが頭を下げた。部屋を辞そうと立ち上がりかけたのを、国王は太い腕をあげて制した。

「いや、待て。おまえも妖よう魔ま王おうの心臓を拝おがんでいくといい。……おい、心臓を映せ」

　国王の命令に、オーリンは首を横に振ふった。

「……心臓の妖力がわしの力を阻はばんでおります。直接には映せません。じゃが、この中の誰だれかが心臓のもとまで行けば、その者の目を借りることができましょう」

　オーリンは皺しわだらけの指をあげ、アモル、ウーナ、ジャダ、ゲイグ、熊男を順に指差して言った。

　国王はオーリンの指の先を追い、鼻で笑うと、器うつわに盛もられた食べ物に手を伸ばした。

「ならば、最後まで見物するとしよう」

　口に運びながら、嫌いやな笑みを浮かべた。闘とう士しの死を期待する闘技場の観客の笑みだった。

「果たして何人が生き残るかな。妖魔相手にここまで生き延びるとは、なかなか結構な拾いものであったぞ」

「おそれいります」

　文官は媚こびるように頭を下げた。国王の言葉を、傭よう兵へいを雇やとった彼に対する讃辞と受け取ったのだ。

「これで連中が心臓を手に入れれば、後は容易たやすく奪うばえるというものだ」

　国王は肉を揺らして哄こう笑しようした。







　ぼこり、と岩を砕くだき、現れたのはグロテスクなピンク色の肉にく紐ひもだった。

　ぼこ、ぼこ、

　溶よう岩がんが沸ふつ騰とうするような音をたて、さらに数本が地面から生えた。血の匂においがアモルのそれだと判わかるのか。先せん端たんが迷わずアモルを襲おそった。

　水を泳ぐ魚のように、アモルの軀が動いた。先端を躱かわし、するりと懐ふところに潜もぐり込む。

　シャッ

　鞘さや走ばしった剣が、横よこ殴なぐりに一いつ閃せんした。

　イカを斬きったような感かん触しよく。軟なん体たい動物の皮ひ膚ふの感触が、最後まで残った。しかし、切断面は鮮あざやかだ。するりとした斬り口である。骨も無く、あれだけ血肉を啜すすりながら、食道らしきものも無い。体液も流さず、おぞましいピンク色だけを見せて、地面に落ちた肉紐はのたくった。

　蛸たこの足のようだ。吸きゆう盤ばんこそ無いが、ナメクジのように這はい、ぐねりと裏返る不ぶ気き味みさは、軟体動物の動きそのままだ。切断されても死なない生命力も、それに近い。

　それでも、攻こう撃げき能力は失われるらしい。地面に暴あばれるだけとなった。

「どうした！　化ばけ物もの」

　アモルは嘲あざ笑わらった。

「これだけの数でおれを喰くえると思ったか」

　オオオオオオオオオ──

　反はん応のうは凄すさまじい鳴動だった。べきべきと亀き裂れつが生まれ、走った。

　放射状に伸びていく亀裂の起点が、小山のように盛もり上がっていく。

　噴ふん火か寸前のように。ここは火山島であったのか。いや、違う。何かが地底から現れようとしているのだ。何が？　肉にく紐ひもの本体か。アモルが剣を構えた瞬しゆん間かん、地面が爆ばく発はつした。

　岩石を四散させ、現れたのは、果てしなくも巨大な肉紐であった。

　樹じゆ齢れい数千年の巨木と見み紛まがう。縄なわが捩よじれたような肉肌はだも、樹皮のようだ。その一部が動いた。ずるり、と蛇へびが動くように。

　違う！　巨大樹に見える一本は、無数の肉紐が絡からみ固まったものだ。

　びくんびくんと、鼓こ動どうするような肉紐の痙けい攣れんが、音となって聞こえてきそうだ。

「一族総出かな」

　さすがに呆あきれたように呟つぶやいた途と端たん、巨樹が弾はじけた。

　無数の肉紐が、雪崩なだれるようにアモルを襲おそった。アモルは逃にげない。棒ぼう立だちのままだ。

　ウーナが悲鳴をあげかけ、えっ、と目を瞠みはった。

　ばらばらと、肉紐の先せん端たんが落ちたのだ。見えない刃は物ものに触ふれた、巨人の指のようだった。

　アモルの姿が霞かすんでいた。棒立ちの姿勢であることは判るが、薄うすい幕まくに覆おおわれているかのように、よく見えない。その幕が、肉紐を寄せつけないのか。次から次と、アモルを襲う肉紐が先端を失って地面に落ちる。

　風が鳴くような音が聞こえた。アモルの周囲からだ。

「……剣けん風ぷうだ」

　熊男が言った。

　アモルの剣と、剣を握にぎる右腕が見えなかった。

　常識を超こえた速度で動くアモルの腕が、自らの周囲に旋せん風ぷうを生んでいた。防ぼう御ぎよ幕まくのように。無数の肉にく紐ひもは、いずれもアモルの軀に触ふれることができない。

　怨おん念ねんのこもる動きで、肉紐が反転した。

　ずるずると根本が地面に退しりぞいた。巣す穴あなに戻る蛇のように、肉紐は出てきた穴に消えていった。

　最後の一本が穴に没ぼつした時、ジャダは大きく安あん堵どの息を吐はいた。

「──たく。何を考えているんだ。わざわざ化物を呼び寄せるたぁ……」

　はっ、と口を噤つぐんだ。

　アモルの目的を悟さとったのだ。

　巨樹と化した肉紐の束たばが、巨大な穴を残していた。

　すなわち、肉紐の本体まで通じる穴を。

　アモルは、穴の縁ふちに立ち、挑ちよう戦せん的な笑みを浮かべていた。

　傭よう兵へい達の戦せん慄りつの視線に気づき、彼らに軀を向けた。

「おれは行くが、どうする？」

　アモルの問いに、誰も答えられなかった。

　深しん淵えんのような穴から、凄すさまじい妖よう気きが爆ばく煙えんのように噴ふき出していた。島に充じゆう満まんする嫌いやな妖気を何倍も濃こくしたものが、うねるように溢あふれてくるのだ。ひと息吸っただけで、全身が凍こおる。足が、萎なえてしまいそうであった。

「ふ……」

　アモルは冷笑した。

「心臓は持ってきてやる。どうするかを、二人で決めておくんだな」

　ジャダと熊男に言い、剣を収めると、アモルは穴に足を向けた。身を投げる前に、ウーナに眼を向けた。

「来るか？」

「あ……」

　ウーナの声が詰つまった。喉のどが硬こう直ちよくしていた。身体が動かない。妖気のせいだ。

　青冷めた顔に肩をすくめ、アモルは穴に身を躍おどらせた。

「ま──って」

　糸に引かれるように、ウーナの足が動いた。一度動くと、呪じゆ縛ばくが解とけた。ふらふらと、置いていかれてしまった心細さで穴を覗のぞいたウーナは、底にアモルの姿を認めて、ほっと息を吐いた。

　穴は、十オーマ下が底であった。そこで垂直に折れ、緩ゆるやかに傾けい斜しやしながら、島の中ちゆう枢すう部ぶに向かっている。さながら、洞どう窟くつのようだ。

　その入口で、アモルは左腕に抱いたマントを広げていた。

　チコが包みから現れた。発ほつ作さのように叫んだ後、再び昏こん睡すい状態に陥おちいっていた少女の瞼まぶたが、微かすかに動いた。

　穴の底は太陽の死角になっていた。淵ふちの影かげが闇やみを生んでいる。妖よう魔まの刻ときではないが、暗闇が小妖魔を活気づかせたらしい。燐りん光こうを放つような大きな眼を開き、チコは翼つばさを広げ、舞まった。

　アモルが肩にマントを戻すと、チコは心得たように肩にとまった。

　いつもの無む邪じや気きさがない。何も言わないが、怯おびえた眼を洞窟の奥に向けたまま、チコは翼を閉じたり開いたりした。落ち着かないのだ。

　アモルは左手をあげ、チコの喉のどをくすぐった。チコは喉を鳴らした。小さな舌を出し、アモルの左手首を舐なめた。とても止まりそうになかった血はすでに流れておらず、傷口さえも跡あと形かたもない。固まった血がこびりついているだけだ。

　チコはそれを舐めた。その少女の横顔を眺ながめるアモルの顔に、笑みが浮いた。

　穴の縁ふちで、ウーナは胸を温かくした。

　初めて見た。優しい笑みだった。

「わたしも行くわ」

　ウーナは躊躇ためらいもせず、穴に身を投げた。洞窟の奥から漂ただよい、水のように穴に満ちる妖気さえも気にならなかった。

「へへえ」

　アモルは単純に喜んだ。

　探検を誘さそったガキ大将が、仲間が一いつ緒しよに来ると知って喜ぶ顔であった。アモルにとっては、肉にく紐ひもの本体に挑いどむことも、妖魔王の心臓を破は壊かいすることも、その程度のことであるのだろう。どこまでも、遊び気分だ。

「呆あきれたひと……」

　ウーナはくすりと微わ笑らった。

　その背後に、熊男が降りた。

「おれも行こう」

「抜ぬけ駆がけするな。おれも行く」

　ジャダが続いた。ここで残れば、心臓への優先権は失われると考えたらしい。

「楽しくなりそうだな」

　アモルは、宝物を探しに行く子供のような顔で笑った。

　熊男が松明たいまつを作った。島に激げき突とつした船の残ざん骸がいを拾ってきていた。湿しつ気けを帯びていたが、服を巻きつけて火をつけた。朱しゆ色いろの炎ほのおが踊おどり、穴の中に四つの影かげを揺ゆらめかせる。

「明かりも持たずに行くつもりだったのか」

　熊男はアモルに松明を差し出した。

「忘れていたよ」

　アモルは肩をすくめて受け取った。熊男は胡う乱ろんな目でアモルの顔を見た。

　──こいつの眼は、明かりを必要としないのか。

　いくら夜目がきこうとも、一切の光が存在しない場所では何も見ることはできない。少なくとも人間は。うっかり忘れるというものではない。

　熊男は問い質ただそうと口を開きかけた。

「おい、ゲイグ。どうした？」

　ジャダの声が邪じや魔まをした。全員の視線が穴あなの縁ふちへ動いた。

　そこにゲイグがいた。降りてこようとはせず、穴の縁に立ったままである。

　躊ちゆう躇ちよの表情が、蛙かえるに似た顔に浮かび、やがて、

「おれは、行かん」

　と、言った。

「どうして」

　ジャダは驚きよう愕がくした。傭よう兵へい仲間の間では、妙みように気が合っていた者同士である。ここで別行動をとるとは思っていなかった。

「おれには、ここまでが、限界だ。……総そう毛け、立っている」

　ゲイグはむき出しの腕を擦さすった。粟あわ立っていた。無数のぶつぶつが指に触れる。

「なんだ、それくらい！　おれだって、そうだ」

　ジャダは腕を振ふり上げた。彼の全身も産うぶ毛げまでそそけだっていた。むしろ、ゲイグよりひどい状態かもしれない。顔色は、蒼そう白はくを通り越して黒ずんでさえいた。

「…………」

　ゲイグは何も言わない。ジャダは語気を緩ゆるめた。

「なあ。ここまで来て尻しり込ごみするなよ。獲え物ものは妖よう魔ま王おうの心臓だ。危険があって当然じゃねえか。な、来いよ」

「すまん」

「────」

　ジャダは口を閉じた。言葉が見つからなかった。滅めつ多たに意志表示しない男だっただけに、行かない、という言葉には、揺るぎない意志が込められているように感じた。

「残るのも危険だぞ」

　口を開いたのは、熊男だった。

「単独行動は自殺行こう為いだ」

「判わかって、いる」

　ゲイグは低い声で頷うなずいた。

「だが、化ばけ物ものが狙ねらうのは、穴を下っていく、あんたらだろう。それに、賭かける。保ほ身しん、と笑ってくれ。おれには、もう、無理だ」

「そうか……」

　熊男は重く顎あごを引いた。

　ゲイグの視線が、ジャダに動いた。

「分け前は、いらん。……無事に、帰って来い」

「見損なうな」

　ジャダは怒ったように言った。

「────」

「盗とう賊ぞくはな、襲しゆう撃げきに参加しねえ仲間にも分配するんだよ」

「……盗賊だった、のか？」

「悪いかよ。こう見えても、頭かしらなんだぜ。仲間がよ、遊んで暮くらせる金が欲しくて、やってきたんだよ」

「そう、か」

　ゲイグは息を吐はくように、ふっ、と笑った。

「お互たがい、何も、知らないな」

「生きて帰れたらよ、語り明かせばいいのさ。酒でも飲のんでよ」

　ジャダも笑った。

　深しん淵えんの闇やみが薄うすらぐような、蠟ろう燭そくの炎ほのおにも似た穏おだやかな空気が波は紋もんのように広がった。

　──生きて帰れたら……

　ほのかな希望がウーナの胸に湧わいた。

　──生きて帰れたら、何かが変わるかもしれない。

　ウーナは思った。自分達は、反感と己れの欲望だけを育てていたような間あいだ柄がらだった。だが、友情のような仲間意識が流れるのを、この時、確かに感じることができたのである。
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　洞どう窟くつは次第に急勾こう配ばいになりつつあった。

　頭上の圧あつ迫ぱく感かんが重い。崩くずれるかもしれないという恐きよう怖ふが首の骨を軋きしませる。かなり深く潜もぐったらしく息までも窒ちつ息そくぎりぎりまでに苦しいが、これは洞窟中に漂ただよう妖よう気きのせいだった。

　硬かたいはずの岩いわ肌はだが、臓ぞう器きのような感かん触しよくだ。

　なぜ、ぬるりとしているのだろう。血を塗ぬってあるようだ。凄すさまじい腐ふ臭しゆうが濡ぬれた岩肌から漂い、放射能のように空気を汚お染せんしている。息をすれば、肺が腐くさりそうだ。

　誰だれもが無言だった。

　口を開くと、そこから汚お物ぶつが侵しん入にゆうしてくるような気がした。口こう腔こうを冒おかし、食道を腐ふ乱らんさせ、胃を汚お濁だくでぐちょぐちょにし、内臓を破は壊かいするような汚物が。

　ふい、と炎ほのおが動いた。

　朱しゆ色いろの線が蛇へびが這はったような残光となった。

「────？」

　疑ぎ惑わくの波動がアモルに集中した。

　松明たいまつを持っているのはアモルである。彼が先頭であり、ウーナ、ジャダと続いている。洞窟は横に並ならんで通れるだけの広さはない。最さい後こう尾びが熊男だ。

　また炎が動いた。

　今度は見えた。アモルが松明で何かを払はらったのだ。

　ぶよぶよの緑色の塊かたまりだった。

　クラゲのように浮ふ遊ゆうしてきたそれを、炎が弾はじいた。脆もろいものだった。ゼリーのように砕くだけ、緑色の飛沫しぶきを散らした。金色の火飛沫が混ざった。妖あやしいまでに美しい宝ほう砂さのようだ。

「触さわるな」

　ウーナが指を伸のばしかけたのを、アモルは制した。

「妖気の塊だ」

　砕けた半はん透とう明めいの塊は浮遊したまま、飛沫を吞のみ、アメーバのように融ゆう合ごうした。見る間に心臓ほどの塊に戻る。アモルは唇くちぴるの端はしを上げた。

「凄すごい妖気だな。物質化してやがる」

　右手を伸ばし、手の中に入れた。探るように指を這はわし、ぐしゃりと握にぎった。豆とう腐ふのように潰つぶれた妖よう塊かいが、今度は霧きりのように空気に溶とけた。

「チコ。妖魔王の妖気か？」

　アモルは肩の小妖魔に訊たずねた。チコは首を振ふった。

「……わからない。こんなの、初めてだよ」

　震ふるえ声で言い、チコは首を縮めた。小さな身体が、おこりのように痙けい攣れんしていた。体温が低下しているらしかった。妖魔王の気が妖魔を冒おかすのか。アモルはチコの頭を軽く撫なでた。

「いいさ。すぐに判わかる」

　底知れぬ冥めい府ふの闇やみわだに、血のような光が滲にじんでいた。

　悪魔の吐はいた息が闇を侵おかすように光は揺ゆれていた。どこやらから洩もれた光らしいが、沼ぬま底ぞこのように重い闇に、洞どう窟くつを照らすまでの力は無いらしい。光源が弱いのか。遠いのかもしれなかった。いずれにせよ、それが闇の終点であるようだ。

　妖魔王の心臓。肉にく紐ひもの主ぬし。──全すべてがそこにいるはずだ。

　アモルは微かすかな笑みを浮うかべ、何事もなかったような平然さで、再び歩き始めた。

　虚きよをつかれたのは、傭よう兵へい達であった。

「待てよ。──今のは、何だ？」

　煙のように充じゆう満まんする異様な気に噎むせながら、ジャダは口を開いた。普ふ通つうならば、まともに喋しやべれはしない。アモルを引き止めようと、右手を伸のばした。それへ、

　ぼとり、と妖塊が落ちた。緑色の妖塊が天てん井じようの岩を這はい、粘ねん液えきのように滴したたっていた。

「ひい！」

　ジャダは悲鳴をあげた。

　酸に包まれたような苦痛。そればかりではない。半透明の妖塊の中で、指がぶくりと膨ふくれたのだ。水に漬つかった死体の手。皮ひ膚ふが腐ふ乱らんした。どす黒く変色し、膿うみのような黄こう斑はんと脂し肪ぼうのような白斑が浮いた。皮膚が溶け、指と指の間に膜まくを引いた。水みず搔かきのように。

　妖塊が腕を這い始め、ジャダはさらに悲鳴をあげた。

　皮膚が爛ただれる。青黒く変色していく。両生類の肌のように、濡ぬれていく。

　アモルが炎ほのおを近づけた。

　肌を焼く痛みにジャダは仰のけ反ぞった。妖塊が散った。腕が剝むき出しになる。恐おそる恐る目を向けたジャダは、啞あ然ぜんとなった。どこも変わっていない自分の腕だった。肌は腐くさっておらず、手に生えた水搔きも無い。

「幻げん覚かく、だったのか……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「己おのれが何者か、忘れないことだ」

　アモルは傭よう兵へい達に軀を向け、諭さとすように言った。

「どういうことだ？」

「幻覚も認めれば本物になる。凄すさまじい妖よう気きに細さい胞ぼうが過か敏びんに反はん応のうしているからな。幻覚の通りに変わるだろうぜ」

「う……」

「この洞どう窟くつ、いや、島にいる限り妖気から逃のがれようもないが。──まあ、なるべく妖よう塊かいには触ふれないことだ。結けつ晶しようした妖気だからな。異様に濃こいぜ」

「て、てめえは、──平気なのかよ」

　天井から落ちた妖塊がアモルの頭に落ち、髪かみから顔へ這っていた。

「変えられる、というのは嫌きらいでね」

　謎なぞめいた台詞せりふだった。

「────？」

「ふ……」

　アモルは右腕を上げ、顔の妖塊を拭ぬぐった。手についたものを水すい滴てきのように飛ばした。ジャダはびくりと身を引いた。アモルはくすくすと微わ笑らった。

「こ……の！」

「──しっ！」

　激げき怒どしかけたジャダを、アモルは鋭するどく制した。

　闇やみの奥に、顔を向ける。

　朱あかい妖光が奈な落らくの底で揺ゆれていた。

　来い、と言っているようだった。早く来い、と。

「ああ。行ってやるぜ」

　アモルは囁ささやいた。待ち侘わびる恋人に言うように。

　歩き始めた。ウーナが慌あわてて追った。ジャダは動かない。熊男がジャダの肩に手を置いた。

「ちくしょう。本当に奴やつぁ、何者だ」

　低く罵ののしり、ジャダも動いた。熊男が何かを考えるように目を細め、後を追った。

　妖光が次第に大きくなり──

　ふいに洞どう窟くつが終わった。







　巨大な空洞が眼前に広がった。

　鐘しよう乳にゆう石せきのような奇き岩がんが天てん井じようから氷柱つららのように垂れ、地面からも歪いびつな角つのに似た不気味な岩が生えていた。岩は無数の瘤こぶだらけで、血のような光を放っているのはそれだった。悪あく霊りようの眼のように明めい滅めつし、暗黒の闇を血色に染そめるのだ。

　ずるり、

　ずるり、

　奇岩の間を肉にく紐ひもが這はっていた。夥おびただしい数の大だい蛇じやさながらに。それよりもおぞましい、巨大なミミズのように。互いに絡からみ、もつれ合い、うじゃうじゃと蠢うごめいていた。

　糞ふん便べんのような吐き気を催もよおす異い臭しゆうが漂ただよっている。血が腐くさったような汚お臭しゆうだ。空洞中に血肉の残ざん骸がいがこびりついていた。血の響きよう宴えんは一度や二度ではあるまい。腐って糸を引く汚物を肉紐が肉肌はだになすりつける。肉紐が蠢くたびに嫌いやな臭においが渦うずを巻く。

　地じ獄ごくの光景だ。

　血光が闇を照らす。蛇のように肉紐の群れが動く。

　そして、その中央に鎮ちん座ざする巨大な塊かたまり──

　ぶよぶよの真しん紅くの球体だった。直径百オーマは優に有るだろう。惑わく星せいを連想させる圧あつ倒とう的な巨大さだ。無数の肉紐がのたくりながら球体の下部に繫つながっている。肉紐はその球体から生えているのだ。

　肉にく紐ひもの数を無視すれば、それは──その姿は巨大蛸たこのそれだった。

　キィィィィィ──

　チコが悲鳴をあげた。

　ざわり、と肉紐が波うった。数百の先せん端たんがゆらぁと鎌かま首くびをもたげた。

「そ、その妖よう魔まを黙だまらせろ」

　ジャダは囁ささやくように罵ののしった。洞どう窟くつの影かげに身を沈しずめているが、この場所は見つかれば逃げ場が無い。すでに炎ほのおは消してあるが、肉紐の感知機能は視覚とは無関係だろう。

「チコ、あれが妖魔王か？」

　アモルは低い声で訊きいた。小妖魔はびくりと震ふるえた。悲鳴は押おさえたが、口を開けばまた迸ほとばしりそうだ。激はげしく首を振ふった。

「違うのか？」

「──妖魔、じゃない」

　こくり、と唾つばを吞のみ、チコは言った。

「妖魔王じゃないよ。──あれは、……あれは、妖よう神しんだよ！」

　ざわ、ざわ、ざわ、

　異様なざわめきが満ちた。肉紐が海底のイソギンチャクのように揺ゆれていた。獲え物ものを誘さそっているようだ。アモル達の存在を感知したが、位置まではまだ捉とらえていないらしい。

　来い、

　来──い……

　声無き声が脳を揺さぶった。

　アモルはゆっくりと剣を抜ぬいた。

「妖神か。──こんな所にいたとはな」

　皮肉な声で呟つぶやいた。

「な、なんだよ。妖神って？」

　ジャダがそれを聞き咎とがめた。

「封ふうじられた神さ」

　肉紐から眼をそらさず、アモルは答えた。抜いた剣は軀の斜ななめ前で下に向けている。肉紐に攻こう撃げきの兆ちよう候こうが現れれば、逆に撃うって出る気だ。

「気の遠くなるほどの太たい古こに、星々を支配した神の一族がいたと言う」

　アモルは続けた。

「その超ちよう越えつした力は宇宙を創造し、その歪んだ狂きよう気きの性さがは宇宙を破は壊かいしたそうだ。闇の性と、それに相応ふさわしいまでにおぞましく、恐きよう怖ふを呼ぶ姿に妖神の名がある。──伝説では、さらなる超ちよう越えつ者しやに滅ほろぼされた、あるいは、どことも知れぬ場所に封じられた、と聞くがな。この眼で見るとは、思わなかったぜ」

「その話、聞いたことがあるな」

　熊男が口を開いた。鋼はがねの目が異様にぎらついていた。

「妖神は深い眠ねむりにつき、わずかに残った妖気より妖魔の祖が生まれたとか。妖魔の祖ということは、妖魔王のことだろう？　つまり、こいつは妖魔王よりも古く、怖おそろしい存在だというわけだ。──ジェルディグリの馬鹿め。やっかいな妖あやかしを甦よみがえらせおって。これで世界は妖神の手に落ちるぞ！」

　一息にまくしたてながら、熊男は肩を震ふるわせていた。笑いを堪こらえていたのだ。ヒステリックな笑いを。

「人類は終わりだ。いいや、この世の最さい期ごだ。──馬鹿め。愚おろか者ものめ」

「な、なんだよ」

　狂くるったような熊男の様子に、ジャダは鼻はな白じろんだ。

「そんな怖おそろしい奴なのかよ。──蛸たこの化ばけ物ものじゃねえか」

「あれが蛸に見えるとすれば、目が悪いな」

　アモルは冷笑した。

　ジャダは気け色しきばんだ。口を開きかけ、ぎくりとその目がアモルを素通りした。妖神に吸いついたのである。

　真しん紅くの巨大な球体の表面に──

　蛸の目に当たる位置に、とろりと濡ぬれた禍まが々まがしい凶きよう眼がんがあった。いかなる思考も超こえた思考と狂きよう気きの果ての狂気を湛たたえ、宇宙の深しん淵えんと時空の歪ゆがみを見つめる眼。ひと目見ただけで魂たましいが凍こおりつき、未来永えい却ごう溶とけることはあるまい。

　だが、ジャダの視線は妖よう神しんの眼ではなく、真紅の球面に浮ういた暗黒の文もん様ようにあった。宝石の染しみにも見える複雑な文様が、ジャダの視線の先で、水のように揺ゆれていた。

　暗黒の曲線が奇き妙みような形を描いている。ゆらりと動く影は、水みず搔かきの生えた巨大な手ではないだろうか。形を見定める前に、それは真紅の彼方かなたに没ぼつした。別の影が揺れる。蛇のような、のたくる尾おのような、鞭むちに似た触しよつ覚かくのような影。あるいは、触手か。海面に揺れる水中植物のようでもあった。

「胞え衣なだ」

　アモルは低い声で言った。

「胞衣？」

「胎たい児じを包む膜まくさ。妖よう神しんの実体は、あの球体の中身だ。滅ほろぼされ、あそこまで再生したか。それとも、別の個体か……」

　言われてみれば、球体に描かれた文様が逆さまになった胎児の姿に見えてくる。蛸の目にあたる位置に光るものは、やはり妖神の不気味な双そう眸ぼうだ。濁にごった膜まくを透すかし、妖あやしい光を放っているのだ。細部の判わからない胴どう体たいがその上に繫つながる。巨大蛸の頭部の中で、妖神は逆さか子ごの状態で成長しているらしい。

　ドク、ドクン、ドクドクン、ドク、

　狂くるった律動の心音が空くう洞どうに反はん響きようした。岩の瘤こぶが明めい滅めつし、肉にく紐ひもがぐねぐねと踊おどった。

「ふ……、いずれにせよ、殺るなら、孵ふ化かする前だな」

　すい、とアモルは動いた。誰が止める間もない。草原を歩く気楽さで、肉紐の中を進んだ。

　ウーナは悲鳴を吞のみ込んだ。

　先せん端たんが反はん応のうしたのだ。無数の肉紐がアモルを襲おそった。

　ぐちゃり、

　肉紐の首がぶつかった。アモルの姿はすでにない。地面を蹴けり、角つののように生えた奇き岩がんで跳はねた。絡からまった肉紐が離はなれた時、アモルは天てん井じようから垂れる氷柱つららのような岩にいた。蝙蝠こうもりのように。頭が下だ。真下には妖神を包む胞衣。

　不敵な笑みが唇に浮いた。

　氷柱を蹴った。マントが羽根のように広がり、銀光が猛もう禽きんの爪つめのように閃ひらめいた。

「なに──！」

　この男の口から驚きの声が迸ほとばしるとは。

　必殺の剣は空を裂さいた。まさに、空だけを。手て応ごたえは皆かい無む。剣は胞え衣なを素通りしたのである。

　空中で身を入れ替かえ、アモルは胞衣近くの角岩に身を置いた。猫のように。両足と左手で身体を支え、剣を伸ばした。見上げるまでに巨大な、蛸たこの頭部のような胞衣に、剣先はあっさりと潜もぐった。抵てい抗こうはない。いや、そこには何も無かったのだ。

「チコ、こいつは影かげか？」

「ううん、いる。そこにいるよ」

　アモルの肩でチコは叫さけんだ。妖よう魔まの眼が燐りん光こうを放っている。

「存在の次元が違うんだよ。位い相そうを合わせなきゃ──」

「方法は？」

「わかんない。あいては妖神だよ」

「もっともだな」

　アモルは微わ笑らった。剣を引いた。この時、肉にく紐ひもが暴れながら角岩を襲おそった。先端が生首のように飛んだ。目にも止まらないアモルの剣技だった。

　悲鳴が響いた。ウーナの声だった。のたくる肉紐の彼方かなたにウーナ達がいた。ついに見つかったらしく、洞どう窟くつを追われていた。散り散りに逃にげる彼らを、不気味に丸まっちい肉紐の先端が次から次に襲う。腹を狙ねらうのは、そこが柔やわらかいと知っているからだろう。嫌いやらしい動きだ。

　ジャダの動きが鈍にぶかった。辛かろうじて肉紐の攻こう撃げきを躱かわしているが、足が滑すべるのか、何度も転ぶ。

　アモルは岩を蹴けろうとし、ぞくりと動きを止めた。

　この男が動きを止めるだけの悪お寒かんが、背骨を直撃したのだ。

　妖よう気きが──凄すさまじい妖気が胞衣から奔ほん流りゆうとなって迸ほとばしっていた。緑色の物質が空気中に泡あわのように現出した。岩がん壁ぺきを滴したたり、粘液のように地面にわだかまっていく。

「アモル……」

　チコの震ふるえ声。

　肉紐が動いていた。切断された肉紐が。

　切断面が融ゆう合ごうし、鎌かま首くびがあがった。




　　　　２




「ど、どういうことだ？　妖よう魔ま王おうの心臓ではないのか？」

　歯の根の合っていない声で、国王は責めた。

「わ、わかりません。文ぶん献けんには確かに……」

　祭さい司しも震ふるえた。

　妖神の凄せい絶ぜつな妖気が、幻げん影えいを通して王達を震わせた。

　オーリンは死に物狂いで水すい晶しよう球きゆうを撫なでまわした。

「消えない……」

　オーリンは妖神の幻げん影えいを消そうとしていた。王達よりも鋭するどい老女の感覚は、妖神の危険性を真っ先に察知した。だが──

「け、消せない……」

　オーリンは焦あせった。

　ざわざわと蠢うごめく肉にく紐ひもが大理石の部へ屋やに溢あふれた。

「ひい！」

　国王の情けない悲鳴に、視線を集中した文ぶん官かんと祭司は戦せん慄りつした。

　肉紐のひとつが国王の首を巻いていたのだ。

　見る間に色を失い、窒ちつ息そくのどす黒さに染そまってゆく豚ぶたに似た顔。

「げ、幻影じゃないのか！」

　文官はオーリンを睨にらみつけた。

「早くこの部屋を元に戻もどせ！」

　オーリンはおろおろと首を振ふった。

「で、できませんのじゃ」

　皺しわだらけの指が震ふるえながら水晶球をまさぐる。

　透とう明めいな表面に老婆の怯おびえた顔が反射しているのを見た瞬しゆん間かん、文官はかっとなった。

「ならば、こうしてくれる！」

　懐かい剣けんを抜ぬき、鋭えい利りな刃やいばを水晶球に叩たたきつけた。

　ぴしり、と亀き裂れつが走り、巨大な水晶球はあえなく砕くだけた。

「な、なんて真ま似ねを……」

　ぶるぶると震えながら、オーリンは水晶球のかけらに指を這はわせた。

「これでわしの力は完全におよばなくなった……」

「なんだと……？」

「ぎゃあ！」

　嫌いやな悲鳴が迸ほとばしった。

　それが国王の悲鳴だと文官が首を巡めぐらした、その眼前に、ごとりと重い物が落ちた。

　こぼれ落ちんばかりに飛び出た眼球と目があった。

　文官は悲鳴を吞のみ込んだ。

　床ゆかに落ちたのは、国王の首であった。

　ばあばあ、と血を噴ふき出す胴どう体たいに、肉にく紐ひもが潜もぐり込んでいた。肉の弛ゆるんだ腹がびくびくと痙けい攣れんし、皮ひ膚ふと服を突つき破って肉紐が飛び出た。肉紐に絡からまったどす黒い紐が腸ちようであると悟さとった瞬しゆん間かん、文官は狂きよう気きの悲鳴をあげた。

　ぐちゃり、と肉の潰つぶれる音は、やけに響ひびいた。

　少し離はなれた先に、見るも無残なミンチがあった。その肉の塊かたまりが、真しん紅くに染そまりつつある白い礼服から祭司のものだと知れた。ばらばらになった魔道の書がべっとりと血に濡ぬれて、祭司の残ざん骸がいの上に舞まい散った。

　肉紐の群れが残骸を啜すすり、新たな餌え食じきを求めて扉とびらに殺さつ到とうした。

「この幻影は本物になった……」

　オーリンの嗄しわがれた声が木こ枯がらしのように流れた。

「もはや、消すことはできぬ。この国の、いや、この世の最後のひとりが餌食とされるまで、あれを止めることはできぬじゃろう……」

「ば、ばかな。そんなばかな」

　文官は痴ち呆ほうのように虚うつろな声で繰くり返した。

　その頭上を残った肉紐が襲おそった。

　オーリンは濁にごった目を閉じた。

「おぬしらは、触ふれてはならぬものに手をつけてしまったのじゃよ。……最後の望みは、彼らが妖よう神しんを倒たおすことじゃが」

　オーリンの周囲に、これだけは幻影のままの傭よう兵へい達の姿があった。

　オーリンは力なく首を振ふった。

「神を倒せるはずもないか……」

　遠くから悲鳴が響いてくる。

　大理石の部屋から溢あふれた肉紐が、手当たり次第に人を襲っているのだろう。王城が内部から壊かい滅めつするまで、さほどの時を必要とするまい。

　──人類の終わりじゃ……

　ゆるゆると近づく肉紐の気配を感じながら、オーリンは呻うめくように呟つぶやいた。

「人間が滅ほろびようと知ったことじゃないがな──」

　皮肉な声に、オーリンは濁った目を開いた。

　老ろう婆ばを襲おうとした肉紐が、あっさりと断たち斬きられて首を落とした。

「神を倒せるはずがない、とはよくもぬかした。──よく見てるがいいぜ」

　快活な気配は風のように遠とお去ざかった。

「誰じゃ。おぬしは……？」

　オーリンは盲目の目を彷徨さまよわせ、声の主ぬしを求めた。

　濁った目はなにものも映さなかったが、鋭えい敏びんな感覚は紛まぎれもない妖よう魔まの匂においを感じとっていた。

　純血の、直系妖魔の匂いを……







　──このままじゃ、殺やられる！

　熊男は思考した。

　アモルが斬り捨てた肉にく紐ひもは、完全に再生していた。斬っても、斬っても、それは同じだった。生首のような先せん端たんが地面に落ち、蛇へびの胴どう体たいが崩くずれても、切断面は見る間に融ゆう合ごうし、蠢うごめき始めるのだ。

　不渇の泉を汲くむ行こう為いに似ている。疲つかれて、剣を振ふるうことができなくなれば、終わりだ。それは、この集団が死ぬ時でもあった。

　熊男は、肉紐の攻こう撃げきを躱かわしながら、降りてきた洞どう窟くつまでの距きよ離りをはかった。

　──地上へ逃にげるか……

　間かん者じやは何をもってしても、王の命令をまっとうしなければならない。そのための大前提は自みずからの命を護まもることだ。状じよう況きように対する思い切りは早い。それに──

　──ここに心臓はない。

　熊男は確信していた。

　妖よう神しんが存在したことで、ここに妖魔王の心臓が無いことは明らかであった。

　現在の魔王と、かつての魔神が共存しているわけがない。お互たがいに邪じや魔ま者もののはずだ。

　ここが妖神の島であるなら、妖魔王の心臓があるはずはない。

　もはや、長居の要ようはなかった。

　熊男は、ちらりとウーナに目を向けた。

　十八歳の娘むすめは、弾はじけるような動きで、肉紐から逃にげていた。短い裾すそから覗のぞく白い太ふと腿ももが、こんな場合でありながら、目を奪うばう。

「地上へ逃にげるぞ！　ここでは不利だ」

　熊男は呼びかけた。

　ウーナが頷うなずいた。鮮あざやかな身のこなしで、熊男の近くに寄る。

　ジャダは──

　熊男は、ジャダの姿を求めた。肉にく紐ひもの向こうに、逃げ惑まどう男の姿があった。

　声が聞こえたらしく、男は顔を動かした。

　のっぺりとした顔だった。

　うっ、と熊男は悲鳴を吞のみ込んだ。

　それは、ジャダの顔だった。

　だが、異様に額がせり出ていた。顎あごが潰つぶれ、口が横に広がっている。肌はだの色が青黒い。魚類のようだ。低く潰れた鼻の上に、どろりと濁にごった目が見開かれている。

「ジャダ……。目が……」

　ウーナの声が掠かすれた。

　ジャダの目が、蛙かえるのようにぎょろりと丸く剝むき出していた。三倍は大きくなっている。異様な容よう貌ぼうだ。

「[image: ]ぉげぼ[image: ]ぇが[image: ]ぉお[image: ]ぃだっで」

　ジャダの喉のどから、蛙の啼なくような声が飛び出た。

　表情に変化はなく、当人は発声の異常を気づかないらしい。

　おれの目がどうしたって──と言っているつもりなのだ。左手を目にやり、指を這はわす。指に伝わる感かん触しよくもまた変わらないのか。驚きよう愕がくの色は現れない。指には薄うすい膜まくが波うっている。ウーナと熊男は、それが水みず搔かきであると知った。

　──幻げん影えいも認めれば、本物となる。

　アモルの声が甦よみがえった。

「逃げるんだ。来い！」

　愕がく然ぜんとしながら、熊男は叫んだ。

　ジャダは素直に頷うなずいた。のたのたと動いた。脚あしが妙みような具合に曲がっていた。外側に開き、膝ひざが折れていた。蛙が後ろ脚で立って歩くようだ。動きが鈍にぶい。

　肉にく紐ひもが舌した舐なめずりするように背後で鎌かま首くびをもたげた。

「急げ！」

「[image: ]ぁがっで[image: ]ぃがあ」

　わかっていらぁ──その瞬しゆん間かん、踊おどるような肉紐が、ジャダの背中を貫つらぬいた。

　がくん、とジャダの動きが止まった。魚類に変じた顔に何が起きたのか判わからないといった空くう虚きよな表情が浮かび、次の瞬しゆん間かん、魂たましいが引き裂さかれたかのような苦痛の表情が到とう来らいした。内臓を貪った肉紐が腹を破り、血に染そまった先せん端たんを再び胸に没ぼつした。吸血のヤツメが獲え物ものの腹に潜もぐり、顔を出し、再び潜るように。歓かん喜きの波動を放って肉紐は肩に抜ぬけた。

　げえええええええ──

　絶ぜつ叫きようがジャダの口から迸ほとばしり、ばくり、と喉のどが破れた。青黒く硬こう化かした皮ひ膚ふが、柘榴ざくろがはぜるように割れたのだ。朱しゆ色いろの血液を垂れ流しながら、鮮あざやかな蘭らん紅こう色しよくの肉がぴくぴくと痙けい攣れんした。開いた皮膚が閉じ、瞼まぶたをあげるようにまた開く。水中の空気を求める、それはえらだった。

　肩口に伸びた肉紐が、愛あい撫ぶするように喉のどを這はった。肉にく肌はだがえらを塞ふさいだ。

　ひゅう、ひゅうと空気の洩もれる音がした。ジャダの口がぱくぱくと魚のように動いていた。そこから、洩れる音だった。ほとんど魚類に変えられた肉体は肺呼吸ができないのか。青黒い顔が見る間に窒ちつ息そく死しの黒色に変じていく。あるいは、それは、肉体の破は壊かいがもたらす死の兆ちよう候こうであるのかもしれぬ。魚ぎよ眼がんが眼がん窩かからこぼれんばかりだ。激げき痛つうが粘ねん液えきのような涙を溢あふれさせている。

「殺してあげて。お願い、殺してあげて！」

　ウーナは叫んだ。

　ジャダの前に、いつの間にか、アモルが立っていた。

「──ょう……[image: ]ぁげも……の」

　よう、バケモノ……

　ジャダの唇に、観念したような、あるかなしかの笑みが浮いた。

　アモルの手が伸びた。

　左手がジャダのこめかみを摑つかみ、握にぎった。くしゃり、と紙のような音がし、ジャダの脳が潰つぶれた。青黒く変色した血が飛ぶ。

　肉紐が踊おどり、半魚人の肉体を数百の肉片に分解したが、すでに絶命したジャダにはどうでもよいことであったろう。

　ウーナの腰が萎なえた。脚が震ふるえ、そのままへたり込んでしまいたい衝しよう動どうにかられた。

「気を抜ぬくんじゃない！」

　熊男は怒ど鳴なった。腕を伸ばし、ウーナを抱かかえ起こした。

　その隙すきを狙ねらった喜色満面の肉紐が、あっさりと断たち斬きられて首を落とした。

　アモルの剣だった。

「神を倒せるはずがない、とはよくもぬかした。──よく見てるがいいぜ」

　誰に言ったのか。

　快活に言い放ち、ウーナと熊男を背後に護まもるように妖よう神しんに対たい峙じしたアモルは、白銀色の光を放つ剣を青せい眼がんに構えた。

　巨大な真しん紅くの胞え衣なは愉ゆ悦えつの波動を放っていた。ジャダを喰くったからか。血のような色がさらに濃こさを増した。胞衣と肉にく紐ひもの繫つながり部分から、泉に流れ込む毒液のようにどす赤い色が広がってゆく。

　それを見た瞬間、アモルの眼は魔物めいた光を妖あやしく放ち始めた。




　　　　３




　とろりと濡ぬれた太陽が水平線に潰つぶれていた。

　海の色まで血の色になり、ぴちゃぴちゃと獣けものの舌の音にも似た波の音が岩にあたっている。いずれ、太陽は海の彼方かなたに沈しずみ、世界は海底の沈ちん黙もくを経へて、どっぷりとした闇やみに眠るのだ。

　そして、妖よう魔まが目覚める。
















　妖魔の刻ときまで遠くはない。

　ゲイグは、背筋を這はい上がる悪お寒かんに身を震ふるわせた。

　波のような震えがひっきりなしに全身を襲おそっている。異様に冷たい海風のせいではない。体温を根こそぎ奪うばうような、魂たましいが凍こおってしまいそうな不安が胃の奥に重く痼こりかたまり、それが歯の根も合わない神経質な震えになっていた。

　地面にわだかまる肉にく紐ひもが無数の蛇の死体のようであった。鮮あざやかな柘榴ざくろ色いろの切断面を晒さらしている。巨大な蛸たこの足がグロテスクに重なっているようでもあり、見ていると吐はき気が込み上げてくる。

　顔に脂あぶら汗あせが浮いていた。拭ぬぐった手もぬるぬるとする。

　気持ち悪かった。ぶつぶつと鳥とり肌はだ立った腕が、鮫さめの肌のように黒ずんでいる。細い指の間に波うっている薄うすい膜まくはなんだろう。まるで水みず搔かきのようだ。

　ゲイグは手を擦こすった。冷たい手だった。やけにぬめる。蛙の手のようだ。

　当たり前だ。自分はもともと蛙に似ていたではないか。──脳裏に湧わいた変化の恐きよう怖ふを、ゲイグは打ち消そうとした。

　この醜みにくい容よう貌ぼうのために、親には疎うとまれ、友人もできなかった。バケモノ、妖魔の仲間と蔑さげすまれ、いつしか、感情を顕あらわすことを忘れた。最後に笑ったのは、いつのことであったろう。他人との関かかわりを拒こばみ、特異な能力とも言える粘着力を持った手足と、人間離れした敏びん捷しようさで、気がつくと、金で暗殺も請うけ負う薄うす汚ぎたない世界に頭まで漬つかっていた。それを後こう悔かいするような、やわな感傷はすでにない。だが、この遠えん征せいに参加したことは、どこかで何かを間違えてしまったのではないか、──そんな、時を戻したいと思うような渇かつ望ぼうが、心を占しめて消えなかった。

　子供の時に戻れるならば、こんな化ばけ物ものの島へ来るような人生は歩みたくない。

　ゲイグは、目を閉じた。

　祈いのる言葉を探そうと思った。何も浮かばなかった。開きかけた唇を閉じ、ゲイグは苦笑した。祈りなど、感情を封ふうじるよりも先に、見捨てたものだった。

　苦笑が消えた。ほんの少し口を開いただけで、潮風が喉のどを嬲なぶったのか。やけに喉の渇かわきを感じた。気づいた途と端たん、渇きは耐たえ難がたいまでに増した。喉が張りつきそうだ。海水に漬かり、思う存分に飲のみたい。

　そこまで考え、ばかな、とゲイグは首を振ふった。海水など飲んだらどうなるというのだ。

　気持ち悪い汗が額に浮いていた。

　指でじっとりと濡ぬれた髪かみを搔かきあげた。ずるり、と海草のようなものが指に絡からまってきた。見れば、髪の毛だった。髪が束たばになって抜けたのだ。

　ゲイグは呆ほうけたように掌にもつれた髪の毛を見つめた。

　じわじわと胃が重くなる。

　どす黒い恐きよう怖ふだった。暗黒の塊かたまりが胃の中で成長し、貪どん欲よくな獣けもののように肉を喰くい始めていた。血管を流れる血に凍いてついた戦せん慄りつの滴したたりが混ざり、脳のう髄ずいの中をばりばりと悲鳴をあげて駆かけずりまわった。

　ずるり、

　ずるり、

　足を折った獣が這はうような音もする。嫌いやな音だ。脳の中で馬鹿みたいに巨大なナメクジでも這っているようだ。

　ゲヴェッゲヴェッ──

　蛙が啼なくような声がした。

　ゲイグは顔をあげた。

　少し離れた位置に、例の奈な落らくに通じる穴あながある。

　その縁ふちに、奇き怪かいな生き物が存在した。

　潰つぶれた頭部、ぎょろりと剝むき出した巨大な丸い眼。口は魚のように突つき出している。肌はだは青黒く、細長い脚あしは蛙の脚のようだ。

　ゲヴェッゲヴェッ──

　そいつはもう一度啼いた。

「妖よう魔ま……？」

　ゲイグは身構えた。

　蛙のような、半魚人のようなそれは、攻こう撃げきの意志を敏びん感かんに察知して身を翻ひるがえした。蛙が池に飛び込むように穴に身を投げる。水みず搔かきの生える手に、黒い鞭むちが握にぎられているのを、その時、ゲイグは見た。

「待て。おまえは……」

　ずるり、ずるり、

　先ほど脳裏に響ひびいた音が、ゲイグの鼓こ膜まくを打った。

　鼓膜を──？　ゲイグは首をひねった。これは頭の奥で聴きこえる音ではないのか。

　ずる、ずる、ずる、ずる、

　音が急速に早まった。それが背後から聞こえるものだと悟さとった瞬しゆん間かん、凄すさまじい激げき痛つうが下半身を襲おそった。

「がはっ！」

　口から吐はき出されたものは、血けつ塊かいだった。肛こう門もんに侵しん入にゆうした塊かたまりが腸ちようを破り、腹を突き破り、真しん紅くに血ち塗ぬられた肉にく紐ひもの先せん端たんとなって踊おどり狂くるうように飛び出した時、ゲイグは魂たましいが潰つぶれるような絶ぜつ叫きようをどろどろした太陽に轟とどろかせた。







「地上へ脱だつ出しゆつしよう」

　熊男はアモルの背後で囁ささやいた。

「敵かなう相手ではない。せめて、少しでも生き永らえる道を選ぶべきだ」

「弱気だな」

　アモルは皮肉な声で応じた。

「神が相手ではな」

　熊男の声に苦笑の響きが混じった。アモルの声に怯おびえの色が無かったことが、少しばかり余よ裕ゆうを生ませたようだ。アモルの背中を見つめ、肩をすくめた。

「おぬしが羨うらやましいよ」

「────？」

　アモルはゆっくりと熊男に視線を向けた。それでいて隙すきは毫ごうほども生まれず、肉にく紐ひもは死角を狙ねらうことができない。熊男は感服した表情を浮かべた。

「流石さすがだ。──なあ、聞いてくれ。この仕事を命じられた時、おれは嫌いやな予感がしたのだよ。断ことわれ、という声が頭の奥で何度も警告してな。だが、間かん者じやには王命に背そむくことは許されなかった。嫌でも来るしかなかった。死を覚かく悟ごしたよ。……今にして思えば、馬鹿げた話だ。他人の命令で、己おのれの運命が決められてしまうとはな」

　自じ嘲ちようを含ふくんだ声こわ音ねだった。

　アモルは黙だまって聞いた。

「だがな、おぬしは違う。誰のためでもない。自分の意思で動いている。自由にな。それが羨うらやましい。ここで死という同じ結果になっても、おれとおぬしとは天地の隔へだたりがある。その魂の有りようにおいてな。──おれは今、おぬしのような生き方をしてみたかったと痛切に思うぞ」

「…………」

　アモルは黙もくした。照れたわけではないだろう。いかなる感動も現していない表情だった。ただ、いつものように揶や揄ゆもしないところを見れば。この男なりに礼を尽つくしたのかもしれぬ。

　いや、まさかとは思うが、聞いていなかったのかもしれない。

「……変な音が聞こえるな」

　首を傾かしげて、呟つぶやくではないか。

「……なに？」

　熊男は身構えた。

　ずる、ずるる、ずる、

　熊男の耳にも、届とどいた。

　何かを引きずるような音。巨大な蛇が岩を擦こするような音が。

　音は彼の背後からだった。背後に開いた暗い洞どう窟くつの彼方かなたから、次第に大きくなってくる。肉にく紐ひもの塊かたまりが地上まで開けたその隧ずい道どうを、何かが這はい下ってくるのだ。

　肉紐が嘲ちよう弄ろうの波動を放った。

　ケタケタケタ、ケタケタケタ、

　口があれば聞けたであろう哄こう笑しようが、物理的な瘴しよう気きの風を顔に叩たたきつけた。

　アモルは鬱うつ陶とうし気に眼を細めた。肉紐が竦すくんだようにおとなしくなる。

　音が大きくなり、空洞の仄ほのかな光の中にグロテスクなピンク色が現れた。肉紐の先端だった。地上で斬きり捨てたそれらが、妖よう気きに反応して活性化し、戻ってきたのだ。

　現れたのは、肉紐だけではなかった。

「……ゲイグ……さん」

　ウーナは口に手をあてた。

　洞窟の暗くら闇やみから、血のように赤い光に浮かびあがったもの。

　それは、ゲイグの首であった。

　血の気を失った蒼そう白はくの顔にだんだらの血の縞しまが垂れていた。眼球が半ばまで飛び出した異い貌ぼうは恐きよう怖ふをなお留とどめ、血ち塗まみれの喉のどを見せて開いた口は絶ぜつ叫きようを放っているようだ。

　その凄せい絶ぜつな死を刻きざみつけた生首を、肉紐は残った獲え物ものに見せつけようと、暗黒の思考でわざわざ運んできたに違いなかった。

　熊男が言葉を失くし、ウーナは目をそらした。

「神にしては、悪あく趣しゆ味みだな」

　アモルは言い放ち、剣を振ふるった。

　切っ先が届とどく距きよ離りではない。だが、地面すれすれから天に向けて振り上げられた剣の圧力が、鋭えい利りな風と化してウーナと熊男の間を抜けた。風は、洞窟を走り、ゲイグの首と、それを持つ肉紐を両断した。

「伏ふせろ」

　低い声に、熊男とウーナが首を縮めた瞬しゆん間かん、剣の軌き跡せきは真横に動いた。

　薙ないだ剣風が空気を裂さき、残った肉紐を輪切りにした。肉紐が崩くずれ、その中で四つのかけらになったゲイグの首が、乾かわいた音をたてて地面に落ちた。

「逃にげるのなら、今だぜ」

　球体に繫つながる肉紐の群れに切っ先を戻し、アモルは言った。

　ゲイグの首に剣が動いた瞬しゆん間かん、攻こう撃げきの意思を見せた肉紐どもが、歯が軋きしるような恨うらみの波動を放った。

「おぬしは逃げんのか？」

「もう少し遊んでみるさ」

　アモルは熊男に歯を見せて笑った。無む邪じや気きな笑顔だ。熊男は呆あきれたように首を振った。羨うらやましいとは思っても、つきあえるものではない。その視線をウーナに向けた。

「おぬしはどうするのだ？」

「残るわ」

　ウーナは躊躇ためらわなかった。決意を浮かべた瞳ひとみがアモルを映し、揺ゆれた。

「護まもってくれる、って言ったわね。……一いつ緒しよにいても、いいかしら？」

「見返りを期待してもいいのかな？」

「いいわ。あなたが好きになったから。……あなたが何者だって構わないわ」

「へえ」

　嬉き々きとアモルは鼻を鳴らした。

　この状態で、つくづく吞のん気きな男である。

　熊男は眉まゆを寄せた。何者だって構わない。──何者だと思ったのか。この娘むすめは……

　ざわざわと満ちてくる、肉紐の敵意が思考を中断させた。

　熊男は首を振った。

「化ばけ物ものよりも惚ほれた男が勝まさるか。女ってのは……」

　舌打ち混じりに呟つぶやいたが、不思議と父親が娘に言うような温もりがあった。四十代後半。ウーナくらいの子供がいてもおかしくはない齢としだ。

「まあそれもよかろう。どこで死ぬのも同じだ。好きな男の傍そばで死ねるのなら、これ以上のことはあるまい」

　独りごち、熊男は洞どう窟くつに目をやり、もう一度アモルの顔に戻した。

「悪いな。おれは行かせてもらうよ」

　アモルの視線と、熊男のそれが重なった。

「地上も安全とは限らないぜ」

「おれを、心配してくれるのか」

「さあね」

　アモルは軽く肩をすくめた。熊男のいかつい顔がほころんだ。

「運が良ければ、また会えるな」

「ああ。帰りの算さん段だんをしていろ」

　修しゆ羅ら場ばとは思えない声で交わされた挨あい拶さつだった。剛ごう毛もうに覆おおわれた唇に太い笑みを浮かべ、熊男は手を振った。そのまま洞窟に向けて走り出す。アモルはそれを見送り、ウーナに片目を瞑つぶった。

「さあて。もうひと遊びしてみるか」

　愉たのしそうな眼を妖よう神しんに向けた。
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　熊男は、懐ふところから木片を取り出し、これに火をつけた。

　岩がん壁ぺきが朱あかく染そまり、歪ゆがんだ影かげが炎ほ明あかりに踊おどった。

　荒あらい息が不気味に反はん響きようする。

　熊男は走っていた。いつの間にか、足が全力疾しつ走そうをしていた。突つき上げる不安からだ。

　前も後ろも闇やみに包まれている。炎は泥どろのような闇に較くらべてはるかにはかなく、ほんの周辺を照らすだけだ。

　暗闇から肉にく紐ひもが顔を出すのではないか。背後から忍しのびよってくるのではないか。

　太たい古この昔、闇に潜ひそむ獣けものに怯おびえた原げん人じんのように、熊男は恐きよう怖ふに神経をすり減らしながら、前へ前へと進んだ。道は上りだ。闇が必要以上に疲ひ労ろうさせる。

　ふと、妙みような感覚を覚え、熊男は足を止めた。

　これは、下り、なのではないのか。

　彼は重心を踵かかとにかけていた。坂道を滑すべり落ちないように。

　炎を掲かかげ、目を凝こらした。だが、深い闇の向こうが下りなのか、上りなのかを知ることはできなかった。

　足の感覚を信じるべきなのか。それとも、軀の正面が前だと信じて進むべきなのか。

　判わからなかった。闇底に沈しずむような恐怖が、全身を水に漬つかったように重くした。

　もし──

　狂くるったように思考が回転した。

　もし、これが妖よう神しんの力だとしたら……

　冷汗が流れた。

　思えば、この島までの日数は十日かかるはずではなかったか。それが七日足らずで着いてしまった理わ由け。──いくら妖神に引き寄せられたとはいえ、三日間もの短縮は尋じん常じようではない。

　妖神は空間を歪ゆがめることができるのではないか。

　だとしたら、どちらへ向かっても、この洞どう窟くつから逃にげることはできない。

　熊男は悟さとった。疲つかれたような溜ため息が太い唇から洩もれた。

「奴やつが妖神を殪たおすのを待たねばならぬか……」

　有り得ないと思う気持ちが強い。敵は神だ。人間が太た刀ち打うちできようはずがない。

　──人間？　奴は本当に人間なのか……

　衝しよう撃げきの疑問が湧わいた。

　ジャダは、違う、と言っていた。姿かたちは人間のそれだが、血管と神経の流れが異なると。経けい絡らくに通じた〝ハリ〟師しの台詞せりふだ。間違いはあるまい。

「では、何だ？」

　熊男は声に出していた。

　あの底の知れない強さ。

　妖魔に匹敵、いや、ともすれば、凌りよう駕がする実力──人間のものではなかった。

　──もしかしたら……

「妖魔……？　いや、しかし……」

　熊男は唸うなった。

　だが、そう考えれば、腑ふに落ちる。

　邪じや魔ま者ものを平気で殺す、あの地じ獄ごくの獣けもののような残ざん虐ぎやくさ。役に立たないものを囮おとりにして見捨てる、闇が結けつ晶しようしたような冷れい酷こくさ。殺さつ戮りくに愉ゆ悦えつを見出す、魔物のような禍まが々まがしさ。

　しかし、そのような者は人間にもいる。

　決定的な違いは、殺戮への禁きん忌きが一切無いことだ。

　邪気の無い笑みを浮かべる。殺さつ人じん鬼きの暗い血に濡ぬれた悦えつ楽らくの笑みではない。

　人間の倫理が無いのだ。まともに育てられなかったというレベルではない。疑うべくもない異質さが、その性に、その血に感じることができる。視覚も聴ちよう覚かくも嗅しゆう覚も失った獣けものが、それでも天敵の遭そう遇ぐうに毛を逆立てるように、異質の波動が人間の魂たましいに触ふれるのである。

　何者でも構わない、と言ったウーナ。

　いつから女の言葉を使うようになったのか。アモルのためにだろうが、彼女は何者だと感じていたのだろう。

　ぼごり、

　岩の砕くだける音に、熊男はびくんと震ふるえた。

　見るまでもない。熊男は走り出した。洞どう窟くつから出られないかもしれぬ、という考えは念頭から消えていた。

　ずるずるずる、

　背後に迫せまる肉にく紐ひもの這はいずる音。

「止まれ！」

　熊男は叫さけんだ。

　空気を震ふるわす太い声。風さえも凍とう結けつする熊男の瞬しゆん間かん催さい眠みんだ。

　うわんうわんと声が洞窟に反はん響きようし、ふいに訪おとずれた静せい寂じやくに熊男はにやりと笑った。肉紐の音が止まっていた。手にした炎ほのおまで靡なびいた形のまま動きを止めている。

　会かい心しんの笑みを浮かべたまま、熊男は走り続け──

　愕がく然ぜんとした。足が動いていないのだ。疾しつ走そうの形のまま凍こおりついていた。

「ば、ばかな。──動け！」

　足が動いた。炎ほのおがばちんと火の粉こを弾はじいた。肉紐がずるずると動いた。

「と、止まれ！」

　トマレ──

　トマレ──

　洞窟に声が響き、何もかもが停止した。肉紐も、炎も、足の動きも。

「糞くそ。動け、足よ！　肉紐は止まっていろ！」

　ウゴケ──アシ──ニクヒモ──

　トマッテイロ──アシ──ウゴケ──ニクヒモ──

　洞窟の反響が言葉の位置を変えた。

　まさか、と熊男が戦せん慄りつに震ふるえた瞬間、肉紐の先端が背後から腹と胸を貫つらぬいた。柘榴ざくろのような肉片と、砕けた骨が散り、歓かん喜きに踊おどる肉紐が視界を塞ふさいだ。顔面に迫せまる血ち塗ぬられた肉紐に、熊男は凄せい絶ぜつな悲鳴を放った。

　頭ず蓋がい骨こつが潰つぶされ、全身を死の痙けい攣れんが襲おそっても、最後まで足はぴくとも動かなかった。







　熊男の悲鳴は、地底のアモル達のもとまで届とどいた。

　断だん末まつ魔まの悲鳴にウーナはびくんとした。思わず洞窟の口に目を向ける。その足元が割れた。肉紐が鞭むちのようにしなってウーナを襲った。

　アモルの剣が雷らい光こうとなって、肉紐の先せん端たんを断たった。

　ぼこり、ぼこり、

　地面が、壁かべが、天てん井じようが瘤こぶのように孕はらみ、嫌いやらしく濡ぬれたピンク色の先端が顔を出した。巨大な胞え衣なの近くで肉紐のひと群れが地面に潜もぐり込んでいた。そいつらが地底を迂う回かいし、あるいは地上を迂回し、現れたのだ。

　全てがウーナを狙ねらった。

　ウーナの手が腰の鞭に伸びた。

　迸ほとばしった鞭が、左右二十本、網あみのように広がり、肉紐に巻きついた。

「はっ！」

　気合を放ち、ウーナは鞭を引いた。

　ばらばらと、肉紐が輪切りにされて散った。

「やるじゃないか」

「兄さん仕込みよ。──でも、そう何度も使える技わざじゃないわ」

　ウーナは、別の肉紐に鞭を巻きつけた。そこを、他の肉紐が襲った。鞭は、まだ肉紐を輪切りにできていない。戻そうとしたが、絡からんで離れなかった。首を捩ねじった肉紐が、ウーナの手から鞭を奪った。

「なるほど」

　アモルは、ウーナを襲った肉紐を斬きって捨てた。

　鞭を使っての切断は絶ぜつ妙みようなタイミングが要るらしく、その間、新たな攻撃には無防備になるというわけだ。

　アモルは腕を伸ばし、ウーナを左腕に抱いた。

「おれから離はなれるな」

「はい」

　ウーナの武器はすでに無い。アモルから離れたら、一瞬ともたず、餌え食じきにされるだろう。

「ちょ、ちょっと。どこに触さわっているの！」

　ウーナが言った。

「ん？」

「無事に帰れたらの約束よ。──手を動かさないでったら！」

「妖よう気きが強い。意識を他に向けていないと、変えられるぞ」

　アモルは、ウーナの耳元で囁ささやいた。

「だ、だからって……。あ、──ちょっと、待って」

　ウーナはもがき、アモルの手を振りほどいた。

　腕二本分離れた地面に、黒っぽい塊かたまりが見えた。

　──あれ、もしかして……

　ウーナはそっと近づいた。

　鞭だった。

　肉紐に奪うばわれた自分のそれではない。随ずい分ぶんと傷いたんだ鞭であった。長い間海水にでも漬つかっていたらしく、脂あぶらも剝はがれ、無数の白い亀き裂れつが走っている。

「兄さんの……？」

　ウーナは身を屈かがめ、鞭に手を伸ばした。

　ゲヴェッゲヴェッ──

　蛙かえるに似た、激はげしい警告の声が響いた。

　黒い影かげが走り、ウーナの手から古い鞭を弾はじき飛ばした。

「何を──」

　ウーナは、影の飛来した方向に目を向けた。

　そこに、奇き怪かいな生き物がいた。青黒い肌はだに、蛙に似た容よう貌ぼう──半魚人だ。

「……生き残りの人？」

　ジャダの最さい期ごと同じ姿に、ウーナは問いかけ、はっ、と息を吞のんだ。

　半魚人は、水みず搔かきの生えた右手に黒い鞭を握にぎっていた。

　ウーナと同じ鞭だ。

　ぎょろりと丸い目がウーナの姿を映し、揺れている。

「まさか……」

　ウーナは震ふるえた。

「まさか、兄さん……？」

　ゲヴェッ──

　半魚人が、そうだ、と啼ないた。

「兄さん！」

　ウーナは歓かん喜きの声をあげた。疾はしり寄ろうと腰を上げるその目の前で、肉にく紐ひもの群れが半魚人を襲おそった。半魚人の腕が舞まい、黒い鞭が肉紐の先端を弾はじいた。見事な手並みは、ウーナより数段上だ。

　ウーナは、すぐ近くに落ちた古い鞭に手を伸ばした。

　ゲヴェッゲヴェッ──

　半魚人が叫さけんだ。

「そいつは鞭じゃない」

　肉紐を斬きり捨てながら、アモルは警告の意味を悟さとった。

「え──？」

　手を引きかけたウーナの腕に、古ぼけた鞭がずるりと巻きついた。

　黒ずんだ鞭の色が、濡ぬれたピンク色に変じた。

「ひ──！」

　悲鳴が喉のどを詰つまらせた。

　顔面に迫る肉紐の先端に、ウーナは目を瞑つぶった。

　顔を貫つらぬく苦痛は、いつまでも訪おとずれなかった。

　ウーナは目を開いた。

　肉紐の先端に、細いものが巻きついていた。それが肉紐の動きを止めたのだ。

　指に見えた。だが、異様に長い。鞭の長さは優にある。

　ウーナは指の付け根を見つめた。アモルの左手の、人差し指であった。

「アモル……。あなたは──」

　ゲヴェェェェェェ──

　断だん末まつ魔まの悲鳴に、ウーナは、びくん、となって、兄の姿を目で追った。

　肉紐のひとつが、半魚人の腹を貫つらぬいていた。動きを止めた獲え物ものを、さらに肉紐が襲おそう。

「兄さん！」

「離はなれるな！」

　アモルの制止も耳に入らず、ウーナは兄へと疾はしった。

　ぼこっ、

　足元に肉紐が現れ、伸びた。

　凍こおるような冷痛が胸を貫き、ウーナは血の塊かたまりを吐はいた。

　血の玉が散る中で、肉紐に引き裂さかれる兄の姿が霞かすんだ。

「……兄さぁん」

　次はわたしの番だ。肉紐が来る。

　視界に迫せまる肉紐が切断されて飛んだ。

　胸に潜もぐる肉紐の首を、強い腕が捉とらえた。激げき痛つうのあまり神経が麻ま痺ひした胸に、ずるずると何かを抜ぬかれるような感かん触しよくが動いていった。

　ウーナは激はげしく咳せき込こんだ。

　背中を抱かれた。顔をあげると、アモルが立っていた。

　深い夜のような眼。

　ウーナは微かすかな笑みを浮かべた。

「──あなた……のせいで……はない……わ。……わたしが……離れたか……ら」

　アモルは護まもると言ったのだ。その約束を破らせてしまったのは、自分のせいだ、とウーナは言った。

「しゃべるな」

　低く言い、アモルは近づいてきた肉にく紐ひもを斬きった。

　ウーナは首を振ふった。

「そ……んなに、──苦……しくな……いの」

　真しん紅くの吐と息いきを洩もらしながら、ウーナは喘あえいだ。

　蒼そう白はくになった美しい顔は苦痛に歪ゆがんでいない。傷が深く、神経が麻痺したのだろう。胸から腹、脚までが夥おびただしい血で濡ぬれている。長くないだろう。

「おねえちゃん、おねえちゃん」

　アモルの肩でチコが囀さえずった。ウーナは弱く微わ笑らった。

「……いい……仔こね。──ア……モル。キス……して」

　闇やみ色いろの眼が肉紐の動きを追うのを止め、幽ゆう霊れいのような美び貌ぼうに落ちた。

「おれが何者でも構わないと言ったな」

「た……とえ、妖よう魔ま……でも」

「そうか」

　アモルは顔を沈めた。血の味の接せつ吻ぷんだった。絡からめた舌が力を失った。アモルは唇を離した。
















　すう、とウーナの目から光が消え、がくりと首が折れた。アモルの腕の中で、しなやかな肢し体たいが重く、不気味に柔やわらかい物体と化した。

　肉にく紐ひもがざわざわと狂きよう乱らんし、歓喜の波動を放ってアモルをめがけた。

　アモルは飛び退すさった。ウーナを残して。骸むくろに執しゆう着ちやくする男ではなかった。

　支えを失ってくずおれるウーナの身体に、肉紐の先端が喰くらいついた。ピラニアに襲おそわれた獲え物もののように、ウーナの肢体が血みどろの肉片に潰つぶされ、肉紐の口──肉眼では見えないそれに消えていった。

　アモルの眼が暗黒に燃えた。

　首にかかるマントの留め具をはずした。チコが軽く肩から離れた。マントが広がった。

「隠かくれていろ」

　アモルの指示に、チコはマントの陰かげに身を沈めた。

　肉紐が襲い、マントを穴だらけにした。地に落ちたそれは、蟲むしに喰くわれた布に見えた。チコの脹ふくらみが無い。地面に広がったマントは岩の凹おう凸とつのみで、怪け訝げんげな肉紐が裏返しにしたが、チコの姿は現れなかった。

　チン、と澄すんだ音に、ぴくんと全ての肉紐が音の方向に向いた。

　アモルの手の中で、剣が鞘さやに収められていた。

　困こん惑わくの波動が空くう洞どうに満ちた。アモルは嘲ちよう笑しようを唇に浮かべた。

「どうした？　喰くいたかったんじゃないのかい」

　アモルは鞘さやごと剣を抜き、ざくりと地面に突き立てた。

　丸腰を示すために、ゆっくりと腕を広げる。

　ゆらり、と躊躇ためらいながら肉紐が動いた。

　吸いつくようにアモルの腕に絡からみついた。

　アモルは無む抵てい抗こうのままだ。首に巻きつく。それにも反応しない。

　ぎゅん、としなった肉紐がアモルの腹を貫つらぬいた。

　鮮あざやかな血が紗しや幕まくのように広がり、腸ちようの塊かたまりが背中に抜けた。

　激げき痛つうがアモルの表情を掠かすめた。

　左腕に絡んだ肉紐が関節の逆方向に動き、骨の砕くだける音が響ひびいた。めりめりと筋肉の裂さける音が続き、ぶちり、とちぎれた。噴ふん血けつ。弦げんのように神経が音をたてて弾はじけ、腕が肩から引き抜かれた。肉紐が群がり、細切れの肉片に変えていく。

「残さず、──喰くいな」

　口に溜たまった鮮せん血けつを吐はき捨て、アモルは言った。唇の嘲ちよう笑しようは消えていない。

　首が締しまった。頸けい骨こつの軋きしむ音。首を巻いた肉紐がぎちぎちと締しめ、引いていた。別の肉紐が脚に絡みつき、地面から浮きかけた軀からだを押さえつける。首の筋肉が悲鳴をあげた。

　みちり、と嫌いやな音がした。

　ぶつん、と血管が破れた。

　ごきゅり、骨がはずれた。

　ぶちぶちと首がちぎれ、朱しゆ色いろの糸を引いて宙に飛んだ。

　肉紐が踊おどった。

　群がる先端が顔を潰つぶすその瞬しゆん間かんまで、アモルの唇は嘲笑を刻きざみつけていた。

　首を失った軀を肉紐が襲おそい、挽ひき肉に変えた。肉を潰し、咀そ嚼しやくする音。血ち汁じるを啜すする音。耳を覆おおいたくなるような不気味な饗きよう宴えんの音が空洞に響いた。

　胞え衣なが震ふるえた。愉ゆ悦えつに。

　肉紐がくねった。喜悦に。

　おぞましい悦楽の波動が空洞を汚よごし、放射能のように満ちていった。




　　　　５




「やはり、無理じゃったか……」

　オーリンは濁にごった目を閉じた。

　水すい晶しよう球きゆうは破は壊かいされ、遠くを観みる力は失われたが、疑うべくもない歓かん喜きの波動は全身の肌はだで感じることができた。オーリンの術を媒ばい介かいに、妖よう神しんの力でジェルディグリの王城に実体化した肉にく紐ひもの群れが、手当たり次第に殺さつ戮りくを繰くり広げ、血色の波動を放っているのだ。

「これで、世界は──ん？」

　悲痛に呟つぶやきかけ、オーリンは顔をあげた。

　部屋を満たす肉紐が、ざわざわと落ち着かなげに暴れ始めていた。







　妖よう神しんは満悦していた。

　獲え物ものの血は羊よう水すいであった。肉は養分であった。

　肉紐の喰くらった血肉は次元を超こえ、胞え衣なの内部に通じる。

　巨大な真しん紅くの胞衣が流された血に染そまり、新しん鮮せんな肉のエキスが羊水を満たす度に、妖神は目覚めの時が近いのを知るのだ。失われた軆體からだが刻こく一いつ刻こくと蘇よみがえる歓かん喜きに、大地が鳴動し、空気が震しん憾かんする。森しん羅ら万ばん象しようが恐きよう怖ふに戦慄おののく波動を捉とらえ、妖神は泡あわたつような狂きよう気きの波動をもって応こたえた。

　──モウスグダ

　声ならぬ声が、物理世界で緑色の妖気の塊かたまりに変わった。

　──ワレハメザメル

　壁かべを這はう妖気が、ふいにどす黒い血けつ塊かいとなって地面を濡ぬらした。空くう洞どうが血の海になり、粘ねばついた波が生じた。いずこからか、風が吹いてくる。地面の底からのような生なま臭ぐさい、暗黒の冷気の風が。

　どこかに肺があるのかもしれぬ。いつしか、空洞の景観は臓ぞう物もつのそれだ。血管らしきものが岩壁に縦横無む尽じんに走り、どくどくと脈打っている。

　妖神の歓喜の波動が、岩の姿を変えたのだ。

　復活を前にして、この力。目覚めれば、全てが変わるだろう。

　かつて妖神が生きた世界の通りに。

　空気は腐くさり、肺呼吸する者は死に絶える。大地は腐ふ臭しゆう漂う血の海と化し、妖神に奉仕する半魚類が群れるように泳ぎ、求めに応じて、自らの血肉を妖神に捧ささげるのだ。

　──グエラ、グエラ、

　妖神の哄こう笑しようが空気を揺ゆさぶる。肉にく紐ひもの群れがケタケタと笑うように動く。

　それが、途と中ちゆうから落ちつきのない暴れ方に変わった。

　────？

　真しん紅くの胞え衣なの中で、妖あやしく燃える妖神の眼が、怪け訝げんげな光を放った。

　泥どろのような粘ねん血けつが、肉紐と胞衣の繫つながり部分から広がり、羊水を濃こく染そめていく。

　獲え物ものの血だった。鮮あざやかな朱しゆ色いろだ。

　ふいに、輝くような翡ひ翠すい色に変わった。

　──オマエハ……

　胞衣が震ふるえた。

　妖神の眼が、狂ったような血光を放射した。

　空くう洞どうが震しん憾かんし、はらわたのような岩がん壁ぺきがじくじくと膿うみ汁じるを流した。癌がん細さい胞ぼうのような瘤こぶが脹ふくらみ、ぶちゅりと破は裂れつする。

　妖神の放つ波動が、そのまま空洞を冒おかす。

　これは、戦せん慄りつの波動だ。

　肉紐が暴れた。腐ふ敗はいした岩壁を貫つらぬき、天てん井じようを破った。氷柱つららが崩くずれ落ち、地面に突つき刺ささる。海水が噴ふき出し、それがたちどころに黄色い腐くさり水に変わる。

　胞衣の中で、翡翠色の血はアメーバのように広がった。

　カッ、と双ふたつの光がともった。

　嘲ちよう笑しようを湛たたえた金色の光。

　──オ、オ、オ、オ、オォォォォォォォ

　破は滅めつの悲鳴が迸ほとばしった。

　胞衣の表皮が激はげしく揺れ、孕はらむように脹ふくれ、──数瞬後、爆ばく発はつ、した。

　びしゃぁぁん、と大量の血液が空洞中に弾はじけ、ビチャッ、ビチャッ、と血ち塗まみれの肉片が四散した。

　尾おとも、触しよく手しゆとも、あるいは、寄生した蛇ともつかぬ蔓つる状じようのものが、ばらばらに飛び、産まれるのに早過ぎた妖神の、未だ形の定まらぬ頭部らしきものが、岩壁に潰つぶれた。

　衝しよう撃げきで壁かべに亀き裂れつが走る。がらがらと天井が崩れ、岩石の塊かたまりが雹ひようのように降り注そそいだ。

　──ォォ……ォォ……ン

　微かすかな、遠とお吠ぼえに似た悲鳴が響き、じきに絶えた。

　星々を支配し、世界を狂きよう気きと恐きよう怖ふの淵ふち底ぞこに沈めた邪じや神しん──

　太古の禍まがつ神にして、滅ほろぼされてなお甦よみがえりし妖神の、これが最期であった。

　そして、この瞬間──

「妖気が絶えた……？」

　ジェルディグリの王城で、オーリンはゆっくりと顔をあげた。

　全身を締めつけていた妖神の波動が、噓うそのように消失したのである。

　あれほどはびこっていた肉紐の群れが、実体化のエネルギーを失い、急速に薄れてゆく。幻げん影えいに戻り、それさえも維い持じできず、ひとつ、またひとつと消えてゆく。

　安あん堵どと歓喜の声が、オーリンの耳に届いた。生き残った人々の歓声であった。

　完全に肉紐が消えたのだろう。明るい声が、惨劇の空気を払うように、王城を抜けてゆく。

「倒したのか？　神を──」

　オーリンは、よろりと立ち上がった。

　──倒せるはずがないとは、よくもぬかした。よく見てるがいいぜ。

　あの時、一陣の風のように通り過ぎていった言葉。

　自信に満ちた声であったが、よもや本当に神に勝てるとは……

「おぬしのお蔭かげじゃ。世界は救われた」

　オーリンは濁にごった目を動かしながら、感謝を口にした。

　返事はない。すでに、この空間と妖神の島は繫つながってはいない。声が届かぬことを承知で、しかし、オーリンは礼を言わずにはいられなかった。

　人類が滅亡の危機を迎えたことも、それが回避されたことも、今やオーリンだけが知っている。

　深々と頭を下げ、オーリンは顔をあげた。

　その前に、王と祭司と文官の無残な死体が転がっている。むろん、濁った目には何も映らない。それでも、黙もく禱とうするように、オーリンは目を閉じた。







　数ラナ後、小さな老婆が、王城を後にした。

　明らかに盲目と知れたが、老婆は器用に障害物を避けながら、迷いのない足取りで去っていった。







　終章　そして、妖よう魔まの刻とき







　濁にごった血ち泥どろと腐くさった膿うみ汁じるが空くう洞どうの半ばまでを満たした。

　胞え衣なに繫つながっていた肉にく紐ひもが、湿しつ原げんに死んだ蛇のように無残に浮ういている。グロテスクなまでに鮮あざやかであったピンク色は、黒ずんだミミズ色に化していた。

　胃液の逆流を強制する屍し臭しゆうが漂ただよってくる。

　ぼこ、ぼこ、と溶よう岩がんが沸ふつ騰とうするような泡あわが浮かび、弾はじけるのは、どこやらから海水が洩もれてくるのだろう。

　血液が渦うず巻まく水面に、穴あなだらけの布が浮いていた。血を含ふくみ、どす黒く染そまったそれは、アモルが脱ぬぎ捨てたマントであった。

　あえかな光が照らしている。

　天井が破れ、深い闇やみ空ぞらが見える。月が出ていた。魔物の眼のような月が、濡ぬれたような光を空洞の中に落としている。

　宝ほう珠じゆのようなそれは、妖よう魔ま王おうの心臓と言われる宝月であった。これが夜空に浮かぶ時、妖魔の目覚める妖魔が刻ときの始まりである。

　むくりとマントが膨ふくらんだ。

　裾すそが捲めくれ、無む垢くな少女の顔が現れた。

　小妖魔チコであった。

　頰ほおが血で汚よごれていたが、天使のような愛らしさは少しも損なわれていない。薄うす絹ぎぬのような髪かみに血の玉が流れ落ちている。唇くちびるまで零こぼれてきた朱しゆ玉ぎよくを猫のような舌で舐なめ、チコは大きな眼を青白く輝かせた。

　血泥を撥はね飛ばし、宙に舞まった。肩から生えた黒い翼つばさが軽い羽音を響ひびかせた。

「アモル？」

　可か憐れんな唇が不安に満ちた声をあげた。

　とろりとした血の湖面に、剣の柄つかが覗のぞいていた。アモルが地面に突き立てた剣だ。

　チコはばさばさと舞い降り、柄の上に鳥の爪つめを乗せた。

「アモル──」

　チコは泣きそうな声をあげた。声は血の海に虚むなしく吞のまれた。

　朱色の泥水の中の、黄色い膿み汁がわだかまるあたりで、ちゃぷりと水音がした。

　ぴくん、とチコは顔を向けた。

　小さな波は紋もんが広がっていた。

　息をひそめ、チコは翼を広げた。アモルの剣を鳥の形をした足で持ち、もう一度舞うと、チコは波紋に近づいた。

　肉紐の骸むくろが最も多い。胞え衣なが在あった位置かもしれなかった。

　消えかかった真しん紅くの波紋の中央に、細長い爪が覗いていた。

　冷たい翡ひ翠すい色であった。どろりと膿こい血泥は、水面下を透すかして見ることはできない。

　こくりと唾つばを吞のみ、チコは翡翠色の爪をくわえた。軽く羽ばたいただけで、爪は浮いた。同じ色の指がそれに続いた。チコはさらに翼を動かした。翡翠色の手が、腕が、朱色の水を滴したたらせながら、水面からあがった。

　左腕だった。肉紐にちぎれたはずだが、チコはそのことを知らない。強く引いた。

　肩が現れた。血の糸を絡からめた首が、もぎとられ、潰つぶされたはずの頭を乗せて現れた。翡翠色の精せい悍かんな顔が、苦笑にも似た笑みを浮かべていた。

「まいった。爆ばく発はつするとは思わなかったぜ」

　笑みを浮かべたまま、アモルは首を振ふった。

　濃こい群ぐん青じよう色の髪かみから血ち飛沫しぶきが散った。

「おかげで細さい胞ぼうを集めるのに、時間がかかっちまった」

　金色の眼を愉たのしそうに輝かがやかせて言った。

　その言葉からすれば、血と肉片に分解され、肉にく紐ひもに喰くわれながら、アモルは生命を有していたことになる。首と軀からだを離はなされ、脳と血管をずたずたにされても、それを再構成することが可能だったのだ。

　喰われた血肉が消化されず、妖よう神しんの羊よう水すいになると知ったからこそ、とれた戦法であったろう。

　また、そうしなければ、位相の異なる胞え衣なの内部へ侵しん入にゆうすることは不可能であったわけだが、とはいえ、自らを殺させるとは、妖魔ならではの発想だ。

　妖神の力は不明のまま、再生の保証があったわけではない。にもかかわらず、それを敢かん行こうした。遊び気分の笑みさえ浮かべて。

　魔物の思考回路であった。

「よぉ、チコ。心配したか？」

　子犬のようにじゃれつくチコから剣を受け取り、アモルは嘲ちよう笑しようするように言った。

　チコはむくれた。

「しないもん」

「はっはっはっ」

　軽快に笑い、アモルは身を起こした。翡翠色の肢し体たいに、血水が滴った。

「おねえちゃん……」

　ぱたぱたと舞まうチコは、アモルの右腕に抱かれたものを見て、息を吞のんだ。

　逞たくましい腕が抱いたものは、ウーナの生首であったのだ。

　白く細い首の下に続くべき女体は無く、朱あかい神経の糸とちぎれた血管が、機械人形のパイプのように絡からまりながら、傷きず痕あとも生々しい肉の間から垂れていた。

　すでに血は流し尽くされたのか。破れた血管から滴る液は無く、美しい顔は蠟ろうのように白く色を失くしていた。

「ここまで細さい胞ぼうを集めてみたが……」

　アモルは視線を腕に落とした。

「人間には無理だったようだな」

　固く閉ざされた瞼まぶたは、当然のことながら、微び動どうだにしない。絶命した人間の肉体を生前のままに修復したとしても、蘇そ生せいするものではない。死を認めてしまった意識は拡散し、無に消える。二度と凝ぎよう集しゆうはしない。

　それを承知しながらも、羊水に溶とけ混じった細胞を集めたのは、この男にも死を悼いたむ気持ちがあったのかもしれない。

　アモルはウーナの首を眼の高さに掲かかげた。長い真しん紅くの髪かみが白い美び貌ぼうを彩いろどっている。死に顔は苦痛に歪ゆがんだものではなく、安らかに眠る者のそれであった。微かすかに開いた唇は、あるかなしかの笑みを浮かべ、今にも甘あまい吐と息いきを洩もらして接せつ吻ぷんを求めるのではないかと思われた。

「おねえちゃん、綺き麗れい……」

　チコはアモルの肩にとまり、ウーナの顔に見み惚とれた。表情は細胞を集めた段階で、どのようにもできたはずだ。虹にじ色いろの光雲に包まれた天女のような表情にしたのは、アモルの美意識であったか。

「そうだな」

　静かにアモルは頷うなずいた。眠りを妨さまたげまいとするかのように。

　そのまま沈ちん黙もくすると、密ひそやかな夜のような静けさが、ひたひたと空くう洞どうに満ちた。海水が血水に混ざり、膝ひざを濡ぬらしていた水面が大だい腿たいまで上がっていた。

　生温い羊水が、筋肉をほぐしていくようだ。

　ぱちゃん、

　魚が跳はねるような音。

　微かすかな音を、アモルの耳は捉とらえた。が、弛し緩かんした筋肉は反はん応のうが遅おくれた。
















　アモルの背後で、盛もり上がった血水が割れた。凄すさまじい爆ばく発はつ音おんを轟とどろかせ、血ち泡あわが散った。

　泥どろのように崩くずれた妖よう神しんの、腐くさった巨大な顎あごが血ち泥どろを吐はきながら開いた。

「アモル──！」

「ちぃ──っ！」

　跳とび退すさろうとしたアモルの足を、粘ねばる半水が捉とらえた。

　おぞましい歓かん喜きの波動を放ち、妖神の口がアモルを襲おそった。

　どす黒い血を満たした口こう腔こうが視界を覆おおい、次の瞬しゆん間かん、閃せん光こうが眼を潰つぶした。

　天地を貫つらぬく轟ごう音おんが聴ちよう覚かくを麻ま痺ひさせた。

　薄うすく開いた眼は視界を占しめる白光の中に、ゆらゆらと蠢うごめく黒い陽炎かげろうのような巨大な影かげを捉えた。一瞬、身構えたアモルは、それが炎ほのおであるとすぐに知った。炸さく裂れつした閃光が、色覚を殺したのだ。ふいに朱しゆ金きん色いろが甦よみがえり、轟ごう、轟と音をたてて燃える炎が眼に映じた。肌はだを叩たたく熱風を避け、アモルは退さがった。

「アモル、あれ！」

　チコの声に、アモルは顔をあげた。

　ぽかりと開いた天井の穴に、妖あやしく濡ぬれた宝ほう月げつが見える。その海の色とも血の色ともつかぬ妖気漂ただよう月面に、蒼あお白じろい蛇のような、巨大な蜘く蛛もが吐はいた糸のような光が走っていた。

　ぱり、ぱり、と鼻奥を刺し激げきする電気の匂においが、空くう洞どうに満ちている。

　宝月から迸ほとばしった稲いな光びかりが、妖神を直撃したのだ。

「助けてくれたの？　妖魔王が……」

　アモルの肩で、チコは囁ささやくように言った。

「まさか」

　アモルは金色の眼を不快そうに細め、否定した。雷らい光こうは細く宝月を這はい、消えた。

「異質の妖気に反応しただけさ。邪魔者の妖気にな。──妖神が完全に復活すれば、妖魔王とて安あん穏のんとしてはいられない。ふん。ジェルディグリに古文書を残した者が本当に人間であったか疑問だな」

「妖魔王が？」

「もしかしたらな」

　古文書には、妖魔王の心臓が眠るとされ、その利用法でも記されていたのだろう。人間達は、妖魔王の心臓があると信じて動いていた。もしも妖神が眠るとあったなら、いたずらに手を出すことは控えたはずだ。

　妖魔王は、海底深く眠る妖神を浮上させ、復活する前に始末しようと考えたのだ。

　おそらく、アモルのような直系妖魔が、噂うわさに誘さそわれて動くことも期待していただろう。

「まんまと利用されたか」

　アモルは舌打ちした。不ふ機き嫌げんな気分を察して、チコが小さく身動みじろぎした。

　眼の前で、紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中を塵じん芥かいと化した妖神の黒い影かげが崩くずれていく。肉の焼ける匂においか。腐ふ臭しゆうのような、強きよう烈れつな異臭が濁にごった黒煙から漂ただよう。炎ほのおは粘ねばる血水を舐なめ、羊水を蒸発させていく。

　妖神の最期だった。

　たとえ生きていたとしても、再び甦よみがえるには、太古から現在までに要した時間を等しくかけなければならないだろう。数万年以上の気の遠くなるような永い年月を。

　かくして、脅きよう威いは除かれ、妖魔王の栄えい華がは続くのだ。

「老ろう獪かいな奴やつだ」

　アモルは小さく罵ののしった。

　勢力を弱める炎を見やり、腕を振ふるう。

　弧こを描えがいた先で、ウーナの首が飛んだ。赤く長い髪かみを、燃え尽きる流星の尾おのように引きながら、炎に没ぼつした。高熱に燃えるよりも早く蒸発する。骨さえも残らないだろう。

「おねえちゃん……」

「兄貴が眠るところで、眠らせてやった方がいいだろう」

　片手を上げ、チコの喉のどを指でくすぐりながら、アモルは言った。

　チコは炎に消えたウーナを探すように眼を細めていたが、やがて諦あきらめた。

　浮ふ遊ゆう感かんが小さな身体を捉とらえた。

　アモルの軀からだが宙に浮いていた。いつしか、その背中には、翡ひ翠すい色の巨大な翼つばさが広がっていた。

　渦うずを巻く朱色の炎と黒煙を避け、天てん井じように開いた穴を抜けると、アモルは一息に上昇した。上空高くで停止し、眼下を眺ながめた。

　とろりと漆しつ黒こくの海が闇やみに溶とけるように広がっていた。宝月の濡ぬれた光を反射し、無数の波が夢む幻げんを誘さそうように浮かび、消える。

　歪いびつな島影は、グロテスクな怪かい物ぶつの骸むくろが深しん淵えんに倒たおれているようだ。

　渦うず潮しおが不気味に島を巻いている。妖よう島とうは喘ぜん息そくのように身み震ぶるいしていた。渦が激はげしくなる。妖神の支配を失った島が、再び海底深く沈もうとしているのだ。

「残念だったね」

　それを見つめながら、チコが言った。

「ん──？」

「妖魔王の心臓じゃなかった」

「なに。いずれ、見つけてやるさ」

　アモルは、三つの宝月に眼を向けた。

　宝玉のような妖月が、東の空から天空へ、縦に並ならんで浮かんでいる。血のような光と、海のような清せい浄じような光が、ゆらめく陽炎かげろうのように闇やみ空ぞらに放たれている。

　険けわしかったアモルの顔に、子供のような表情が現れた。

　無む邪じや気きな笑顔は、妖魔王の前でも消えぬだろう。

　──よう。遊びに来たぜ。

　そう言って、剣を抜くに違いない。

　チコが猫のように身をすり寄せた。

「さて、行くか？」

　チコの頭を軽く撫なで、アモルは言った。

「どこへ？」

「どこへでも。面白いことを探しにさ」

　にっ、と笑って片目を瞑つぶる。

　チコは、小さく鼻を鳴らした。アモルの言う面白いこととは、危険なことと同義語だ。

　呆あきれた、と言おうとして、チコは思い直した。平へい穏おん無ぶ事じなんて、アモルに似合わない。

「うん。行こう」

　少女の言葉が、翡翠の妖魔に陽気な笑みを浮かばせた。

　巨大な翼が空気を叩き、翡翠の軀が放たれた矢のように天を裂く。

　この時、ついに島が没し、怨えん嗟さに満ちた音が深い海の底から女の悲鳴のように長々と響いたが、波に吞のまれてついに途と絶だえた。

　アモルの姿が宝月の彼方に消えた時、どこかで妖魔の哄こう笑しようが響いた。







　あとがき








深い沼のような闇やみに　血の色をした巨大な宝ほう玉ぎよくが浮かんでいる

雨が降っている　放射能雨のような黒い雨が

雷雨だ　青白い光が　闇を裂さいている

わたしは洞どう窟くつにいる　入口が稲いな妻ずまで白く見える

黒い雨の中　宝玉のような月が濡ぬれたように輝いている

雨でも見えるのだ　この宝月は──

稲光　洞窟の入口に　長身の黒い影が──




……ブラックアウト　　　　　









　はじめまして。まみやかつきです。

　夜よ毎ごとの夢が総天然色の超デリケート（心理学ではそのように判定されるはずだが、なぜか誰だれも認めてくれない、かわいそうな）人間です。

＊注：色のついた夢を見る人は、繊せん細さいだと言われています。一般には。

　さて。冒ぼう頭とうの詩し篇へんは、某年某月某日（はっきり言って覚おぼえていない）に見た夢のイメージです。

　そうです。この夢を見ていなければ、この作品は生まれなかったでしょう。（これこれ。夢判断など始めないように。血、雨＝水、月＝球体、洞窟──素人しろうとでも何が出てくるか予想できるもんなあ）

　しっかし、ぞくぞくしましたね。わりと浮うき世よ離ばなれした夢を見る方ですが、これはきわめつけ。完全に別世界。洞窟の中には、異い形ぎようの獣とも人間ともつかぬ影が蠢うごめいていて……

　うっわあ。思い出しただけでも興こう奮ふん。なにしろ、バーチャルシステムでも再現できないようなリアル体験。もうちょっとストーリー性を帯びていれば、小説にするのも楽だった、と生来のなまけものである小生は思ったほどです。

　もっとも。最初は小説を書く気はさらさらなく、再現したかったのは、その鮮烈なまでの映像美でした。

　どろりとした沼のみどり　血の滴したたるような月の輝き　闇を裂く紫し電でん……

　妖あやしくも美しい色の乱舞──

　で。絵を描いてみたわけです。これでも小学生の頃は、某国営ＴＶの「ぼくの絵　わたしの絵」で作品が放映された、末は画人か芸術家、と言われた逸いつ材ざい。ふっ。ふっ。ふっ。

　しかし。高校の授業以来、絵筆を握にぎったことのない腕は見るも無む残ざんに朽くち果て、

　宝玉のような月は団だん子ごとなり、

　血の海はまっかっかの水たまり、たぷたぷと揺れる竜の死体は寝不足のガマガエル、

　それを眺ながめるアモル──せめて、おまえだけは、かっこよく、野獣のような、しなやかな肉体にしてやろうじゃないか。わ、おかまのような、なよやかな肉体ぃ～～～。ま、待て。落ち着け。色を塗ぬるんだ。あれ？　何かに似てる。あ、ドラゴンボールＺのトカゲみたいなやつ──ぼろぼろとイメージが崩くずれてゆきました。うっ。うっ。うっ。

（でも、こーゆー路線も面おも白しろいな。今度、ギャグでも書こうかな。妖魔アモル２は波は瀾らんの爆笑編だあ。……いえ、冗じよう談だんですけど）

　かくして。絵を諦あきらめ、小説へ。

　果たして、この拙つたない「言葉」で、どこまで夢の世界を具現できたでしょうか。「言葉」もまた、脳裏というキャンバスに、無数の〝絵〟を生むことのできる〝絵筆〟かもしれない、そんな風に思います。

　色鮮あざやかな〝絵〟を視みていただけましたら、これに勝まさる喜びはありません。

　いずれまた、新しい〝絵〟をお届とどけできることを願って。（それには、まず、夢を見ないとね。０から考える努力と根性の無いまみやでありました。笑。笑。笑）








一九九三年五月　　　　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　皆様いかがでしたか？　アモルの妖あやしい魅み力りよくの虜とりことなってしまった方も、多いのではないでしょうか。

　この『妖よう魔まアモル　翡ひ翠すいの魔ま身しん変へん』は、第四回ファンタジア長編小説大賞において、準入選となった作品です。

　妖よう月げつがぬらぬらと光る中を、妖魔の中でもひたすら強い、直系妖魔のアモルが、ただおもしろい事だけを求めて危険に飛び込んでいく、そんなお話です。

　この作品の魅力は、非常にテンポがいいところです。導入部から結末まで、読者はおそらく一気に読んでしまったことでしょう。それでいて読み終わった後に強きよう烈れつな何かが残っている、そんな作品なのです。

　さらにこの作品では、ぐちゃぐちゃとした不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きのものが大量に描えがかれています。そして登場人物がとにかくたくさん死んでいくのです。ほんとうに、いっそ潔いさぎよいともいえる殺しっぷりです。このぐちゃぐちゃ感と殺しっぷりが、読み進んでいくうちに、徐じよ徐じよに快感に変わり……まさにおもしろいという事になるのです。




　実はこの『妖魔アモル　翡翠の魔身変』は、先に富士見ファンタジア文庫から刊行された、『はじまりの骨の物語』と大賞を争った作品です。迫力、スピード感、雰囲気の作り方などは決して『はじまりの骨の物語』に引けを取ってはいませんでした。完成度、ファンタジー性の『はじまりの骨の物語』、娯ご楽らく性の『妖魔アモル　翡翠の魔身変』、厳きびしい選考でした。しかしながら、大賞にふさわしいだけの完成度に欠けるという事でこの作品は準入選となったのです。

　ただその完成度も、授賞式の後しばらく経たって、この作品の文庫化のため作者に連絡をとった時、すでに解決していました。

　なんと、作者まみやかつきは、こちらが連絡をとる前に、原稿を大おお幅はばに改かい稿こうしていたのです。その原稿を送ってもらい、読んでみてびっくりしました。さらにおもしろくなっているのです。しかも、原稿枚数が文庫にぴったりとは……。おそれいりました。

　とは言っても、なにぶん初の長編作品でもあり、まだまだ未熟な点もあります。それでも、作品中のアモルやウーナ、チコといったキャラクターが、与えられた世界の中で、実に生き生きと動いているのがわかっていただけると思います。

　著者のまみやかつきは、いま現在、主婦（しかも新婚さん！）と会社員という二足のわらじを履はきながら、著作活動もしているという、とてもエネルギッシュな女性です。そんな彼女は作家として、今スタート地点に立ったところ。というわけで……

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！










妖魔アモル




翡ひ翠すいの魔ま身しん変へん








まみやかつき
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